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l テレビ番組の描写をめぐる議論は，いつの時代にも存在してきたが， 20m紀最後の10年間ほど，多くの国々 l 
が一斉にごのテーマに注目し，具体的な対応策を展開Lた11寺j田はなかったといえる。日本でも，各国の動向に
l 大きく影響を受ける中， 90年代半ば以降，背少年に関辿する政府の各秘会議なども含めたさまざまな場で，メ
1 ディアの影響が注目される機会が急増している。

アメリカは1 世界各国に議論のきっかけを提供することになった fvチップ制度Jを，世界で最初に，しか
もf1996年電気通信法Jという法律で導入した。商業放送主導で発展してきたアメリカでは，テレビのマイナ
ス函の影響に対する懸念は，テレビ初期から高く，議会， FCC，市民団体などが，対応策をめぐって活発な議
論を統けてきた。その過程で多数の調査研究も実施されてきた。しかし 1 テレビの状況が改普されないという
現実が， f番組ランクづけ(レーティング)Jと fvチップ制度」導入という番組規制を生む結果となった。し ! 

かしながら，このような規制の方法が，必ずしも効果を発押しているといえない=と，とうしたシステムの存 1 

1 在や内容自体が卜分認知されていないという問題が残されている。そうした中で， 1999年に起きた高校生銃乱 1 
1 射事1'1ーをきっかけに，テレビ以外のメディアも含めたメディア規fliU強化の議論が，さらに高まりを見せている。 I

Vチップ技術開発国のカナダでは，幣備はアメリカより先に始まっていたが，制度導入の実現 (2001年2月)
までに1時間を要している。懸念の対象となる番組の多くがアメリカ製で，販売されるテレビ受信機もアメリカ l 

製で品るごとから，アメリカでのVチップ導入が磁実になることを重要な要因と考えてきた背景がある。また，
! カナダでは 1 映像捕写の問題においては，もともと「市民の意識とメディア リテラシーなどの教育」を重視
i する姿勢が強<，教師とメディア関連機関の協力で，メディア教育向け番組や教材を多数開発してきた突蹴が，
l 各国から高く評価されている。 Vチップ導入の意味合いは，アメリカの場合とはかなり異なっている。
ヨーロッパは公共放送主導で発展してきたため，後発の商業放送に対しでも，免許付与条件の中に，背少年
保識を含めた一定の番組基準の遵守が義務づけられてきたという歴史的背景が品る。フランスのように「番組
ランクづけと画面へのマーク表示」を行っている例は品る也のの， Vチップ導入は行われてい立い。
とくにイギリスは， f問題の銀本的解決策にならなLリとして， Vチップはもちろん，番組ランクづけシステ l 

ム也採用してい立い。その代わりに次のような基本姿勢で対応している。①「午後91時のルールJ(子どもの祝 l 
臓にふさわしい番組とそうでない内容を含む番組の放送時間帯の分自のに代表される，放送機関と視聴者の問
で長年にわたって育ててきた信頼関係を尊重する②放送機関の番組制作・放送自主ガイドラインを社会状況に l 

応じて改訂して，番組n副作プロセスでのチェック機能を強化したり，視聴者の判断に必要な番組情報の提供を l 

充実する。③長い歴史をもっメディ 7教育を，新しい11寺代にふさわしい形で発展させ，学校教育への浸透をは
かり，イギリスの映像文化 1 映像産業の発展に結びつける。アメリカとは，対極的なアプローチといえる。
オーストラリアでは，一般に行われる視聴制限という観点による「番組ランクづけ」だけでなく，自国の子
ども向けテレビ番組を積極的に育成する立場から， f子ども向け番組の.JI前認定と一定基準霊の放送義務づけ」
を20年間にわたって実施してきた。とのユニークな発:tl¥は，多くの国々から注目されている。
このように，映像描写をめぐる課題解決に向けては，放送制度や社会の特性の述いにより，各国でさまざま
な対応策が展開されている。そのプロセスの巾で，メディア・リテラシーの取り組みなど，番組の制作放送
機関と視聴者が相互に関わりを持つ機会が増える傾向は，多くの国々に共通する特徴として注目される。そご 1 

では，懸念への対処だけでなく，むしろメディアの可能性を最大限に引き出すというアプローチが重要視され l 
l る。そうした観点の議論や調査研究は，木椅的なデジタJレl時代へ向けて虫要な意味を持つ也のと考えられる。

L 一一一一一一一戸日一}一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-" 
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はじめに

~映像描写をめぐる世界的関心の高まり~

テレビは，多面的な影響力を持ち合わせたメ

ディアであり，本格的なデジタjレ時代を迎えて，

新たな可能性に対する期待が高まりを見せている。

その一方で，暴力描写や性描写，乙とばっ・かいを

はじめとする，子どもや社会に与える好ましくな

い影響に対する!1¥1¥念も存在しており，各国で，そ

れぞれの社会環境，時代背景の中で，さまざまな

議論が繰り広げられてきた。マイナス面の影響に

ついては，具体的な事件が発生するたびに，その

原因としてテレビ番組が指摘されるという形で，

クローズアップされてきたという状況もある。

1990年代に入る頃から，多チャンネル・多メ
ディア化が世界的規模で進行し，視聴者獲得をめ

ぐる競争が，さまざまな局面で激化し始めた。ま

た，家族関係や学校環境の変容，青少年犯罪の増

加・低年齢化と内容の深刻化をはじめとする社会

不安も，多くの国々に共通する重要課題となって

いる。そして，メディアの影響がもはや一国にと

どまらなくなっていることからJ子どもにとって
のメディァ」は，世界共通の関心事となっている。

こうした状況の中で，テレビ番組，ビデオソフ

ト，ゲームソフト，インターネットなど，さまざ

まなメディアの内容が，子どもの攻!般的な態度や

行動をはじめとする心配される状況に結び付いて

いるのではないかとの懸念と批判が大きくなり，

何らかの規制を求める傾向が，ごれまでになく強

くなっている。

とくにテレビ番組の内容の規制をめぐって世界

的に注目を浴びたのは，あらかじめ保護者が番組

選択を行い，コンピューターに登録しておくこと

により，子どもに見せたくないテレビ番組を遮断

するしくみ rvチップ」と，その前提として必要
になる「番組ランクづけ(レーティング・格づけ)

/テレビ画面へのマーク表示」である。 90年代半
ば以降の日本での議論の高まりも，アメリカ，カ

ナダで進行していた， Vチップ制度導入をめぐる

動きに大きく影響を受けたものといえる。

「子どもに及ぽすテレビの彬轡」をめぐる各国の動向

その他にも，規制の方法としては，番組内容に

関する「事前情報の提示，警告表示J(懸念される
描写が部分的に含まれているごとを番組冒頭アナ

ウンスで知らせたり，番組ガイド誌に記す)や，

「放送時間帯の規制J(子どもにふさわしくない番
組の放送を認めない時間帯の設定)などが存在す

る(主要国の概況については，表1参照)。

放送機関や放送規制監督機関が作成する番組制

作のための自主ガイドラインや番組コードで，番

組制作・放送にあたっての詳細なJレールを設けて，

懸念される描写を予め防ぐための手段を講じてい

る例も少なくない。

そして，規制化をめぐる励きが進むのと並行し

て， rメディア リテラシー」という考え方が注目
され，具体的な取り組みが進められているという

状況もある。

ごうした一巡の動向は，放送制度や社会特性の

迷いによって，各国が独自のアプローチによって，

興味深い展開をみせている。

そこで，本稿では，最初に簡単に，日本におけ

る近年の議論の流れを整理したうえで，その議論

にも影響を与えてきた海外の特徴的な国々での

「テレビの映像描写の影響」をめぐる多様な議論と

対応策の内容，その成果や課題について， 1990年
代以降に焦点を当てて紹介する。

また，その過程において，調査研究が果たして

きたさまざまな役割にも目を向け，今後の議論や

研究の展開に向けて，考察を試みることとした
Lミ(注11。

(注)メディア・リテラシー:ひとことで定義するのは
難しい用語だが，本稿では，次のような意味でとら
えることとする。

39-

「メディアをクリテイカルに(批判的，主体的，能

助的に)読み解き，情報を理解・判断して活用G，メ
ディアを通して自らを表現して人々とコミュニケー
ションする力Hメディア社会，情報社会を生きる人
間としての主体性の確立に必要なクリテイカルな思

考力」
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表1 主要因における番組規制の概況

子どもの視聴を配慮した ランクづけ/画面表示
Vチップ

放送1時間帯 その他の事前表示

6:∞-22:00 1996年電気通信法によるVチップ制度部入の 1996年電気通信法によって，

FCC規制によって，下品な 前段階として，放送事業者が自主的に策定1 13インチ以上のテレビ受信

番組の放送についてl時間i肝 実施することを規定。 1997年1円から年齢別 機にVチップ装備の義務づ

を制限 6段階によるランクづけの岡田表示を， 1997 け。 1998年3月，テレピ受信

年10月から，内容別5紐類を追加して実施。 機への Vチップ搭峨スケ
アメリカ

ジュールをメーカーに戟務づ

け (1999，7.1までに半数1

2000.1.1までには，すべての

新規製造受信機へのVチップ

指紋完了)

6:∞-21:∞ CRTC (カナダラジオーテレビ沼気通信委員 導入の方針は， CRTCによっ

CAB (カナダ商業放送事業 会)のPub1icNoticeにより，放送事業者が番 て， 1997年9月時点で提示済

者巡回)の「テレビ番組の 組ランクづけを自主的に策定，実施するとと み。 200011'7月，スケジュー

カ ナ ダ 暴力に関する自主コード」 を規定。 1997年9円から 1 年齢別6段階の番 Jレが発表 (2001年2月末まで

で1 暴力描写を含む大人向 組ランクづけの画面表示を実施。 にVチップ制度をスタートさ

け番組の放送時間ilWを :1;rJ~N せる)

5:30-21:∞ 番組ランクづけおよびマークの画而表示は突 導入し立い旨表明

ITC番組コード 1-2(1)に 施しない。導入予定もない。 (1998年7月のBBC，ITC， 

イギリス
よって1 背少年に好ましく *11可限11寺刷3!?以外に，子どもに不適切な番 BSC共同報告書『暴力と

ない番組についてI時間怖を 組の放送がある場合には，事前の警告を実 視聴者J)
制限 施。

(ITC番組コード 1-3)

6:00-22:30 CSAが放送事業者と締結する協約・規則によ Vチップ導入には反対の意向

CSA (視聴覚最高評誠会) り，番組ランクづけの実施を義務づけ。 1996

の指令により，性や暴力の 年11月から，暴力，性的内容のレベルに応じ
フランス

描写において懸念を含む番 て5段階のランクづけ3租類の画面表示を笑

組の放送時間相を制限 施。 1998年には，ランクづけシステムを一部

改正， 5租類の画而表示。

6:∞-23:00 商業放送が， l~í'少年の視聴の不可を決める 2 政府としてはVチップ導入に

「放送に関する州間協定」 区分で実施。テレビ画面での表示は行わな は消極的。(大手商業テレビ

ド イ 'y 
および「州放送法Jで， I出 L、。 RTLが自主的な取り組みとし

画をテレビで放送する場合 て， Vチップに類似の機能を

について時間抑制限 也つ装置VPSによるシステ

ムを導入した例はあるが)

-40ー



「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の励向

子どもの祝リ陪を配臆した ランクづけ/画面表示

放送時間帯 その他の~j~i前表示

5:∞-21:00 放送事業者が自主的に策定している放送コードの中で番組ランクづけにつ

商業放送の各放送事業者が いて規定し，自主的に実施

コードで規定，ランクづけ く商業放送〉 何回M 改訂雌て 5段階の番組ランクづけを実施。|
と合わせて時間帯を制限 画面表示也品り。

オーストラリア
ランクづけは 1 法務省所管の OFLC(映画，ビデオなどのランクづけ笑

施機関)のガイドラインを参考に 1 テレビ向けに変更して策定

-別途p 商業放送監督機関ABAの「子ども向け番組器削」による「子供

番組 (C番組)J r幼児向け番組 (p番組)J(事前認定方式)の一定量の
放送義務也晶る。

く公共放送ABC> 4段階の番組ランクづけ.画而表示也品り。

シンガポール
自:∞-22:00 規制監督機関SBAの放送番組基準に基づいて，事業者が自主的に番組ラン

SBAの放送番組基櫛 クつけを実施 (r親の指導が必要」の1種類)

香 港
16:00 -20:30 放送委員会の定める帯組基端付属替に基づいて，事業者が自主的に番組ラ

放送委員会基準 ンクづけを実施(地上波で「親の指導が必要Jr成人向け」の2栂類)
13:00 -22:00 CATVについては，放送委員会が，委員会審議規定により， !.庇送前に審議し
青少年保縫法施行令 て番組ランクづけを実施(年齢別4段階)。地上波については， 2001年

1月1日から施行予定。

制 国
映画 1輸入ドラマ，ミュージックビデオ，アニメの4>'ャンルの番組につい

て， rすべての年齢で視聴可H7歳以上で視聴可H13蔵以上で視聴可H19
成以上で視聴可」の4分類。等級記号は，年齢のほか，番組の暴力性，性描

写 1 ごとばづかいの程度などの情報を包括したものとなる。

地上波やケープルなど媒休別の差別化は行わず，同一基準を適用。
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I.日本での議論の展開

~Vチップ論議からメディア・
リテラシーの議論ヘ~

1. 90年代半ばに始まった議論

1990年代の日本でのテレビの影響の懸念をめぐ

る議論はJ多チャンネル時代における視聴者と放
送に関する懇談会J(郵政省放送行政局長の私的懇

談会:1995年9月-96年12月)での議論を契機

に，社会的な広がりをみせることとなった。懇談

会では，テーマのひとつとして，青少年保殺の観

点から放送規fIlリに関する議論が行われ， rvチッ
プJや「番組ランクづけ」などをめぐる海外の情
報也紹介され，急速に関心が高まった。 1996年の

最終報告書では， rvチップ制度の導入は時期早
尚。アメリカ等での沼周囲b向を踏まえて判断すべ
き」と取りまとめている。

しかし，その後97年から98年にかけて少年犯罪

事件が続発し，背少年問題が社会的課題として大

きく取り上げられ，内閣，総務庁，文部省，厚生

省など各省庁の審議会等の答申などでも，テレビ

をはじめとするメディアの好ましくない影響が指

摘され，自主規制の徹底，第三者機関の設置や放

送時間帯の制限， vチップ制導入の検討などにつ
いて提言が行われた。 Vチップについては，文部

省中央教育審議会の「幼児期からの心の教育に関

する小委員会」が，子どもの心に影響を与える有

害情報の問題をとりあげた項目の中で検討を行っ

ておりJ放送業界や関係省庁での前向きかっ速や
かな検討」を提言した (98年3月31日中間取りま

とめ， 6月30日答申)。

98年l月の栃木県で起きた中学生による教師刺

殺事件を契機に，内閣に設置された「次代を担う

青少年について考える有識者会議」が，中間取り

まとめで (98年4月21日)rデジタル化等の今後
の技術革新の動向を念頭においたVチップ導入の

検討」を求める提言を行い，=れを受けた首相が

「放送機関の自主規制が不十分ならば，導入もやむ

を得なLリとする考えを示したことから，日本で

のVチップ導入論議は加速された。

ちょうどごうした時期， 98年3月12日に，アメ

リカで rvチップ」のテレビ内蔵義務づけのスケ
ジュールが決定され，このニュースが日本に伝え

られたことも，さらに注目度を増すごととなった。

表2 r青少年と放送」をめぐる主な動向
(1995 -2000) 

1995年9月 郵政省「幸チャンネル時代における主別事者と放

迭に閲する強談会」融問

1996 '1'5月 中間取りまとめ Vチップ導入可能性につい

ての検討を示唆

12月 臨終報告書尭韮 Vチップ制は時期尚早， fメ
ディアリテラシーJに言及

1997年5月 神戸児童殺人事刊

19ゆ8年 1月 栃木県中学生による教師日殺事刊

3月 時務庁「背少年対暗推進金融Jrl1間報告
3月 文部省「中央教育帯間開会」の中間報告 ....vチッ

プ導入検討を提言

4月 「次代を担う背少年について考える有識者会論j

の意見取りまとめ

5月 郵政省「背少年と放送に閲する鯛査研究会J般

世ー-12月l 報告書括韮

日月 給~J~庁「背骨年閥阻曹E話会」中間取りまとめ

7月 厚生省「中央児童棉祉事誠会」の撞見取りまとめ

1999年l月 郵政省 NHK民放辿 fi野少年と放送に附する
専門家会合」問問ー~6 月，取りまとめ持表

5月 総務庁「背少年問題密献金J答申 「可官能"

を超えてー背少年の自立と大人社舎の責任」

9月 総務庁 rilf少年とテレビ!ゲーム等に係る暴力
性に閑する捌査研究J報告岱

11月 郵政省「放送分野におけるl!t歩年とメディア・リ
テラシーに閲する調査研究会j

一~2000 年6 月報告掛拍車

2000 '1' 3月 日本PTA全国協融合 「モニタリングによるテ
レピ番組の実脂洞査」報告l!Fー+民放述。在

京キー局，広告主に現制行!lIIJ

HJ NHKと民放辿が共同で。放送向上協部会内に
「放送と背少年に関する香員会」を根回

5月 自民党「背少年引書環境 (-t上金環境)対策

基本法案(諜謀)J作成一ー秋以降の図書での
帯踏をめざして

7月 郵政省「子どものテレピとテレピグームへの按

触状況に閲するアンケー卜調査」報告帯

7月 警察庁 rj)年の問問行動を助長する社会環境対
揮の在り方に閲する開査研究J報告掛

7月 背骨年育成国民会鵡「背少年を取り巻く有害な

社会期墳の抜本的改普に向けて」報告甜

7， 8月 各省庁2001年度剖聞の予揮案
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2.本格化するVチップ論議

乙うした中で，青少年問題に対して放送が何を

なすべきか，何ができるのかという，背少年と放

送の関係を根底から聞い直すねらいで， 1998年5
月，郵政省が「青少年と放送に関する関査研究会」

を設置した。調査研究会は，学識経験者(メディ

ア，法律，医学，心理学，教育などの専門家)，視

聴者代表，放送事業者代表16名で構成され，多岐
にわたる情報の収集・分析や，青少年，保説者，有

識者を対象に新たに実施した調査結果などをもと

に，幅広い観点から議論が行われた。

Vチップ導入は，議論の重要な部分を占めたが，

そのこと以前に検討すべき対応策があること，こ

の方法は問題の本質的解決にはならない乙と，放

送機関の自主的判断が重要で，番組を法律で規制

すべきではないごとなど，さまざまな理由から，

同年12月に発表の最終報告では， Vチップについ
ては継続検討事項とすることとなった。①青少年

向け放送番組の充実，②メディ 7・1)テラシーの
向上，③青少年と放送に関する調査等の推進，④

第三者機関の活用，⑤放送時間帯の配慮，<s:番組

に関する情報提供の充実の6項目について，提言
が行われた惜2)。

3.視聴者と放送機関のコミュニケーショ
ン，メディア・リテラシ一向上へ向け

ての展開

引き統き， 6項目の早期実施に向けて， ["青少年
と放送に関する専門家会合」が開催された (1999
年1-6月.郵政省， NHK，民放速の三者共同)。
会合の取りまとめは，子ど也とメディア環境を考

えていくうえでの最終的，決定的解決法を示すも

のではなく，さまざまな立場のメンバーが，この

テーマにかかわり，議論を進めていく枠組みが設

けられた点に特徴があった。提言には，視聴者と

放送事業者を結ぶ回路を設け，継続的な議論を可

能にしていくために，放送事業者が共同で，青少

年と放送の問題を扱う委員会を発足させることが

盛り込まれた惜3)0 

「子どもに及ぽすテレビの影響」をめぐる各国の動向

乙の委員会については，NHKと日本民間放送迎
盟が，自主的な機関として， 2000年4月，放送向
上協議会内に「放送と青少年に関する委員会」と

して設置した。子どもと放送に関する視Jff~者の意
見を審議し，その結果を放送局に伝え，公表する

とともに，番組の向上に向けた意見焚換や調査研

究を実施するなど，視聴者と放送機関を結ぶ回路

の役割lを果たすことを目的としている。
1999年11月-2000年6月にかけて，放送行政
局長の研究会として設置された「放送分野におけ

る青少年とメディア・リテラシーに関する鯛査研

究会」では，教育，メディア等の分野の専門家，視

聴者代表，放送事業者など16名のメンバーによっ
て，メディア・リテラシ一向上のための環境盤備

の検討が進められた。「放送は，制作者や放送事業

者のみでなく，視聴者が存在して始めて成立する

もので，両者の聞に健全な緊張関係を醸成させる

ためにもメディア・リテラシーの向上が重要であ

る」という視点が示された惜九

こうした一連の議論の流れの中で， NHK，民放
のそれぞれが，放送機関としての対応を進めてき

たが， Vチップから始まった議論は， ["多くの関係
者の協力関係の中で，メディア・リテラシーの向

上を過してメディアの質を高めていくJ乙とをめ
ぐる議論へ変化を見せていった惜，)。

4.放送機関の対応

+NHKと民放の共同による取り組みとしては，上
述の委員会の設立のほかに， ["子どもとテレビ

(メテ・イア)Jの問題に関する議論の索材を提供
していくために，NHKと民放テレビ各系列局が
交替で番組を制作し，双方で放送することとし

た。最初の番組『テレビは子どもとどう向き

合っているかJ(NHK担当)は， 1999年12月に
放送された。

+NHKは，さまざまな対応の中でも，とりわけ，番
組の充実に力を注いだ。繰り返し起きる青少年

問題は，現代社会に構造的かつ根本的な課題を

突きつけていると受け止め，表層的な現象面だ

けを取り上げるのではなく，さまざまな視点か
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らこうした事象をとらえ，多角的にとらえるこ

とを重視して，多様な番組の企画を進めた。メ

ディア・リテラシーの向上に役立たせるねらい

の番組の開発についても，学校向け教育番組な

どを含めて，さらに力を注いでいくこととした。

「メディア・リテラシー」という表現が登場し

た90年代半ばからの一連の議論以前から NHK

が実施していた，放送局のしくみを紹介するビ

デオの学校向け貸し出しサービスや，子どもた

ちへの番組制作体験の場の提供なども，より一

層充実させることとなった惟.)。

また，NHKがすでに子どもに向けて提供して

いる放送やその他の活動を，積極的に視I隠者に

紹介する必要性を重視し，新設広報番組やホー

ムページなどを過して，きめ細かい情報の提供

にも力を入れ始めた。

(注)一般に， [日本ではメディアを用いた教育(放送

教育や視聴覚教育)は早くから活発だったが，メ

ディアについて学ぶこと，メディ 7・リテラシーの

取り組みは立ち遅れている」と認識されてきた。 Z

の数年，この点をめぐる議論が進められてきたわけ

だが，今から測ること65年，ラジオの時代にも，今

日の「メテ'ィア・リテラシー」に通じる考え方が存

在していた点は注目されよう。ラジオ学校放送の開

始(1935年)にあたって， NHKが想定した放送の意

識は4点あったが，そのひとつに「ラジオをいかに

聴くか，ラジオをLゆBに利用するかの能力・態度を

養うこと」があげられていたので晶る世7)。

.民放では，先の調査研究会の提言にそった取り

組みとして，①青少年向け放送番組の充実，⑤

放送時間帯の配慮、の2項目に対して，具体的な

数値を提示する対応を行った。番組の充実につ

いては，民放述が「青少年の知識や理解力を高

め，情操を些かにする番組を各放送機関は少な

くとも遡3時間放送する」乙とを示し， 99年秋
には各局の該当番組名の公表も行った。乙の時

間数は，アメリカで商業放送に謀せられている

規則を参考にしたものである (p，51参照)。放送

時間帯の配慮に関連しては， [17時一21時に放

送する番組については，児童および青少年，と

りわけ児童の視聴に十分，配慮する」という具

体的な時間帯の設定(1999年10月から実施)を

表明した。

5.今後へ向けての状況

「子ど也に及ぼすメディアの影響」に関連する調

査研究の重要性は，一連の議論の中で各方面から，

一段と注目されるところとなった。メディア・リ

テラシーに関しては，国立教育研究所が，今後の

学校教育や生涯学習社会における研究の方向を探

るための研究プロジェクトを， 1998-2001年度に

かけて実施しているほか，近年，マスコミュニ

ケーション，教育，心理学等の関連学会でも「子

どもとメディァ」の関わりに対する関心が高まり，

研究発表やワーヲショップが活発になっている。

また， r背少年有害環境(→社会環境)対策基本
法」のような法案(素案作成， 2000年5月)が，国

会に提出されようとする動きもある中， 2000年夏

には，各省庁から，テレビだけでなくテレピゲー

ムなども含めて，より広い観点からメディアの影

響を議論，検討していくための研究会の設置や，

調査実施の計画が相次いで発表されている。新し

い世紀も，このテーマは引き統き大きく注目され

ようとしている。

-44ー



 

1I.アメリカ

1.テレビ初期から活発な「テレビの影響」

をめぐる議論

(1 )社会的関心としての「テレビの影響」

商業放送を中心に発達してきたアメリカでは，

テレビ初期から，番組の暴力場面や性描写や，コ

マーシャルが子ど也に及ぼす影響に対する関心が

高く，また，質の高い多種類の子ども向け番組の

必要性を強調する声色強かった。言語会，放送に関

する規則の制定・実施を担当する連邦通信委員会

(FCC) ，視聴者や市民グループのそれぞれが，活

発な対応を見せ，テレビの状況を子どもにとって

好ましい方向に変えようとする動きが，長年にわ

たって，ダイナミックに展開されてきた{卸)。

世界で最も多いといわれる調査研究も，国をあ

げての議論のベースとしての必要性から生まれた

という特徴があるロ国のパックアップにより全米

から専門家を集めて研究プロジェクトを組むと

いったととが繰り返し行われ，長年の成果として

層の厚い研究者が育ってきた点も見逃せない。

アメリカの放送界に外から加えられる力は，大

きく次のように整理するととができょう。

1.誠会......法律の制定を通じての影響力。 1954

年，連邦議会上院の青少年非行調査委員会が

初めて「子どもとテレビ」の問題をテーマと

する公聴会を開催。以降，調査研究の発案に

も影響力を持ち，関連する各種法案も，今日

に至るまで上院，下院で繰り返し提出され統

けてきた。

2. FCC (連邦通信委員会)・・独立行政機関。行

政権のほかに準立法権と準司法権も合わせ持

つoi公共の利益，必要，便宜Jの基準に照ら
して放送局全体を審査する権限があるため，

個々の番組の検閲は禁止されているが，暴力

や性捕写等の行き過ぎた状況について，コン

トロールさせることはできる。

広告に関しては， FTC(連邦取引委員会)も

重複して管轄権を持っている。

3.裁判所・ ....FCCの措置が「言論・表現の自由」

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の動向

を侵していなL、かの判断を行う一方，暴力と

は何か，わいせつとは何かの基準を判例で示

すという立場にある。

4.視聴者/市民団体……ACT(Action for 

Children's Television :子どものテレビの会)

をはじめとする，さまざまな市民のグループ。

(2)規制をめぐる 80年代までの流れ

1960年代， 1970年代までは，議会とFCCが同一

方向をめざしており，さらにACT(1968発足，1992

年発展的に解消。代表者ペギー・チャレンは，今

日でも精力的に活動)をはじめとする市民団体の

力が加わって，商業放送機関に対して規制を行っ

たり，自主規制を行わせる可能性が大きかった。

1970年代半ばには，次のような展開もみられた。

1. ACTの強い要求にも押されて， 1974年， FCC 

が， i子どものテレビ鯛査報告書と政策声明」
を発表し，放送事業者に対して子どもの教育

ニーズに奉仕するよう要請し，これを受けて

NA8 (全米商業放送迎盟)がテレビコードを

改訂した (1975年)。

2.暴力，性などの番組描写については，談会が

FCCを通してプレッシャーをかけ，結果的に

NA8の自主規制という形で， iファミリーア
ワー(プライムタイムの最初の 1時間とその

直前の 1時間には，暴力と露骨な性描写を含

めず，子どもを含めた家族そろっての祝聴に

適した番組だけを放送する)Jが設定され

た (1975年)。

しかし， 1980年代に入ると，政府の規制緩和政

策が進む中で， FCC自身が1974年の声明を弱体化

させる動きをみせ，商業ネットワークも採算の合

わない子ども向け番組の充実に対して，冷やかな

姿勢を示すようになった。

談会や市民団体がFCCや放送局に影響力を及ぼ

すととが，次第に難しくなり， 70年代半ばの自主

規制も名ばかりのものとなった。談会では，繰り

返し法案の提出也統けられたが，市民団体の動き

の中には，i子どもたちにテレビのしくみや働きを

正しく理解させ，番組を批判的・選択的に見るこ

とができるような能力 (criticaIviewing skill)を育
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てようJという意味でのメディア リテラシー教
育に力を入れる傾向が表れ始めた。

(3)起点となった 1990年:

規制緩和から規制化へ

1980年代の政府の規制緩和政策は，子どもに

とってのテレビ環境を改普しようとする議会や市

民団体の働きかけの効果を弱体化させたが， 1990 

年，その流れを大きく転換させる 2つの法律が登

場した。

①1990年テレビ暴力番組規制法

(TV Violence Act of 1990) 

子どもが視聴する可能性のあるすべての番組の

内容が対象

く内容>1993年中に，ケーブJレを含むテレビ界

が，自主的に暴力番組を放送から排除するため

のガイドラインを策定することを求めたもの。

子どもがテレビを視聴する時間帯の暴力描写抑

制が意識されている。

②1990年子どもテレビ法

(Children's TV Act of 1990) 

商業テレビの子ども向け番組サービスのありか

た(量および質)が対象

く内容>i子ども向け番組のCMn寺閥の制限Ji子
どもの教育・情報ニーズに応える放送の実施を

免許更新の判断基準に含める」乙とを主な内容

とする。

いずれの法律も，実質的に機能するまでには，

この後数年を要する乙ととなるが(後述3，4 

節)， i子どもとテレビ」をめぐる 2つの観点の課
題が同時期にクローズアップされ， 1990年代が重

要な時期となることを示している陪へ

2.アメリカの研究が示す重要なポイント

(1 )暴力描写の影響をめぐる研究成果の解釈

すでに述べたとおり，アメリカでは， i子どもと
テレビJをめぐる議論のベースとしての必要性か
ら， 1950年代以来，多数の調査研究が実施されて

きた。中でもアメリカのテレビの主要課題である

「暴力描写の影響」に関する研究は，畳的に他国を

大きく上回っている。多岐にわたる調査研究を総

合的にレビューする研究も， lili'10年ごとに登場

している。

乙れまで7;<リカで行われてきた多くの研究は，

“テレビ暴力への接触"と“現実社会での攻撃的態

度や行動"との聞には相関関係があることを示し

ているが，因果関係については断定的ではない。

また，相関関係があると説明する場合にも，両者

の関連性の説明は多様である。

乙の分野を専門とする研究者たちの間では.iメ

ディア暴力の調査には方法論やデータの扱いの問

題が多く，因果関係まで特定することは難しLリ

とする見方が大勢を占めている。また， iメディア
暴力の影響があるにしても，子どもの暴力的態度

や行動形成の全貌からみれば，その一部を占める

要因にすぎないことJiメディアと子どもの攻燃性
の関係は，遺伝，心理要素，家族環境，社会経済

環境など，閲に多数の影響が介在する複雑なもの

で，メディアの影響だけを取り出して論じること

は困難である乙と」を指摘する声が強い惜叫。

このように，科学的な研究結果に基づく因果関

係の特定は難しいとされながらも，朝日関関係を示

す結果は多いことから，アメリカでは一般に， rテ
レビの子どもに及ぼす影響は大きく，暴力的な描

写が子どもを攻撃的にする要因のひとつであると

とは，長年の調査研究で結論づけられているjと

とらえる傾向が強P，因果関係を示唆するかのよ

うな表現が用いられる傾向は，個人の研究者によ

る研究レビューには少ないが，固などが設けた特

別プロジェクトが，総合的な結論づけを求められ

て行うとりまとめの場合などに顕著といえる

(p.47参照)。そして，ここからさまざまな対応策，

とりわけ規jliUf~へ向けての動きが展開していく乙

ととなる。

後述する1"1996年壇気通信法JのVチップ条項
(第551条「親によるテレビジョン番組の選択J)で

は， Vチップ制度導入にあたっての迎邦議会の基

本的な事実認識として，次の点が含まれている。

早い時期に暴力番組を視聴した子どもは，そ

うでない子どもに比べ，後年，攻撃的な行動を

起こしやすい。また暴力番組を視聴した子ども

-46ー



は，暴力という行動が容認される，と考える傾

向が強い。

くテレビの影響研究に関する主なとりまとめ報告〉

1961年:r子どもとテレビの生活J
(W目シュラム他綱)
1958-60年に北米で実施された11研究の分

析。テレビが子どもに与える影響についてアメ

リカで最初のまとまった報告書。内容的には暴

力拙写の測定が中心。

*テレビ番組に暴力描写が頗繁に登場することを

指摘しているが，影響力については， 1テレビ暴
力は現実の暴力行動の要因のひとつで晶り得る

にしても，原因そのものとは考えられなLリと

している。

1969年 『暴力とメディ7'J
(ジョンソン政権が1968年に設置した暴力

調査委員会の報告諮問巻の I巻)

とくにG.ガープナーによるテレビ番組の暴

力場而の量的質的分析研究に注目した結果とし

て，調査委員会は「テレビ番組の暴力場面が，現

在のアメリカ社会にはび乙る暴力行為を生み出

す主要な要因のひとつになっているJと結論づ
けている。

1972年:rテレビと子どもの成長:テレビ暴力の
影響J(公衆術生局長官諸問委員会報告書全5巻

の1巻)

1960年代に実施された番組分析研究，実験室

研究，相関研究などについて，公衆衛生の立場

から分析。

* 1テレビの暴力場面を視聴すると，実生活で攻
般的行動をとりやすくなるという仮説がなりた

つJI攻般的行助をとるようになるのは，もと也
と攻!駆的性格をもっ一部の子どもに限定される」

「攻撃的行動をとるようになるには引き金になる

環境が必要である」と結論づけた。

1982年:rテレビと行動:10年間の科学的進歩と
1980年代へ向けての課題J2巻
(国立精神衛生研究所プロジェクト)

1972年の報告がきっかけとなり，暴力描写の

影響をめぐる研究が急増。実験室中心から

フィーJレド研究へと変化し，多数の変数を取り

込んだ長期的研究の必要も強調された時代の調

査研究のレビューと次世代へ向けての提言。

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の動向

* 1テレビ暴力と実社会の攻般的行動の関係を証
明するための研究の促進よりも，関係のプロセ

スに注目する研究が重要J1暴力描写だけでな
く，テレビのプラス面に焦点をあてた研究も必

要」との指摘がなされた。

1992年:r暴力と子ども:心理学の回答』
(アメリカ心理学会，テレビと社会委員会)

マスメディアの暴力は，攻蝉性をもたらすだ

けでなく，自分が被害者になるごとに対する恐

怖感，品るいは暴力に対する感覚の鈍化を招く

影響も品ることを指摘。

* 1これまで蓄積された調査研究から，テレビの
暴力が攻撃的行動を引き起己し，問題解決手段

として暴力の使用を好む価値観を育てる可能性

が品るということは明白である」と結論づけて

いる。

(2)研究者が重視するメテeィア暴力の影響の

要因

研究者たちの問では，すでに1980年代から「テ

レビの暴力描写の視聴が人間に及ぼす影響」につ

いて，影響の有無や因果関係の解明に力を注ぐよ

りも，①人々は暴力描写からどのような種類の影

響を受ける可能性があるのか，②そうした影響を

受ける可能性が高いのはどのような種類の暴力描

写に接した場合なのかといった関係性に注目する

ことが重要であるとする考え方が一般的になって

いた。

1990年代半ばには，分析対象となり得る過去の

影響研究80件を詳細にレビューしたうえで，テレ

ビの暴力描写が人々に与える影響が，暴力の内容

やコンテクストによってどのように異なる影響を

受けるかを把握しようと試みる，貴重な文献リ

ビュー研究が行われた。

視聴者の反応に影響を与える「暴力描写の状況

的要因」として9種類の要因を抽出し， Iメディア
暴力による主要3種類の影響」との関係性を調べ

ているが，その結果を一覧表としてまとめた結果

が表3である。

例えば，攻撃的態度を学習させる危険が最も大

きい番組はJ暴力をふるう者が魅力的に描かれて
おりJi暴力を正当化する理由がありJI暴力がな
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まなましく描かれJi暴力に対する報いがある(あ

るいは制裁がない)J1ユーモラスなコンテクスト
で暴力が拙かれる」ような番組であることが示さ

れている惜川。

表3 メディアの暴力描写が及ぼす影響
~予測されるインパクト~

メディア暴力の結果

~ 囚
攻撃的態度 暴力に対する 暴力に対する
の学習 恐怖感 感覚の純化

魅力的立 ι 
加害者

魅力的立
ム

被害者

正当化された
ム

ーーー一一一 一一一一--

され立い暴力
、， ム

武器の登場 ム

大規棋な/
なまなましい ム ム ム
暴力描写

現実的な暴力 ム ム

暴力に対する
ム A 

報い
ーーーーー ーーーーーー ーーーーー一 一一一一ー
暴力に対する

可' 、"間

苦痛/危害の

、"てがかり

ユーモア
A ム

の介在

ム=結果を促進する傾向 T=結果を減退する傾向
*予測は，過去の研究のレピューに基づく。
空欄は予測を行うのに十分な研究の成果がないことを示
す。
[rNTVS本報告書J(199邸p1 '17をもとに作成]

3. Vチップ制度導入の背景とプロセス

(1) 11996年電気通信法」によるVチップ導入

決定まで

1990年に「テレビ暴力番組規制法」が成立した

のを受けて，放送機関は，さまざまな自主対応策

の発表を行った。 1992年 12月には， 3大ネット

ワークが，自主ガイドライン (15項目)を発表し

た。さらに， 1993年6月には，秋のシーズンから，

暴力的内容を含むプライムタイムの番組に，警告

メッセージを表示すること(1番組の一部に暴力的
な内容が含まれています。ご両親はご注意くださ

Lリなどのメッセージを事前情報として提示する)

が， 4大ネットワークとケーブル15社から発表さ
れた(表4)。

しかし， 1993年には，“NYPDBlue" (ABCの警

官ドラマ)“Beavis&Bu佐Head"(MTVのアニメ)

など，人気番組の暴力描写が，相次いで問題と

なった。また，全国PTA，全米医師会など 19団体

による暴力削減をめざす組織が結成されるなどの

励きもみられた。議会は，商業テレビネットワー

クやケーブルなど放送業界の自主的な対応策を，

十分なものとは認めず，さらに「暴力場面規制法

案」の提出が統いた。 1993年の法案の中には， E'

7ーキー下院通信小委員会委員長による IVチッ
プ法案」も含まれていた。

そして， 1993年8月に開催された「暴力番組対

策委員会」では，このテーマのリーダー， Pサイ
モン議員(上院惣法小委員会)が，放送業界がよ

り積極的に暴力描写の問題に取り組むための方策

を提言した。それは，迎邦政府の関与なしに，ネッ

トワークやケーブルのメンバーが，専門家グルー

プに依頼して番組モニター調査を実施し，その結

果を国民に提示して，業界がより良い番組づくり

に努めていることを示す必要があるというもので

あった。政府による番組内容規制を回避したい意

向から，ネットワーク，ケープル業界では，それ

ぞれ， 1994/95年度から 3年間にわたって，調査

委託を行うこととなった惜12)。

①UCLA鋼査

(UCLA Television Monitoring Project) 

.商業テレビ4ネットワータが委託

• UCLAコミュニケーション政策センターが実

施

②全米テレビ暴力研究

48-

(NTVS: National Television Violence Study) 

-全国ケーブJレテレビ事業者連盟NCTAが委託

， UCSB (カリフォルニア大学サンタパーパラ

校)を中心とする 4大学が担当

業界がこのような委託調査を進めている聞にも，



 

  

 

 

 

 

 

 
 表4 アメリカの「子どもとテレビ」規制化の経緯

(1990年代)

1990 ・「テレビ暴力番組規制法J制定
。「子どもテレピ法」制定

1992.12 ・ 3大ネットワーク。

「暴力拍写に閲する自主ガイドライン」尭査

1993. 5. +暴力描写が問題となる番組が統出

1993. 6. + 4ネットワークとケープル「秋のシーズンから!

プライムタイム番組に暫告メッセージ導入」を

括去

1993. +テレビ暴力喝而の規制に閲する法案提出が純〈

(1時間抑制限案/Vチップ事/FCCによる晶力基

揃般定案など)

1993. 8 ・“MightyMo巾hinPower Rangers"放送開始(Fox)

一ー轟力的描写をめぐり内外で論争

1993. 8. +暴力番組対申書員会で。業界へ香庇澗査実施需品世

示ー-94/95年度から3か年剖聞の2大嗣査プ

ロジェクト実施へ

1996. 1 ・クリントン大統領，一般教由で，番組ランクづけ

システムの自主的作成を公式に打ち出す

1996. 2.8・ [1996年沼罰通信法」制定:Vチップ導入の決定
「テレピ帯組ランクづけ実施香員会Jの搬出

1996. 8. 0 [1996年FCC子ども番組規則」

ー+商諜テレビに“週3時間ルール"を制定

1996.12. +ランクづけ要国会J親のためのテレビ番組ガイド
ライン」作成 年帥別査示マークと説明文

1997. 1. +“年帥別..6段階によるランクづけの函而表示開始

一ー年齢別のみのランクづけシステムを不十分と

する指摘をめぐる議論

1997. 24. +鵡金上院で.いくつかの轟力帯組規制法案が拠出

1997. 9. 0商業テレビ.[子ども向け教育ー情報番組」のマー

ク表示 (E/町開始

1997.10. +“年僻別"に5醜類の“内容別"を加えた併用型

マーク韮示開始

1998. 3. + FCC。梁界の帯組ランクづけ承認。 Vチップ導入

時期の発謹

1999. 4. +コロラド州の高校で商校生による銃乱射'J'刊
199仏 5. + FCC. [Vチップ普及促進対置香員会J放置

.少年犯罪法にメディア規 ~Jを盛り込む修正案置場

(ー+百決。ただし鯛査実施を求める f~.~iHk髄)

1999. 6. +クリントン大統制と誠会.FrCに対して I映画。昔

楽，ゲーム諜界対誕の嗣査実施を要酎i
199臥 7.1+新規製造畳信機(13インチ以上)の半世にVチッ

プ描帆

1999. 8. +ネットワークとケープル(計24ch.).プライムタ

イムに}j[，晶力キャンペーン公共サーピス帯組在

同時放送

2000. 1.1 +すべての新規製造受信機 (13インチ以上}にV

チップ描枇完了

2000. 9. + FrC嗣査報告措器業界の自主規制強化を求める

.上院.FCCにVチップ制度検証の繭査を要部

10.0+ FCC [デジタル時代の公益義務に闘する公聴会」

閉山描写問阻/子ど也向け教背番組充実

.は番組拙写に関するlJ'咽!。は子ども向け需組克提に閲する事項

「子ど也に及ぼすテレビの影響Jをめぐる各国の助向

その最終結果を待つことなく，議会では具体的な

規制へ向けての審議が進められていった。テレビ

業界は，マーキ一議員が提出していたVチップ法

案は，政府による検問であるとして，審議段階で

激しく反対したが，最終的には，アメリカの放送・

通信の基本法 i1934年通信法Jの抜本的改正の結
果としての i1996年電気通信法Jの第551条に盛
り込まれることになった惜叫。

(2) Vチップとは

ivチップ」の“v"は“吋olence"， iチップ」は，

テレビに内蔵される集積回路(コンヒ・ューターチッ

プ)を意味する。 ivチップJは，暴力描写など有
害と判断される内容を含む番組を画面から消す装置

(として受信機に組み込まれるもの)である。

1. あらかじめ放送事業者等が，暴力，性描写，言

語表現などの程度によって，テレビ番組にラ

ンクづけを行い，その結果をマーク表示とし

て画面に表示するとともに，走査線の隙聞を

利用して，ランクづけを認識させる信号を送

信する。

2. ごれに対して，親など保護者が，ランヲづけ

や，そのほかの番組事前情報を参考にして，

子どもに見せたくない番組を選択し，事前に

コード番号をテレピにインプットしておく

と， vチップが作動して，該当する番組は自
動的に遮断される。

i1996年電気通信法」の第V編「暴力Jにおい
て.i子どもにとって有害なテレビ番組を遮断する

システムを親に提供するととは政府の目的にか

なったことである」との認識を示したうえで，こ

うしたしくみのVチップを世界で初めて導入し，

番組規制に結びつけた。
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1.制定後1年以内に，テレビ業界が番組ランク

づけシステムを自主的に提示しない場合，

FCCはシステム策定のための委員会を設置す
る。業界のランクづけはFCCの承認を必要と
する

2. FCCはテレビ事業者に対して，ランクづけさ
れた番組のうち子どもに有害な番組の信号の

送信を義務づける規則を制定する
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3. FCCは同法制定後2年以内に，有害な番組の

信号を受信して遮断するVチップを，画面サ

イズ13インチ以上のテレビ受信機に搭載する

乙とを義務付ける規則を制定する

(3)番組ランクづけシステムの開発:

“年齢別"から“年齢+内容別"へ

すでに見たとおり .Vチップ制度では，番組ラ

ンクづけシステムの開発が，重要な意味を持つ。

1996年2月の電気通信法制定の後「テレビ番組ラ

ンクづけ実施委員会」が設置され(地上波テレビ，

ケープル，番組制作機関の代表28団体で構成。委

員長は.J.パレンチノ米映画協会会長).映画界
のランクづけシステムを参考にしながら「親のた

めのテレビ番組ガイドライン」が作成された

(1996年12月)01997年 1月にはテレビ画面で年

齢別6段階のマーク表示が開始された。

このガイドラインは，親が子どものテレビ視聴

を指導するうえで必要な情報を事前に提供するこ

とに主眼がおかれている。ガイドラインには，マー

クに対応する番組についての暴力，性表現，言語

表現などの強度など，番組内容に関する説明も含

まれているが，商面上で表示されるのは，年齢別

6段階(子ども向け番組2段階，一般向け番組4

段階)に分類したランクづけのマークであった。

しかしながら，メディア監視団体CME(メディ

ア教育センター)，アメリカ心理学会をはじめとす

るさまざまなメンパーから，番組に含まれる問題

となる描写の内容を表示すべきとの要望がJ番組
ランクづけ実施委員会」に寄せられた。親たちを

対象とする調査結果でも，内容表示への関心が高

いことが明らかになっていた。

表示が繁雑になることでマーク表示の効果が懸

念されるとする考え方もあったが，結局， 1997年

10月からは，すでに決定した“年齢別"6段階に，

5種類の“内容別"を組み合わせた表示へと移行

した(表5)。その結果，マーク表示の種類は， 45 

にものlまるとととなった。ただし， NBC， BET 

(Black Entertainment Television)は，内容別表示

は，議会や各種団体の圧力によるものだとして拒

否し，年齢別のみのマーク表示を採用している。

NBCは，独自の醤告マークを表示している。

(4) FCCの役割

1998年3月には， FCCが，

1 .テレビ業界による番組ランクづけを承認し，

2.受信機へのVチップ搭載スケジューJレをメ

ーカーに義務づけた

. 1999.7.1.までに13インチ以上の新規製造受

信機の半数にVチップを搭載

. 2000.1.1.までには，すべての新規製造受信

機への搭載を完了

さらに1999年5月には， FCCは， Vチップ(普

及支援)対策委員会を設置し，以下の目標へ向け

て，業界やさまざまな組J織との協力を促進してい

くことを発表した。

表5 アメリカの番組ランヲづけの概要

-対 車・ ニュース 1 スポーツ，プレミアム・ケープルで

放送されるMPM(全米映画協会)のランクづ
けのある映画を除くすべての番組

・画面表示: ランクづけのマーク表示は番組冒頭15秒，画面

左上に表示される (4ミリ)。リモコン装置を用
いれば随時表示を見ることが可能。

〈ランウづけの種類〉

子向 TV-Y (2-6哉の子どもでも祝勝可)

TV-Y7 (7戯以上の子ど也が視聴対象)
i~ 
TV-G (親の付き添いなしの視聴可)

帥

別 般
TV-PG (子ど色の視聴には親の付き添いが望まれる)

向 TV-14 (子どもの視聴には親のN吉田Rいが必要)

It 
TV-MA(成人向け。 17歳未満の視測には不適切)

V : Violence Content (暴力)

肉 S : Sexual Content (性的t，百写)

容 L : Coarse Language (下品な言語表現)

zu D : Suggestive Dialo酔e(性行為を暗示する会話)

FV・FantasyViolence (現実でない世界での暴力場面)

(例)

EーI官I・・E弓・・・暴力抽写および性行為を暗示するような会話が登場するので子

必ど要もの視聴には親の付き添いが
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1 .受信機へのVチップ搭載を期限までに完了さ

せる

2. 番組配信者に対して.Vチップ操作に必要な

ランクづけされた番組の信号の送信を徹底さ

せる

3. 番組ランクづけ.Vチップの意義と利用に関

する情報を広め，親の啓蒙に努める

・パンフレットの配布

. PSA (放送局が費用を負担して制作するス
ポットアナウンス)の放送

*協力団体には，放送，映画，製造関連団体のほ

かに，メディア教育センター (CME)やカイ

ザー ファミリー財団 (KFF).Children Now. 

全米教育学会やアメリカ心理学会などが含まれ

ている。

4.子ども向け番組充実へ向けての方策

- 11990年子どもテレビ法」の具体化~

-商業テレビの子ども番組は相変わらずアニメマ

ンガばかりで多様性に欠ける

・1980年代には，番組自体がCMのような状況が

増加してきた

といった状況にもかかわらず.1980年代の規制緩

和政策のもとで， FCCは，子ども向けテレビの状
況改善に対して，積極的な姿勢を示さなかった。

そのごとが，議会による11990年子どもテレビ法」

の制定という結果を有む結果となった惜川。

しかし， 1子どもテレビ法」の制定後も， FCCは
「子どもの教育情報ニーズに応える放送の実施」

について，具体的な定義や基準を設定しなかった

ため，放送実態面では，何ら改善の成果がみられ

なかった。

各商業テレビ局が，乙の内容に応える番組とし

てあげる番組には，新規に開発された教育的な番

組は少なく J乙のような子ども向け番組ばかりで
は困る」例として指摘を受けていたアニメマンガ

などが多数含まれているという状況もあった。

市民グループからの反発や，議会からの指摘を

受け， FCCは，ようやく本格的な対応策に向けて

助きを見せ， 11996年FCC子ども番組規則」が制

「子どもに及ぼすテレピの影響」をめぐる各国の動向

定された。規則では，

・各商業テレビ局は，子ども向け教育・情報番組

を.7:00-22∞の時間帯に，最低週3時開放送
すること*

・「子ども番組報告書」を作成すること

など，具体的な内容が定められた。

そして，各商業テレビ局は， 1997年秋から， r子
ども向け教育・情報番組」とみなす番組には，画

面上にマーク表示を行うこととなった。法律制定

から 7年後のことである世間)。

* r週311捌」という11寺聞置は， 70年代にA口などが
要求していた時間量(迎7時間)には速く及ばない

が， 11寺岡量の設定という考え方自体は， 1979年来

オーストラリアで実施されている子ども向け番組放

送義務づけのシステム(後述p.85)に影響を受けた

ものといえる。

5. 90年代導入の規制/新システムの評価

以上みてきたとおり，アメリカでは1990年代に

入って，①テレビ番組の錨写内容面の規制，②子

ども向け番組の充実へ向けての規制という 2つの
観点から，新たなシステム，ルーJレが導入される

乙ととなった。システムの導入は，果たして現実

のテレビの状況，番組状況を好転させるごとにつ

ながっているのかどうか，人々に広く認知，理解，

活用されているのかどうか。 90年代半ば以降は，

乙うした実態を検証するための調査が統いている。

(1 )テレビ暴力2大調査が意味すること

3節で述べたようないきさつで， Vチップ制度

導入の議論がピータに達していた1994/95年度か

ら， 3年間にわたり事)商業テレビネットワーク，
b)ケープル業界それぞれが，大学に委託して，テ

レビ番組の暴力描写の実態分析調査を実施した。

[a) UCLA鯛査 b)全米テレビ暴力研究(NTVS)1 
2つのプロジェクトは，固有の特徴を持ち合わ

せているが，次の点で共通している。
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-長期にわたる大量の番組を対象として，テレビ

番組の暴力描写の実態を詳細に分析し，経年比

較を行う(ここでは暴力描写の及ぼす影響の検

証は目的としなL、)。乙れまでのとの種のアメリ

カの調査と同様，ニュース，時事番組，スポー

ツなどは分析対象に含まれていない。

・暴力の量の測定にとどまらず，どのような脈絡

で，どのように摘沖通れているかという質的な内

容を多面的に分析して，描写の適切さ，不適切

さを判断することを強調

その結果，

・90年代半ばの時点、のアメリカのフィクション番

組(地上波，ケープル)には，映画，ドラマ，子

ども番組(アニメマンガ)を中心にかなり多く

の暴力場面が含まれている

・「暴力が美化して掛かれる傾向が強Lリ「暴力の

結末の描写が不十分Ji暴力の深刻さが十分伝え
られていなL、」という懸念要素がある

・“ショックメンタリー"など新しく登場したジャ

ンルの番組で，犯罪，事故，災害の生々しい映

像を含む番組が増えている

などの傾向が明らかにされた。

両プロジェクトとも，具体的に興味深い結果を

指摘したうえで，放送機関，親，政策決定者それ

ぞれに向けて有主主な提言を行っている。しかし，

2調査の主要テーマであるJ暴力描写の実態面で
の3年間の変化」の分析結果は，

a) UCLA調査では「業界にも，暴力描写を減らす

ための努力がみられ，少しずつではあるが好ま

しい方向へ向かっているjと評価しているのに

対して，

b) NTVS研究では「暴力描写の状況は，量的に也

質的にも改普の方向に向かっているとはいえな

Lリと結論づけている。

いずれの場合にも，科学的根拠のある手法を用

いているにもかかわらず，このような結果となっ

ており， i暴力描写」については， i影響」ばかり
でなく「実態」のとらえかたも容易ではないこと

を示す結果となった惜川。

1997年に入ると，①Vチップ導入を前提とした

番組ランクづけ結果の画面へのマーク表示，②子

ども向け教育・情報番組のマーク表示がそれぞれ

始まり，以降，乙の点に関連する調査が相次いで

実施されている。

(2)番組ランクづけの実態に関する評価調査

番組のランクづけについては，映画の場合のよ

うに第三者機関が行うごとは実際上困難でもあり，

アメリカでも，ランクづけそのものは，各放送機

関が自ら実施するしくみになっている。そこで判

定基準とマーク表示が適切かどうかが問題となっ

てくる。11チャンネJレの2600強の番組を対象に分

析した1997/98年の調査は， i年齢別ランクづけと
いう観点からは，各放送機関が実施しているラン

クづけはほぼ実態に即していたが，内容表示は十

分になされていなLリ点を指摘している出川。

子ども向け番組では60%に暴力描写が含まれて

おり，本来ならば iFV(現実でない世界での暴力
場面を含む)Jの表示がなされるべきだが，正しく

表示されていたのは20%にととまり，本来暴力描

写を含んではいけない iTV-Y(7歳未満の子ど

也にも視聴可)Jの半分に暴力描写が含まれていた

点也指摘されている(民間団体のカイザー・ファ

ミリー財団KFFが， NTVS研究で番組分析の実績

をもっ大学の研究者に委託して実施した調査)。

同時期に行われた母親対象の調査では，ランク

づけを利用している親たちの聞で，年齢表示より

も内容表示を利用する比率が高いという結果が出

ていた乙とから，検討課題を提起する結果となっ

た。番組ランクづけについては， 1994/95年度，す

でにNTVS研究の一部としても実験研究が行われ

ておりJ年齢別のみのランクづけは効果的とはい
えなLリとする結果が発表されていた。

その他，メディア監視団体や市民団体でも，テ

レビ番組やビデオやゲームなどについて，それぞ

れの観点によるランクづけ評価を行っている。当

然のことながら，こうした団体が実施する評価は，

各放送事業者が実施する番組ランクづけより，厳

しい結果を示している。

-52-



     

(3)調査結果に表れたシステムの認知，活用

をめぐる課題

a)民間団体による番組ランクづけの閥査

“年齢別+内容別"による番組ランクづけが始

まって半年経った1998年4月，カイザー ファミ

リー財団が実施した調査によれば， 2 -17歳の子

どもがいる親の半数強 (54%)が番組ランクづけ

を利用しており，利用者の閥では評価也高く， V
チップ機能っきテレビがあれば利用するという親

も多かった。しかし， 1年後， 1999年4月の比較

調査では， Vチップっきテレビの利用に対する関

心は高まっているものの，番組ランクづけを利用

している親は44%に減少しており，番組ランクづ

けシステムについて聞いたことがない親も 2j!jJJ存
在するととなどが明らかになり，親向けの情報提

供，教育普及の必要性が明らかになった惜叫。

1999年7月，新規製造テレビ受信機の半分にV

チップ搭載が完了して市場に出回るタイミングに

合わせて，メディア教育セン世ー (CME)とカイ

ザー・ファミリー財団(町F)は，共同で親向け，

一般視聴者向けのパンフレットの配布を開始した。

さまざまな機関でも，インターネット等での情報

提供に力を入れ始めた。また，放送機関でも， V
チップや番組ランクづけシステムの紹介・利用促

進スポットの放送を行うなどの施策が進められて

いる。

*CME (メディア教育セン宮一)
子ども，家族，コミュニティーにふさわしい電

子メディア文化を創造することを目的に活動す

る全国レベルの非営利，非党派組織(1991年設

立。代表者は， K.モンゴメリー)。初期の4年

間にわたる全国キャンペーンによって，最低週

3時間の子ども向け教育・情報番組放送を義務

づけた r1996年FCC規則」を実現可能にした功

績は大きい。懸念されるインターネットの内容

をめぐる対応策への取り組みも早く，リーダー

的存在となっている。 (www.cme.org)

女カイザー・ファミリー財団 (KFF)

健康に関する事業にかかわる非営利団体である

が，公衆衛生の観点から，メディアに関する調

査研究也実施してL喝。 (www.凶'.org)

「子どもに及ぽすテレビの影響」をめぐる各国の動向

@2000 Odyssey TMfTM &@HENSON 

2000年3月， 2 -17歳の子どもを持つ親577名

を対象に実施した調査からは，次の点が明らかに

なった抽柑}。

.vチップ搭載テレピを所有しているのは，全体
の9%

・子どもに特定番組を視聴させないためにVチッ

プを実際に利用しているのは， Vチップ搭載テ

レビ所有者の30%。これは全体の 3%にあたる

・親の39%は， Vチップの存在を知らない
b) APPCによる継続問査

また，公共政策に関わるテーマを集中的に研究

する目的で， 1994年ペンシルア大学に設置された

研究センターAPPC(Annenberg Public Policy 

Center)では， 1996年以来，継続して「子どもと

メディア」に関する調査を実施し，広く議論の素

材を提供してきた。APPCでは，r番組ランクづけj
と「商業テレビの子ども向け番組」の両方につい

て，継続的に調査を実施している{注目)。

・「番組ランクづけJシステムを認知している親の
比率は， 1997年以来減少傾向である

(1997年70%→2000年 50%に

・親は子どもよりも「番組ランクづけ」の内容面

での知識が乏しく，また子どもが視聴する番組

選択の判断をするのは「自分自身Jとの意識も
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強く，必ずしも番組ランクづけを頼りにしてい

るとはいえない

・テレビのほか，映画，テレビゲーム，音楽でも

ソフトのランクづけは行われているが，アメリ

カで親たちの利用度が最も高いのは「映画J(80 

%)で， 1テレビJ(39%)の2倍である
・「子ども向け教育・情報番組 (E/I番組)Jにつ

いて也，表示マークの存在を認識している親は，

この4年間増加しておらず，相変わらず半数に

満たない。内容理解の面でも， 1番組ランクつ
け」の場合と同様，子どもよりも知識が乏しい

・週3時間義務づけの対象となる IE/I番組」の

放送時間は，商業テレビ周平均で週3.4時間で，

1997年以来増加しておらず，最低限の放送義務

が果たされているにすぎない

・IE/I番組Jの分析評価は，測定基準を設けて，
毎年専門家による判定が行われているが，番組

の4分lは「教育的価値が極めて低い (FCC規

則を満たす内容とはいえない)J

(図1参照)

(4) PTCのテレビ番組評価と影響力

アメリカでは，子どもにとってのテレビの環境

の改善に向けて，市民の声を反映させようとする

動きが活発である。ボストンの主婦たちの草の根

活動からスタートしたACT(Action for Children's 

Television)は， 11990年テレビ子ども法」の制定

をくぎりに， 20年余の市民活動を1992年発展的に

解消したが，その趣旨をさまざまな形で引き継い

で生まれたグループの中には， CMEなど，より組

織的で，政府や談会への働きかけにも影響力を持

つものが少なくない。また，広く子どもと家族，あ

るいは健康をテー?とする組織や財団が，“メディ

ア"のことを視野に含めるというケースも増えて

いる。

1995年に設立された PTC(Parents Television 

Council)は，興味深い活動を行っている。PTCは，

ロサンゼルスに本拠を置く市民団体で，ネット

ワークの重役，広告主，公共政策のリーダー，ハ

リウッドのエンターテインメント産業に影響を与

えて，プライムタイムの番組を家族視聴向きの好

ましい状況にすることを目的としている。プライ
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ムタイムの番組を対象に番組のモニターを実施し

て，番組評価を中心とする各種データを収集・分

析し，それを基に，多様な活動を繰り広げている。

懸念要素を含むと判断した番組については，随

時，ニューズレターやインターネットで広く市民

にその内容を含めた情報を提供するほか，放送機

関やスポンサーに改普を求める活動を行っている

(www.p町en'胎tv.org)0 2000年に最も懸念の大きL、
番組としてたびたび取り上げられたのは，人気プ

ロレスショー“WWFSmackdown !" (暴力だけで

なく，性描写および乙とばづ.かいの面でも多数問

題を含む番組)であった。

テレビの影響をめぐる議論に関する園内の動き

や，積極的に視聴を薦めたい番組についても，さ

まざまな角度から市民に情報提供を行っている。

プライムタイムの番組については， PTC独自の

番組評価を行い，信号の3色で表示する“ファミ

リーガイド"を準備して，インターネットで提k供

している [1家族向け(緑lH子どもには若干ふさ

わしくない内容も含む(黄)J1子どもには不適切
(赤)Jl。
また，年l回「子どもにふさわしい番組ベスト

10/ワースト 10Jを発表したり，主要ネットワー

クの番組実績を得点化して評価するといったこと

も行っている。

その他にも， 1テレピ番組の暴力，性描写，言語
表現10年間の変化Jという調査なども実施してお
り (2000年3月発表)，乙の10年間でテレビの性

描写が極めて激化した点などを指摘している。

PTCの評議委員会には，出演者として長年テレ

ビに縁のある著名人のほかJ子どもに及ぼすテレ
ビの影響」のテーマでリーダーシップをとってい

るJ.リーパーマン上院議員も名前を連ねており，

彼は， PTCの蓄積したさまざまなデータを，談会

での審議にも活用しているという状況がある。



    

    

 
 

 
  

「子どもに及ぽすテレビの彬響」をめぐる各国の動向

図 1 APPC鯛査の結果から

[ 1 J r子どもとテレビ」に関するシステム町表示の認知，理解町活用の実態
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i主: rE/1jの表示については‘その意味も質問しているが， “(E)教育的な番組" “(1)情報を提供する番組"のいずれか一方でも図書した
人を正解と見なした場合でも可 1曲9年時点目正解串は‘親で6.3%(1998年の9.1%より;捕少)， 10-17離で9.0%(1998年は8.3%)。
(Media in the Home 2000: The Fifth Annual $urvey of Parents and Ch刷'ren[Survery No. 7J 2000， APPC渦のデータを基に作成)

[ 2 Jメディア別にみた親の心配の内容 [ 3 J親によるメディ7のランヲづけシステム利用
~内容か時聞か- (2000年)
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(2000年)
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円/

[ 4 Jフィラデルフィア地区の商業テレビ局における「子ども向け教育・情報番組 (EJI)Jの量と質の推移
く番組時間量の推移〉 く番組の置の茸化〉

週あたりの 教育的価値が
ーーー---_--司骨開---・・・・・・・・・・ー--ーーーーーーー『・・・・・・・・・・ー
日番組放送時間合計 1局平均時間 高い ふつう 低い

1999/20凹年 30 時間 (7チャンネル) 3.3 P幸情円 2000年 20% 57 23 

1998/99 42.5 (10チャンネル} 4.25 1999 33 46 21 

1997/98 34 (10チャンネル) 3.4 1998 29 46 25 

3主:教育的価値目3骨類1;1:， APPCで定めた評価得点によるもの
「高いJ(h喝h町educationa[). rふつうJ(mode悶te取educational)
「低いJ(minimalJy educatlonal)一一FCC町基準を満たしているとはみなせない賀

(Three-Hour-Rule Lん同'gup 10 its Potential?: An Analysls of Educational Telev，山s/onゎ Ghifdrenin the 1999/2000 Broadcast Season 
[APPC Report No. 34] 2000他を基に作成)
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6. さらに進むメディア規制化の議論

このように，アメリカの子ど也にとってのテレ

ビ環境を好ましいものとする目的で1990年代に新

たに構築されたシステムは，現時点では，必ずし

も十分効果をあげるに至っていない。人々への周

知と理解が進んでおらず，関心の低下を示す結果

もみられる。番組の質の改善という実態面での成

果が必ずしも認められない状況下で， 1999年の事

件が，さらにメディア規制化を加速させようとし

ている。

(1 )高校生銃乱射事件を契機とするメディア

規制論議の再燃

1999年4月，コロラド州の高等学校でおきた高

校生による無差別銃乱射事件では，またしてもメ

ディアの影響がクローズアップされたロ事件との

関連でとりあげられたのは「映画」と「ゲーム」の

暴力的描写であった。テレビだけでなく，映画，

ゲーム，インターネット，音楽メディアなど，広

く娯楽産業を対象とする議論が展開し，メディア

規制をめぐる動きが加速する結果となっている。

事件後の1999年6月，クリントン大統領と談会

が， FTC (述書日取引委員会)に対して， i映画Ji音
楽JiテレビゲームJ3業界が， 17歳未満の子ども
を対象にどのように商品を販売し，広告・宣伝を

行っているのかについて実態調査を行うよう要請

した。

円 Cは，不公正な通商取引の規制や，不正な商行

為から消費者を保殺する責務を担う機関で1放送に

関しては，広告放送の内容が虚偽あるいは誤解を招

く内容でないかなど，規!liU・監督する機能をもっ

その結果が， 2000年9月11日， FTC報告書『暴

力描写を含むエン歩ーテインメントの子ども対す

るマーケテイングについて:映画，音楽ソフト，

ゲーム業界の自主規制と業界慣行の検討』として

発表された惜21)0 本文報告書は，

・いずれの業界も，ソフトのランクづItflilj度や

マーク表示制度を設けているが，その制度下で

許可された年齢外の子どもたちに向けて，ソフ

ト販売の宣伝をしたり(テレビ，インターネッ

ト，ゲームセンターなどを通じて)，子どもの年

齢を確認せずに販売が行われているごと

・映画，音楽，テレビゲームを宣伝する媒体とし

て，インターネットやゲームセンターなどと並

んで，テレビが機能している乙と

などを指摘して， FTCとしては，業界の自主規制

の徹底強化を求めるとの見解を示した。言語会では

関係者の出席を求めた公聴会が開催され，政府内

でも，半年以内に業界によって自主規制に関する

具体策がとられなければ，何らかの方法で規制強

化を行うべきとの声が高まっている。

FTC報告書の発表直後から， ABCネットワーク

の親会社ディズニーが，成人向けの映画の宣伝の

放送は，夜9時以降とすることを発表したり，全

米映画協会 (MPAA)が，広告・マーケティング
の自主規制の強化策を発表するなど，業界の対応、

も始まっている。

(2)続く議会の暴力番組規制化の議論

コロラドでの事件に関連して，議会では， 1999 

年以降，少年犯罪法の修正案にメディア規制を盛

り込もうとする助きが表れている。例えば，結果

的に否決はされたが， 1999年6月下院に提出され

た案は，

1.テレビ，映画，ゲーム，音楽などの娯楽業界

に対して，子どもにとって好ましくない暴力

的内容を含むことを明示する業界統一シール

添付制度の導入

2.明らかに暴力的，性的とみなされる場面が登

場する商品を17.歳未満の子どもに販売する行

為を犯罪とみなす

という内容であった。

2つの修正案は否決されたものの，下院では，

メディアの暴力描写が少年犯罪に及ぼす影響につ

いて， 1年半かけて報告書をまとめるととを公衆

衛生局長官に義務付けた付帯条項を可決している。

乙の結果の発表も含めて， 2001年以降，さらに

規制をめぐる議論が展開していくことが予想され

る。

また， 2000年9月21日の上院通商委員会では

「子どもをテレビの暴力描写から守るための規制法

案」を可決して， FCCに対して，現行のVチップ

-56ー



 

  

制度が目的を果たしているかどうか調査するよう

要請した。その結果，制度が有効に機能していな

いと判断される場合には，暴力的内容を含むテレ

ビ番組を18:00-22∞の時間帯には放送できない

よう，明確な措置をとるべきとしている。

(3) FCCの対応

FCCでも，①番組ランクづけおよびVチップ制

度の効果的な利用促進に向けての工夫，②デジ5
ル多チャンネル時代の子ども向け番組制作・放送

に関する新たな義務と責任などの観点から，子ど

もとテレビのテーマに関する取り組みは，あわた

だしくなっている。

2000年10月16日の「デジタル時代の公益義務

に関する公聴会」では，ケナードFCC委員長が「放

送業界は子どもを守るためにもっと多くのことが

できると思う」と述べ，放送関係者に対して，暴

力描写や性描写を番組に含めるにあたって細心の

注意を要求するとともに，そうした描写に関する

情報の公開義務を強化する考えがあることも示唆

した。また家庭でのVチップ活用について，業界

自身も推進に寄与すべきとの考えも示した。

制作関係者やメディア監視団体からは，質の高

い子ども向け番組の提供へ向けて.FCCの強い

リーダーシップを求める発言が相次いだ。メディ

ア教育センター (CME)代表のK.モンゴメリー

は，常々「デジタル時代の子ども向け教育・情報

番組の量および質的サービス強化」の重要性を強

調し.FCCに対してもガイドライン作成の提言を

重ねてきたが，とこで改めてその内容を示した。

〔CMEをはじめとする各種機関の〕
FCCへの要請内容の概略 l 

1.デジタル時代に対応した教育・情報番組の編成

の必要性:デジタル化により番組放送の11寺間都

が急増するが，現行の「子ども向け教育・情報

番組の週最低3時間JレールJ也，全体の放送車
に見合った形で適応させる必要がある。また，

番組の質の向上を促進させるともに，学校や図

書館 1 コミュニティーセンターに，広帯域サー

ビスやデータ放送サービスの提供を行い，デジ

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の励向

タルの特性を生かしたサービスが子どもたちに

確実に届くようにすべきである

2.デジタJレテレビ広告から子どもを守る:これま

でとは全く異なる形で広告が子どもたちに届く

状況が生まれるので，好ましく立いマーケテイ

ングに子どもたちが巻き込まれないよう，ルー

ルづくりが必要で晶る

3.放送事業者ーからFCCに対する「子ども向け教
育.'lí~J報番組の報告詩」の提出頒皮の噌加(年

l図を4固に)と，ウェプサイト公表など，親

に対する情報提供の増加と関心を高める機会の

提供に努める

. 1については.Children Nowなどの団体が具体的な放送
時間;jj在の試算を行ってFCCに提出している@

女ChildrenNowは，広く子どもや家庭の問題を
テーマとする， 1988年設立の超党派の独立組織。
メディアに関連した調査や，番組ランクラけシス

テム紹介の籾向けピテ'オの制作にも関与している

(www.childrennow.org)。

7.急進展するメディア・リテラシーの
取り組み

(1 )遅かった本格的なスタート

早くから，テレビの影響に対する関心が高かっ

たアメリカでは， 1970年代に.critical viewingの

育成の必要性を主張する助きが登場したり， 1980 

年代には，市民グループが，自衛策として「賢い

視聴者」になる乙とをめざす活動に力を入れる傾

向も表れていた。しかし，本格的なメディ 7・リ

テラシーの取り組みは， r子どもとテレビ」の問題
に関する規制導入が始まった1990年代に入ってか

らのことで，ヨーロッパ，カナダ，オーストラリ

アなどには大きく遅れた。

CML (Centerfor Media Literacy:代表E トー
マン)などの市民グループが，メディアや教育関

迎の組織や，個人の研究者たちに呼びかけて，メ

ディア・リテラシーに対する関心を高めてきた。

インターネット也活用して，一般市民向け，教師・

指導者向けに多様な情報提供，教材案内を行い，

ワークショップの開催にも力を入れている世田)。
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放送機関においても，公共放送やケープJレテレ

ビが， 1990年代に入る頃から，各地で積極的な取

り組みを見せる例が登場している。メディア・リ

テラシーの育成に寄与する番組制作やビデオ教材

化を進めるほか，放送局が地域の子ど也たちに，

放送の現場や，そこで働くプロたちに接する機会

を提供する動きが活発といえる。「自らメディアを

用いて表現者となるとと」は，メディア・リテラ

シーの獲得にとって重要な要素と考えられている。

子どもたちに制作体験の機会を提供しながら，プ

ロの制作者たちも，子どもの視点やパワーを取り

入れて番組を開発するという，新しLり Tートナ一

関係を重視する傾向が注目される世田)。

(2)自ら制作にかかわるティーン向け番組

“In the Mix"は，ニューヨークの公共テレビ局

WNET/Thirteenが1992年に始めたティーンエイ

ジャー (7-12年生)向け番組で，全米向けに放

送されている。プロデューサーのスー・キヤッス

ルが言うとおり，乙の番組は，110{-'¥:の子どもたち
が，メディアが彼等をトラブル・メーカーとして

取り上げる ζとが多いことに憤慨している」とい

う事実認識からスタートした。「目的をもって生き

生きと過ごしているティーンたちの姿，問題をか

かえて悩んでいる姿を公平な目で取り上げ，見て

いる子どもたち自身が共感を覚えたり，新たな刺

激を受けられるような，本格的なティーン向けテ

レピ番組が必要である」という発想で11副作され，

毎回ひとつのテー?をじっくり掘り下げていく。

自由応募で選抜されたニューヨークの10代の子

どもたちが，プロの制作者に混じって，テーマの

企画からインタビューまで，直接制作にかかわっ

ている。同世代から率直な意見を引き出す場面で

は，プロ以上に力を発押している。このプロセス

に参加する子どもたちは，“メディアの制作者，提

供者の立場にたつ"という，メディア体験の貨重

な機会を得ている。その体験を，高等学校の単位

に一部組み込むシステムも存在する。メディアと

教育機関の述扮による積極的な取り組みである。

“In the Mix"では，定時番組でもメディアに関

わる話題が登場するが， 1997年には，メディア・

リテラシーを直接のテーマとするスペシャル番組

“Media Literacy: TV What You DON'T 8ee!"が

制作，ビデオ化された。

テレビで見ていることをどのように評価し，理

解すべきなのかを学ぶことをねらいとして，いく

つかの異なる観点から，テレビの真相にせまる 5

部構成の番組。 10代のリポーターたちが，各ト

ピックごとに取材を行っている。

〔 l巾…ediaL同- i 
TV What You DON'T See! "の番組構成と概要j

①ミュージッフ・ビデオ ( 4分22秒)
ミュージックビデオには，なぜ肌もあらわな女

性や過度のアルコーJレ，高級事，銃の映像が使わ

れるのか，レコード会社の重役やアーテイストに

子どもリポーターが質問する。

②編集テクニッヲ (4分13秒/1分46秒)

テレビ番組の編集者たちを訪ね，インタビュー

の編集の仕方，モンタージュの方法，音楽の使い

かたなどについて質問L-，テレピ画面に登場する

映像がどのようなプロセスを経て作られた結果な

のかを紹介する。

ビデオと利用の手引 。CastleWorks; Inc 
③ライズ・アンド・シャイン (3分 47秒)

ニューヨークの高校生が，代替学校の前で射殺

された事件をとり品げる。生徒たちは，事例その

ものにショックだったばかりでなく，彼等自身や

学校に関するメディアの扱いかたにも励摘した。

との学校の生徒たちが，すでにメディア学習をし

ていた，ほかの10代のメンパーと一緒に，ワーク
ショップを聞いた様子を紹介する。「メディアが

この積の事件を報じる際，ティーンエイジャーが

暴力事仰の大半に関与しているかにみえる印象を
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与えたり，ドロップアウトキ麻薬の問題と安易に

結び付けている」など，子どもたちは，感じてい

るごとを率直に語る。

④ピ一宮ー・ジェニンヴスのイン9ビュー

( 4分50秒)

ABCのベテラン『ニュースアンカーのピー

ター・ジェニングスが，テレビ番組のニュース項

目決定のプロセスなど，リポーターのさまざま立

質問に答える。ジェニングスは，現実社会で自分

の世界を広げ，判断をしていくために， 10代の子

どもたちにとってテレビニュースの祝l陪が重要な

意味をもつことや，ニュースを正しく理解するに

は，どのような視点で提供されているニューヌ立

のか，ニュースを伝えている人はどのようなノ守ツ

クグラウンドを持っているのかについての理解が

必須なととなどを，率直に諮っている(悪意品る

偏見とは別に「人は必ず何らかのbiasを持ってい

る」という点にも触れている)。

⑤広告会社 ( 3分45秒)

テレビ業界におけるコマーシャルの役剖を理解

するため，リポーターが，広告会社で一日を体験

する。

(3)メディアを取り上げる“NickNews" 

世界初の子ども向け専門チャンネル Nickel-

odeonのUNickNews"は，ジャーナリスト出身の

リンダ・エレピーが企画，制作，司会進行を務め

る， 8 -12歳対象の人気番組である。 1989年放送

開始以来，社会事象を鋭い視点で取り上げ，子ど

もたちに自ら考え，議論する機会を与える番組と

して，高い評価を得てきた。

メディアをテーマとする番組も少なくない。「テ

レビはどう作られるのか・現実と非現実Hテレビ
番組の暴力JiVチップをめぐる議論Ji子どもたち
が出会うインターネットの好ましくない情報」な

どが，テーマとして取り上げられている。教師が授

業で利用することができるように，番組内容の詳

細や授業案も，インターネットで提供されている。

(4)その他の機関による取り組み

Vチップ導入へ向けての議論が活発になる中，

1994年には，全米ケーブルテレビ連盟(NCfA)は，

全米PTAなどと共同で， Family and Community 

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の励向

Critical Viewing Pr吋ectをスタートさせた。テレビ

の暴力描写や商業主義が子どもに及ぼす影響の問

題に関連して，全米小児科医学会 (AAP)，全米医

師会 (AMA) ，アメリカ心理学会，アメリカ教育

学会，全米小学校校長会，ガールスカウト協会な

どの協力也得ながら，親や教師向けのワーク

ショップや，ビデオ教材の制作を進めてきた。

また，エミー賞の主催団体でもある全米テレビ

芸術科学アカデミー (NATAS:引leNational Acad-

emy ofTelevision A巾&Science)でも， 1990年代

に入ってCCV(Creating Critical Viewers)とl呼ば

れるメディア・リテラシー促進活動に取り組んで

いる。

.;:の分野の専門家シンガー教授夫妻に依頼して

学校用のメディ 7・リテラシーカリキュラムを

作成し，レッスンプラン付きワークブックを作

成 (1991年発行)。ビデオ教材も制作して，各地

の学校に配布。

・1998年から，毎年3月の特定日を“CCVDay"
に設定して，教師向けのワークショップの関催

や，子どもたち(学校)に対するテレビ局訪問

体験の機会の提供なども実施している。

(5) Children's Express の意義

テレビだけでなく，新聞，ラジオ色合めた

Child問n'sExpress (1975年設立非営利団体)の

活動も興味深1'0 ここでは， 8 -18歳の子どもた

ちが，各メディアのプロから，優れたジャーナリ

ストとなるための基本的トレーニングを受け(無

料)，自らリポーター，エディターとなってニュー

スを作り，プロのメディアに提供するという活動

を行っている。

メディア制作経験者たちが，体験を子どもたち

に直接伝える貴重な場では，公共テレビ局で子ど

も番組の教育普及活動を担当していた人物も，プ

ロジェクトを支えている。

子どもの視点を大人向け一般ニュースに取り入

れていくととを重視し，子どもの取材，子どもが

作ったニュースを尊重するという基本的な視点は，

メディアと向き合う“子どもの基本的な姿勢"を

育て，今後のメディアの発展を考えるうえでも，

重要な意味を持つものといえる。
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m.カナダ

1 .アメリカと異なる Vチップ導入の経

緯と映像描写問題に対する基本姿勢

(1 )自主基準， Vチップ，メディアの教育

「暴力描写の問題の解決は，10%が業界の自主的

な倫理基準や番組基準の作成， 10%がVチップの

ような新しい技術の開発，残りの80%は，市民の

意識の覚醒とメディア・リテラシーなどの教育に

よってもたらされる」

放送規制監督機関CRTC(カナダ・ラジオ・テ

レビ・電気通信委員会)のポリシーとして，よく

引用されるフレーズである。

Vチップ技術の開発国でもあることから，カナ

ダは，強力な規fliリによってテレビ描写の問題を解

決しようとしているような印象を与える乙とがあ

るようだが，規制監皆機関自身が表現していると

おり， Vチップへの期待は必ずしも優先順位が高
いわけではない。

1.すでに実績を重ねている「メディア教育」の

ような，より根本的な課題解決へ向けての手

法に加えたひとつの方法として，

2. しかも，放送機関による自主基準の作成とい

うプロセスを新たに生み出しながら，

3.新しい技術によって可能な「番組ランクづ

けJIVチップ制度」の採用を検討する

という基本的な考え方で， 1990年代以降，多様な

取り組みを見せてきたといえる。

Vチップの開発者のT，コリンズ教授は，子ど

もに何かを見せないためではなく，主体的に選ん

でテレビを視聴するために役立つ装置として考え

たものだと語っている。

カナダにおけるテレビの子どもに対する影響の

懸念は，カナダ自身の番組より，アメリカ製番組

(とくに子ども向けのアニメマンガやドラマ)の描

写に対するものである。自らの文化をいかに保殺

するかは，長年カナダの放送政策の中心課題で

あった。多メディア・多チャンネル化の進行によ

り，暴力描写をはじめとする懸念要素の多いアメ

リカの番組が，乙れまで以上に大量流入してくる

ことについて， 1990年代に入る頃から，深刻な課

題として認識されるようになっていた。

1989年， 1990年と統いて起きた無差別銃乱射事

件や少女レイプ殺人事件が，メディア暴力との関

係で取り上げられ， 1990年にコミュニケーション

大臣がCRTCに対して，テレビ暴力の影響につい

て調査を求めたのをきっかけに，放送機関，

CRTC，政府，談会，市民が，さまざまな関わりを

形成しながら，対応策を求める助きが展開され

た(出針。

映像描写の「影響」に着目した調査研究につい

ては，カナダで独自に実施してきたものは多いと

はいえない。 1990年代の議論の過程においても，

アメリカを中心とする多数の既存研究の総合的分

析を，議論のベースとするととが多かった。カナ

ダで視聴する番組，とくに懸念の対象となる番組

の多くがアメリカ製であることや，子どもをとり

まく社会環境にも比較的共通点が多いことなどが，

その背景としてあげられよう。

(2)放送事業者の自主組織形成と番組ランクづ

け， Vチップ導入のプロセス
カナダの場合は，アメリカのように法律によっ

てVチップ導入を進めることは念頭になく，放送

事業者が自主的な基準を作成したうえで，番組ラ

ンクづけも，それを基に検討するというプロセス

が採用された(表6参照)。

商業放送事業者連盟 (CAB)が1987年に「テレ

ビ暴力描写に関する自主的な番組基準」初版を作

成した。子どもが安心してテレビを視聴できる時

間帯 (6:00-21:00)の設定なども，との組織が行っ

ている。

1993年に発表された下院の報告書は「因果関係

は特定できないものの，テレビの暴力描写と社会

の残忍な事件の関係は無視できなLリとし， I政
府，規制機関，放送関係者，市民が共通の認識を

もって意識を改め，自主的に行動するととが重要」

ととりまとめた。

同年，放送事業者たちは，テレビの暴力描写に

関する対応について，自主的に計画立案を進める
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表6 カナダにおけるVチップ導入までのプロセス

1987 商業放送事業者連盟(C血)が「テレピ帯組の晶jJ捕
写に関する自主コード」初版を作成

1987 *オンタリオ州教育省。巾帯教背カリキュラムにメ
ディア田リテラシーを位置づけるガイドラインを
毘謹

1989 *オンタリオ州教育省，教師向けガイドブック『メ
ディァ，リテラシー』括行

19田 モントリオールの大学で無差別銃乱射'Mf
1990 13競合女レイプ殺人事件
1990 番組越捕に関する視曲者の懸意の問胞を扱う独立自

主樹瑚CBSC括足
19田 6 コミ zニケーション大臣， ClITCにテレピの暴力拙

写のE居留に附する澗査を求める
1992 *メディァ故背団体の迎合体CAMEO結成
1992 * Citytvのメディア学習帯組“MediaTelevision"放送

開始(地上波商業テレピ)
1992 ClITCの澗査報告 「テレビ暴力は祉舎の暴力町一因

であるJ
1992， 2， CAB， 1987 ~三自主コードの再杭討を開始
ー→ 1993，1.ClITCへ提出

1992 TV轟力をなくすための法制定を求めるキャンペー
ン(事杵被害者軍放)

1993 下院報告掛 「因果関係の特定はできないが，テレ
ピ器力と社会の，~思な*件の阿部は無視できな
い」

19田 Vチップ技術回開尭(特許取得)
1993， 2， fテレピ暴力の影響に関する会鵡」

大臣による5項目戦略を発器
一-AGVOT結成(テレピ品力描写に関する自主的
な行励日国的凶する放送事業者の楠断「白l組織)

1993， 9， IIC (世界放送通信機構)年次大舎で。カナダ政府が
「テレピの暴力」に関するセッションを開悦
ー+アメリカ械金帯へのロピー活動

1994， 1. ClITCの要部で強化改訂された CABfテレビ番組の
暴力描写に閲する自主コード」措効

1994 Vチップ部入へ向けてのフィールド史験開始
1994 fパワーレンジャー』の轟力描写をめぐる鵡愉
一-CBSCがC迅Bコード述反と判定。商業テレビに
放送中止を盟副

1996， 3， ClITC， 1996年9月Vチップ制度導入予定を措謹
1996， 7， ClITC， 3月括査のスケジュールを撤回J年摺れの

導入予定に変更
1997 *商聾テレピCHUM-TV，メディア・ 'Jテランー教育

担当部門を披世
一ー教材開括!ワークショップ展開

1997， 4， AGVOT，番組ランクづけシステム案をClITCに提出
1997， 6， ClITC，①AGVOTのランクづけ2駐在承認

②円Fチップは技術的問周が解消され次措導
人することが望ましいとj発言

1997， 9， G段階の年帥別番組ランクづけに基づくテレピ画面
へのマーク悲示開始

1998 AGVOT，アメリカFCCに北米市場用テレピ畳信機
がカナダのランクづけγステムにも対応可能にな
るよう現制

2000， 5， *トロントで図版会議「サミット 2000 子どもとメ
ディアJ開催:“メディア教育"は主1&1テーマ

2000， 7， ClITC， 2001<1' 2月Vチップ制度導入予定を尭査

*印は，メディア リテランー関辿の項目

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の動向

目的で，AGVOT (Action Group on Violence 

on Television)と呼ばれる新組織を設けた。 CAB

を創設メンバーに，公共放送事業者，ケーブJレや

有料テレビ事業者なども加わった放送業界の横断

的な組織で，世界的にもユニークな例である。番

組ランクづけシステム作成やVチップ導入の具体

的な準備(受信機の対応，フィーJレド実験など)に

ついては，AGVOTが具体案を策定してCRTCに提

出し，最終承認を得るというしくみを設けたので

あった。

1997年 9月， AGVOTが修正を重ねながら開発

してきた年齢別6段階の番組ランクづけシステム

が， CRTCの最終承認を得て，表7に示したマー

ク表示が，地上波，ケーブルすべてのチャンネル

の英語テレビの画面に登場した。ランクづけは暴

力描写の程度が基本になっているが，性描写やこ

とばづかいについても加味されて，ガイ Fライン

にはその詳細も示されている。

Vチップ導入時期については， 1996年に一度発

表されたが，技術上の準備の問題により，スケ

ジューJレの先送りが決定した。 1997年 9月時点で

も iVチップは技術的問題が解消次第導入するこ
とが望ましLリという説明にとどまっていた。よ

うやく 2000年7月， CRTCから， 2001年2月には
導入予定との発表が行われた{注目}。乙のI時点で，

カナダの20万世帯がVチップ内蔵のテレビ受信機

を所有しているというデータも発表された。

(3)カナダが見せた慎重なプロセスの背景

このように，カナダではシステムの導入までに

かなり長い期間を要する結果となった。そのこと

自体が，カナダの特徴を示しているといえるが，

との点については，次のように整理することがで

きょう。
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1.懸念対象となる番組の多くがアメリカ製番組

であること，カナダで販売されるテレビ受信

機の多くがアメリカ製である乙となどから，

「番組ランクづけJiVチップjについては，ア
メリカでの導入が確実になされる乙とが重要

と考えられてきた。

そのために，アメリカ議会， FCC，受信機

製造メーカーなどに対するロビー活動色合め
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表7 カナダの番組ランクづけの概要と画面へのマーウ表示 (AGVOT作成)

*対議チャンネ;":地上波，ケープルのすべてのチャンネノレ

*対象番組'子ども帯組，ドラマ(シリーズもの，テレビ用映画などにリアリティ一帯組，劇羽公開映画

*除外番組 ニュース，情報番組，ドキュメンタリー，トーク番組，スポーツ，ミュージックビデオ，コマーシャル

*マ -'1表示.帯組冒頭，画而左上に，少なくとも走査線52本のサイス'を用いて， 15秒間表示。 1時間を越える番組

では， 21時刷自の冒頭にも再度表示

*番組ランクづけは，暴力的内容の度合いを年帥別の6段坊に分類したものだが，性描写やことばづかいについても，ガ
イドラインとして，ランクづけに加l凡される。

対 象 暴力描写のレベル 岡商への表示

8歳未満の子どもも視聴可能 攻般的な土居間はほとんど含まれ立い 聞
自歳以上の子ども向け

正当化される暴力，子ど也が真似すると危険な暴力描写 園は含まれない

一般(ファミリー)祝勝向け
身体的な暴力，感情的な暴力1 ことばによる暴力は

圏ほとんど含まれない

8 -13識の子ど也の視聴には， ストーリーやテーマの中で必要と認められる暴力描写が 国親の付き添いが必要 含まれる

14歳以上向け
暴力がストーリーの主要な要業となる。激しい暴力描写 園場面也合まれる。

18歳以上向け ストーリー，登場人物，テーマに暴力~'IW写が含まれる。 国
www.cab-acr.ca/english/jointjsocieta1!violence.h出，1

て，カナダでの導入が効果的なものとなるよ

う，十分な時間をかけてきた。

2. アメリカとは異なり，もともとメディア・リ

テラシー教育を重視する風土と実績がある中

で，追加手段としてVチップ導入が議論され

てきた。

(4)国際的協力の強調

以上みてきたとおり，映像描写のテーマについ

て，カナダはアメリカの励向に対して強い関心を

寄せてきたが，より広い観点からも，課題解決へ

向けて，国際的な協力関係の重要性を主張してき

た。

1993年は，各国で主要なできごとの多い I年

だったが(各国年表参照)， 9月にメキシコで開催

された IIC(世界放送通信機構)年次大会で，連

邦政府コミュニケーション省が，主要セッション

のひとつとして“GlobalT elevision and V旧lence:

Do we need a code of practice?"を企画し

た{卸針。

登壇者のひとり，キース・スパイサーCRrC委

員長は，さかんに国際的な共通認識と対応の必要

性を主張していたが，その後の積極的なロピー活

動は，フランスの番組ランクづけシステムの採用

(後述p.82) や，アメリカの 11996年電気通信法」

へのVチップ項目の採用にも影響を与えたといわ

れる。

2.世界が注目するカナダのメディア・
リテラシー教育

(1 )熱心な教師の実践から発展

カナダでは.1960年代後半，映画教育 (screen

education)とLミう形で，メディア教育の第一段階

を経験したが，今日につながるメディ 7・リテラ

シー教育の本格的な取り組みは， 1970年代後半以

降に始まったといえる惜制。

トロントの中学校 高等学校で独自にメディ

ア・リテラシーの授業に取り組んでいた教師たち
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を中心に，研究者やテレビ制作者などのメディア

専門家が加わった市民組織AML (Associaion for 

Media Literacy)が， 1978年に発足している。ここ

での熱心な取り組みの積み重ねが，メディア教育

の公教育への導入という成果の基盤となった。

カナダのメディア・リテラシー教育の基盤には，

「アメリカ文化の蔓延に対する懸念とカナダ文化の

アイデンティティー育成」に対する強い意識が存

在しているが，乙の時点では，まだVチップや番

組ランクづけの発想は全く生まれていない。

1987年，オンタリオ州でメディ 7・リテラシー

を中等教育の正規のカリキュラムに位置づけるガ

イドラインが公布されて以来，他の州にも影響を

与えてきた。 1990年代には，初等教育への導入も

進み，現在では「メディア・リテラシー」は，カ

ナダのすべての州で，初等・中等教育のカリキュ

ラムの中に組み込まれ，言語，国語の授業を中心

に，多岐にわたる内容が取り上げられるように

なった。

(2)メディア教師の重要な役割:

実践と理論の融合

AMLの中心メンバーであるメディア教師たち

は，自らの実践をもとに，メディア・リテラシー

の理論化，体系化を行い，他の教師たちの授業で

も役立たせるために，その成果をとりまとめて発

表してきた。オンタリオ州教育省が1989年に発行

した教師向けのガイドブック『メディア・リテラ

シー・リソースブックJ(Media Literacy Re-
source Book)を実質的に執筆・編纂し，乙のテ

キストを使った教師向け研修ワークショップで重

要な役割を果たしてきたのも， Zのメディア教師

たちであった(注目}。

メディア教師たちの実践と理論化の経験は，メ

ディア学習向けのさまざまなテレビ番組やビデオ

教材，オンラインサービスの開発においても，重

要な役割jを果たしており，その成果は，世界各地

で活用されている。また，メディア・リテラシー

に関する取り組みを国際的に広めるにあたっても，

彼らの経験は大きな力となっている{出針。

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の動向

(3)メディアと教師の強力な連携

以上のような背景をもっカナダでは.rメディア

について学ぶごと=メディア批判jという図式に

はなりにくい状況を作っていたといえようロ放送

機関による「メディア・リテラシー」への取り組

みが早く，他の国々とは異なる興味深い番組制作

展開を見せている{注目)。カナダの放送機関による

取り組みの重要な特徴は・.".. 

1.公共放送，商業放送，ケーブルテレビそれ

ぞれが，メディア・リテラシーへの取り組

みをみせている

2. メディア教育の実E新霊験のある教師や，乙

れから取り組もうとする教師たちと，うま

く連携をとりながら，番組やその他の教材

をI1副作している

3. オンラインサーピスによる情報提供の充実

がめざましい

(4)教師向けサービス中心の公共放送TVOの

取り組み

メディア・リテラシー教育のための教材を提供

する放送機関といえば，真っ先に思い浮かべるの

は，公共放送であろう。カナダでも，メディア教

育発祥の地オンタリオ州の公共放送テレビオンヲ

リオけVO)が，さまざまな教育番組，ビデオや

印昂『物，オンライン・サーピスなどを通して，学

校教育を支援してきた。1977年には“Media77"と

いうメディア学習シリーズが放送された。

1990年代には， TVOは，教室でメディ 7・リテ

ラシー教育を実践しようとする教師，とくに小学

校の教師が実際に授業を進めていく際に役立つ具

体的な事例紹介を中心とする番組の制作に力を注

いだ。 TVO自身が主催した教師向けのワーク

ショップや，教師が学校で授業を行っている様子，

子どもたち自身の反応を紹介する映像などをふん

だんに取り込んだ番組が，何種類も制作された。

議論になるととの多い主なテレビの影響(暴力

描写，女性や異なる文化をもっ人々の描写，コ

マーシャル)について，どのように考え，対処す

るととで子どもたちは主体的なテレビ視聴者に

なっていくことができるかをさぐる目的の番組も

制作され，合わせて教師向けガイドブックの開発
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も行われた。

近年，オンライン・サービスの活用はめざまし

い。 TVOでも，写真やビデオのダウンロードも可

能な PDOnlineという教師向けホームページを過

して，メディア・リテラシーの学習について，オ

ンタリオ州教育省と共同開発した授業プランを提

供している。その授業プランや教材を利用して実

際に授業を行った教師たちから，感想や意見の

フィードパックを受け取り，さらに必要な教材や

情報の提供を行うという試みが進められている。

(5)商業サービスのユニークな取り組み

TVOのサーピスが教師向け中心なのに対して，

商業放送では，ティーンエイジャーを対象に，さ

まざまな観点から，興味深いサービスが提供され

ている。

トロントに本社を持つCHUM開引fは， 1997年に

メディア・リテラシー教育担当部門を設けて，新

しいスタイルの番組や関連教材の開発，教師向け

ワークショップに力を注いでいる。 音楽や映画

なと，ティーンエイジャーの文化に着目した番組

を各種制作して，オンタリオ州の地上波商業テレ

ビ Citytvや，全国向けケーブルネットワーク

(Bravo! ， MuchMusic)で放送している。子どもた

ちが家庭で見て，楽しみながらメディア・リテラ

シーを身につけることをめざすと同時に，メディ

アを教える教師にとっても助けとなるごとを想定

して，教師向け教材の提供も行っている。

①音楽を介した番組

1984年に関局したケープJレの音楽専門局

MuchMusicでは，ポピュラー・ミュージッ

クや若者文化を分析的に取り上げる番組

“Too Much For Much"の放送を過して，メ
ディア・リテラシー教育に貢献してきた。

月l回放送されるこの番組は，音楽やアー

テイストたちをめぐるホットな社会問題を

テーマとして取り上げ，トロントのスタジオ

で，ティーンエイジャー，アーテイスト，親

や教師，メディア専門家などが加わって討論

する，生放送番組である。

フェミニスト運動を進めるミュージシャン
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の音楽は子どもにどのような影響を与えてい

るか，ショックロックグループが与える影響

とはどのようなものか，この放送局が放送し

ないことにしているビデオクリップがあるの

はなぜかなど，多様なテーマがディスカッ

ションで取り上げられている。

授業で番組を活用する教師たちは，イン

ターネットを通して，長年にわたってメディ

ア教育の実践に携わってきたニール・アン

ダーセンが作成したスタデイガイドにアクセ

スするととが可能である。

②新作映画を使った番組

“Scanning the Movies"は， CHUM'τvの
所有する娯楽・芸術専門のケーブルチャンネ

ルBravo!で1997年秋に始まった月 l回の番

組である。10代の子どもたちにとって魅力的

な新作映画を素材に，メディアについて学ぶ

という也のである。「メディア・リテラシー教

育の紫材は，その時々の社会を反映するもの

であることが重要」とするカナダの考え方も

反映している。

メディア・リテラシー教育の第一人者ジョ

ン・プンジャンテが，番組の企画から進行役

まで引き受けている。乙の番組についても，

アンダーセンの協力でスタデイガイドが提供

されている。

③“Media Television" 

メディア文化をより広い視点から取り上げ

た“MediaTelevision" (毎週放送30分)も注

目される。オンタリオ州の地上波商業テレビ

Citytvと全国向けケープルBravo!で放送中。

i"ig.:OeII剖 sion



 

 

1992年に始まったこの番組は.Citytv創設

者で現社長.CHUM-TV共同経営者でもある

M ズナイマーが，自ら制作を指押して力を

入れている番組である。マスメディアの世界

を多面的に探求し，新しいメディアのテクノ

ロジーの影響力について也考えるという番組

で.rvチップや検閲の問題Hアニメ産業の
課題H未来型テレビの可能性Hメディア変
容の動向」などを，時代の重要なテーマとし

て取り上げている。

④テレビ.の索材を活用した新しい教材

ビデオ4本と教師向けガイドブックで構成

される“ScanningTeJevision" は，①~③で
紹介した番組の制作にかかわったメンバーが

共同で開発した教材である (1997年)。ビデ
オで使われている 40種類におよぶ映像素材

の大半は，“MediaTele-vision"からの抜粋

で，その他にNFB(国立映画協会:映像教材

の研究開発と制作を行う機関で，放送用の番

組も制作している)ゃれゆなどの映像も再活

用されている。

これまでNFBやTVOが制作してきた教師

向けビデオは，教育色が強かったが，時代に

合った映像素材を使って，教師も生徒もさら

に楽しくメディアについて学ぶ乙とができれ

ば，という観点から開発されたとL寸。こう

したアプローチは，同じくメディア教育先進

国イギリスなどからも注目されている。

〈参照ウェブサイト〉

www.tvo.org/ 

、開w.city廿.COm

www.bravo.ca 

www 

、w刊ww.nぱ1ぜfb.onf.ca/

「子どもに及ぼすテレピの影響Jをめぐる各国の助向

N.イギリス

1. 50年代に始まる放送機関の自主管理
重視の体制

(1) 1960年のBBCr暴力描写に関する実務基準J
イギリスでは，テレビ初期から，放送機関が，番

組の描写について強い関心を示し，必要に応じて

調査専門委員会を設置したり，調査の実施を通し

て，継続的にテレビの影響をめぐるテーマに関与

してきた。

1955年に始まったヒンメルヴァイト博士らによ
る研究は，子どもに及ぼすテレビの影響に関する

世界初の本格的な総合的，社会科学調査といわれ

ている。乙の調査自体は，暴力描写など特定の影

響に注目したものではなく，新しいメディアとし

てのテレビの登場による，子どもの余暇行政jの変

化や，価値観・興味に及ぼす影響など，広い観点

から子どもとテレビの関係をとらえようとする調

査であった。

1958年調査報告書『テレピと子ど也』が発表さ
れたのを契機に.BBCとIBA(当時の商業放送の

監督機関。現在の町℃の前身)では，共同調査委

員会を設置して，報告書が提示した，放送事業者

に関する提案・勧告事項の検討を始めた。 1960年
l月には，委員会独自の調査を行い，ある 1週間

の17:00-21:00の全番組を分析した結果として，
・全体の6分のlの番組が何らかの暴力描写を含

んでいるが，その多くはアメリカの西部劇や刑

事・探偵ドラマであること

・番組では，いとも簡単に暴力による解決がなさ

れるなど懸念すべき描写が多いこと

などを明らかにした。そのうえで，調査委員会は，

BBCと商業テレビに対して，
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・子どもの視聴が多い時間帯 (FamiJyViewing 

Hour)には，それにふさわしい番組の企画・制

作・放送が進められるようにする環境整備が必

要なことを指摘し，

・放送機関の責任として，自主的な規範を放送局

内部地、ら生まれるようにすべきであるとの提言

を行った。

乙れを受けて.BBCでは早速1960年3月，テレ
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ビ番組総局長からテレビプロテ'ューサーに向けて

という形でJテレビ番組における暴力描写に関す
る実務基準j(BBC's Code on the Use 01 Violence 

in TV Programmes)を発表した。商業テレビで

も， 1964年に同種の番組コードが作成され，以来，
表8に示したとおり，BBC，商業テレビともに，社

会の変化に応じて内容の改訂を繰り返して，自主

的な規lihlJを統けてきた惜31)。

(2)自主ガイドラインにみる特徴

1960年以来の放送機関による自主的なガイドラ
インの重要な特徴は，次のようにまとめることが

できょう。

1. I暴力描写に関する番組基準」というスタイ
Jレを採用しているが，取り上げる内容は，子

どもの感情を乱すような人間関係の描写や，

まねすると危険な行為などを含めており，番

組描写全般に関する基準としての性格が強

い，具体的詳細なガイドライン。

2.暴力描写一律排除の観点ではなく，むしろ
「ストーリーの展開上必要な暴力描写は有り

得る」という前提にたって，描写の基準につ

いての考え方を示している。

初期の調査でも顕著なとおり，イギリスで

の懸念の主要対象は，アメリカ製番組であ

る。イギリスのテレビが伝統的に重視する

シェークスピアなどのイギリス文学や世界各

国のおとぎ話などに含まれる暴力や残酷な場

面を，アメリカの西部劇や探偵ドラ?と同様

に扱っては困るという考え方が強いという背

景がある。

3.暴力描写の及ぼす影響は社会状況によっても
変化が大きいため，放送局の基準も随時検討

する必要があるとの前提にたっている。

例えば， 1970年代に入ると， Iテレビのカ
ラー化による映像のインパクトの増大」

「ニュース・時事番組における現実の暴力描

写についての慎重な扱Lリの必要性が注目さ

れた。後者の視点は，今日でこそ広く一般に

認識されているが， 70年代初期の段階で，
フィクションとノンフィクションの映像描写

の影響を明確に分けて，ガイドラインで取り

上げていた意味は大き¥¥0

その後の社会状況の変化の中で，留意すべ

き項目は増加し，ガイドラインの内容もより

詳細になる傾向がみられる。

4. 乙のテーマについて，テレビ初期から，公共

放送と商業放送が，歩調を合わせて取り組ん

できたことの意味は大きい (1980年のBBC，
商業テレピのガイドライン共同発行の例にも

みられるように)。

イギリスの場合には，商業放送も公共サー

ビスの性格が強く，共通のスタンスをとりや

すい状況があるにしても，テレピ初期段階

で，このような状況が整っていたことは，重

要な意味をもっととといえる。

(3)午後9時のルール「ウォーターシェッド」
~視聴者と放送機関の信頼関係の基礎~

イギリスでは， 1960年時点で「午後9時以前に
は子どもの視聴にふわさしくない番組を放送しな

L、Jという大原則が存在していた。「午後9時の
ルールHウォ-5ーシヱツド」と呼ばれるもの
で，自主ガイドラインや番組コードにも明記され

てきた。放送機関が一方的に宣言した形式的な基

準でなく，視聴者に広く認知されている点に重要

な意味がある。

このJレールにはJ午後日時をひとつの目安とし
て設定したうえで，それ以降の時間帯には，場合

によっては子どもにはふさわしくないテー7や描

写を含むが，大人にはぜひ見てもらいたい番組を

放送することもある。午後日時以降は，事前に放

送局が提供する番組関連情報などを参考に，子ど

もの視聴の適否は，保説者の判断と責任に任せた

L、1というメッセージが含まれている。
子ども視聴者を保殻する“安全地帯"としての

放送時間帯の設定という発想ではなく，放送機関

の番組提供の基本姿勢をテレビ初期から視聴者に

示して，視聴者の理解を得たうえで，多様な番組

の放送を可能にするメカニズムを作ってきたとい

う点に特徴がある。

1986年に大々的なキャンベーンを行ったととも
功を奏して，現在では，子どもの有無にかかわら

ず，成人の9割以上が「午後9時のルールJを認
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表8 イギリスにおける番組内容に関する各種規制動向

1・BBC/O商業放送]

1960. 1. BBCとIBAの共同調査番目舎による調査
1960. 3 ・『テレピ番組における暴力描写に閲するBBC実務

基申』
1964 OITMイギリス商諜テレビジョン規範テレピの中

の品力1
1971 019臼年版の改訂一一ニュースにおける暴力描写四

扱い

1972 ・1テレビにおける暴力揃写についての指針』
(1960年基申の相補改訂)
. rニュース 時lJ'問題帯組」也対皐
・カラー化によるインパク卜の噌大を恕定

1979 ・『テレビにおける晶力捕写についての指制改訂版
手引曲』

1980 ・orテレビにおける晶力揃写 BBC.IBAガイドライ
ンJ-BBCと商諜テレピが共同で先行

1987 ・『テレビにおける暴力・ワイアッ l香周室町報告1
1989. 2. • BBC. Po1icy & Planning UnitがrBBCプロデュー

サー ガイドライン (TheBBC's Producers' 
Guidelines) J初版を発行

1990.11. 01990年放送iJ<成立
一一商業テレピの子ども番組に初の法的続初づけ

1991. 1. 0 IBAに替わって.ITCとRAが発E
1991 OITC番組コード (ITCProgramme Code)初版
1992.11. + BBC r選択の拡大J(将来ピジョン)尭謹
199也1. ・BBC室長直属機関として。番組昔前室を般世
1993. 4. +BBCプロデューサーズーチョイスのシステム邸入
1993.11. + BBCプロデューサー ガイドラインを改訂

一ー品力羽田帯が放送されることを1J'前に祝陪者
に知らせる「笹告J(h回11thwaming)の規定

+1987年ガイドラインを見班し。 rBBCテレピにお
ける暴力珪現のガイドラインI克行

1993.11. OITC帯組コードの改町
1995. 2. +BBC番組戦略再検討報告甜『人々と番組:選択の

時代のBBCラジオとテレビj括行
1995. 2. OITC帯組コード。 2年ぷりに改訂

一一轟力量現の影響などを配慮して規制円強化

1996. 5. +BBC新特許状と協定甜が施行(1制限2006年末)
BBC rデジタル時代目選択と拡大J(新戦略)尭者
BBC.大型椀柿改革を尭器

1996. 7. 0 1996年放送法成立
1996.11. ・BBCプロデューサー ガイドラインを改訂

+BBcrlQJ陪者への約束J(BBC根拠文替として)初
年度尭昔

1997. 3. 0地上被商諜テレビ.C5閲周
1997.12. + BBCオンライン。全面本格サーピスの開始
1998. 3.0・節2回“子どものテレピ"世界サミッ卜閲耐を担

当(ロンドン)

一一地上波.術星各機関の共倒。 C スミス文化相
もスピーチ

1998.11. OITC番組コードの改訂
12. ・BBCr21世紀の BBCJを尭珪

1999. 1. + BBCの番組苦情処理苗，インターネットでの結果
公表開始

2. +BBC畳のトーク番組でゲストにやらせ問閥。C4.ドキュメンタリー番組のやらせ問閣で初の罰
金処分

1999. 6 ・BBC.教育固執聾専門デジタルチャンネル BBC
Knowledgeがサーピス開始

2000. 1. + BBC. G・ダイク新会長就任
2000.2 +BBCプロテ・ューサー ガイドラインを改訂
2000.4. +BBC町大型機構改革開始 ~人lJ'.組織改正統く
2000.10. OITC番組コードの改町
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1958 

1962 

1977 

1978 

1981. 6 

1986. 7 

1988. 5 

1988.11 

1989 

1992 

1992.12 

1993. 2 

1993. 9 

1994. 7 

1994 

1995. 8 

1996. 3. 

1996 

1997. 4 

1997. 7 

1997.11 

1998. 6 

1998. 7 

1999.4 

1999.8 

2000.10 

2000.12 

[その他]

研究報告書fr子どもとテレピジョン』発器
(BBC提案によるヒンメルヴγイト研究)

融会でI テレピの暴力捕写をめぐる鵡愉が活括に

行われる

アナン香貝会報告曲!テレビが杜舎に及ぼす影響
の!眠;まについて触れる

ベルソンの研究報告措器

1980 '1'放送法に基づいて，政府怪命の放活苦情処
理費員会 (BCC)尭足

ピーコック香員会，報告mを発世
• Wi世省主摘を越に，競争原理の導入を提案
放送基申帯秘書 (BSC)設立

放送自由 r1990年代の放送'腕争と選択。番組の
質l琵虫
BSC番組コード，初版括行

OU/BFIのメディア教育教材『メディア教育入門j
括行

BSC報告曲『イギリスにおける子ども向けテレピ
の将来』括岩

ジェームス J<ルジャー ~J~刊

~・ピデオの等級の強化

アメリカ果の子ども向け鼎門チャンネル，イギリ
スでサーピス開始

放送白mrBBCの将来』括虫
BSC番組コードの改訂

政府『池上波デジタル放送に閲する政府提案』尭藷

スコットランド{ダンプレン)で無差別幼児射殺事
刊

ボトムリー国民文化相「テレピの晶力描写に闘す
るワーキンググループ」般世 (BBC.ITC. BSC) 

放送苗情処理要員会 (BCC)と放送越琳帯融会
(BSC)骨併

ー+放送番組基郁要国会(新BSC)

新政府，放送行政の所側官庁が国民文化省から文

i~ メディア・スポーツ昔日コCMS)に改称

BSC報告酔『イギリス町子E也向けテレビ番組の
綱成』売量

BSC番組コードの改訂

テレピの暴力tm写に閲するWG.最終報告mr畢力
描写と視聴者I

I曲目教育戦略立案ワーキンググループ (DCMS故
置)世終報告曲“MakingM。由sMatter"

BBCの財源問題検討番目舎が報告mrBBCの将来
の財源』を政府に提出ー'国民の意見部品

BFI他で作成，中等教育教師向けガイド“Moving
Images in白eClassroom"究者

通信白歯.ITC. OFTEL. BSC帯の統合により規 ~J
監督機関の強化を提案
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知している。子どもの視聴する番組についての責

任も，放送局より也親にあるとする考え方が一般

的だが，この傾向は，午後9時以降の番組につい

ては，とくに顕著である (p目78参照)。

最近は， 9 n寺を境に急激に成人向けの過激な描
写が登場する番組が増加傾向にあることから，ガ

イドラインやコードなどでも， 9時はひとつの目
安であり，直後には引き統き番組を視聴している

子どもも多いことを配慮すべきことを強調する傾

向がみられる(後述)。

2. 90年代，暴力描写に対する関心の背景

(1 )多チャンネル化とアメリカ製番組の増加

1990年代に入ると，イギリスでも，1多チャンネ
Jレ・多メディア」をキーワードに，放送界自身が

大きく変容を見せ始めた。さまざまな観点から競

争激化が進み，メディアの描写が過激になってい

くことへの懸念也高まっていた。なかでもイギリ

スにとっての大きな懸念は，多チャンネル化によ

るアメリカ製番組の大量流入であった。 1993年

秋， 2つのアメリカ系子ども向け専門チャンネル
が，イギリスでサービスを開始して以来，その傾

向はさらに進んでいる{制針。

ちょうどこの頃から，アメリカ圏内でも暴力描

写，性描写，ととばづかいの面などから問題があ

ると指摘された番組が，イギリスでも放送される

機会が増える状況が生じてきた。 1993年秋当時

MTVEuropeで放送され， C4でも夜遅い時間帯で

の放送が予定されていた“Beavisand Butt-Head" 

(女性に対するいわれのない暴力描写などが問題点

として指摘されたアメリカのアニメ)も，そうし

た例のひとつであった。

(2)衝撃的な少年事件

1993年2月，リパプールで10歳の少年2人によ

る幼児誘拐殺害事件が起きた(被害者の幼児の名

前をとって，ジェームズ・パJレジャー'M牛とH乎ば
れる)。裁判所の判断で2人の少年の実名，顔写真

が公表されたことの是非をめぐって世界的にも大

きな話題となった事件だが，メディアとの関連で

も，少年の犯行と父親が借りたレンタルビデオ

(ホラー映画“ChildPlay")との関係が示唆された

ことで，改めて映像描写の影響をめぐる識論がク

ローズアップされるきっかけとなった。

ビデオソフトの規制強化を求めるキャンベーン

が起こり，イギリス映倫では，ビデオのランクづ

けに，新たに 112歳以上の視聴」を新設すること

になった。放送界に対しては， 1ウォーターシエツ
ドJ(午後9時を墳に子どもを視聴対象としない番

組編成に変わる)の見直しを求める声もあがった。

(3)放送事業者による90年代の自主規制強化

~BBC ガイドライン， ITC番組コード~
BBCでは， 1989年2月に『プロデューサー・ガ
イドラインJ，商業放送では，規制監留機関がIBA
からITCに変わった1991年に WITC番組コード』
を，それぞれ発行し，暴力描写，性描写を含む多

岐にわたる番組内容についての基準を示している。

各放送局のメンパーばかりでなく，外部プロダク

ションのメンパーに対する規範としても位置付け

られている。

先にみたような社会状況がある中で， 1990年代

には，これらのガイドラインや番組コードの強化

が繰り返されてきた(表8参照)。

a) BBCプロデューサー・ガイドライン
BBCでは， 1993年の『プロテFューサー・ガイド
ライン』改訂の際，暴力場面などが放送されるこ

とを事前に視聴者に知らせる「事前密告」に関す

る項目を新たに加えたほか，午後9時のルールの

遵守を強調するなど，ガイドラインの強化を行っ

た。また，暴力描写については，同じく 1993年に，

『テレビ暴力:ワイアット委員会報告書j(1987)の

見直しも行い，具体的な注意事項を詳細に示すも

のとして IBBCテレビにおける暴力表現ガイドラ
イン』も発行している。

1996年の『プロテ'ューサー・ガイドライン』改

訂は， BBCの特許状と協定替の更新にあたって，
政府から，番組基準の作成を行うべきことを明文

化されたのを契機に行われた。「ウォーターシエツ

ド(午後9時のルール)J遵守の強化，神の冒とく
にあたる宗教的な好ましくない表現に対する注意，
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暴力・性的描写などについて，より明確な基準を

定めたものとなった。

2000年の改訂では， 1番組の品位」に関連して，
BBC番組の海外の視聴者に対する配肱やオンライ

ンサービスでの描写に関する項目が新規に加わり，

また午後日時以前の時間帯の性描写に関するガイ

ドラインの強化などが加えられている。 2000年の

ガイドラインは1996年版よりさらに分量が増え，

昔1'350ページにおよぶ。インターネットで也全文

を入手することができる惜制。

b) ITC番組コード

商業放送事業者に免許の付与ーを行う立場にある

規制監督機関ITCは，放送法によって，番組I1副作・

編成の際の規定としての番組コードを作成， 1随時

改訂するごとを義務づけられている。各事業者が

そのコードに合った放送を行っているかをチェッ

クし，必要に応じて，警告，罰金，免許停止にい

たる制裁も行う。番組コードについては， ITC自

身が実施する番組モニターや視聴者調査，視聴者

から寄せられる番組内容に関する皆背などを基に，

見直しを進めてきた。

1993年につづく 1995年の番組コード改訂では，

テレビの暴力場面が子どもに及ぼす影響に対する

社会的懸念を重視して， 1第一章:品位および暴力
摘写等」の規定が大幅に強化された。

「子どもが視聴しないはずの学校の授業時間帯で

あっても，子どもにふさわしくない番組の放送は

禁止するH映闘の放送では，映倫よりも厳しい基
準を設けている家庭向けビデオの基準を番組編成

上の基準として採用するJIナイフの使用のように
子どもが簡単にまねできる危険な描写は，子ども

の視聴が多い時間帯には禁止する」などが，新た

に強化された内容であった。

ITCは， 1998年のコード改訂でも，性的内容を

含む暴力描写について特別の注意を要すること，

視聴者に対する番組関連情報の充実をはかる乙と

などを含めて，子どものテレビ視聴についての懸

念を弱めるため，さらに基準内容の強化を行って

いる。

2000年の改訂でも「趣味と品位，暴力表現など」

をとりあげる第一章で，視聴者の保設，とりわけ

「子どもに及ぼすテレビの影響Jをめぐる各国の助向

子どもや弱者の保識の観点の重要性が，重ねて強

調されている(法制。

3.放送機関，規制機関における番組描
写の判断基準と管理メカニズム(注出)

(1) BBCの番組チェック体制と視聴者の意見

への対応

a)制作・放送

番組描写の判断基準は， BBCの番組制作・放送

にかかわる全員が理解すべき基本指針『プロ

テ'ューサー・ガイドラインH最新版2000年2月)
である。個々の番組描写については，制作担当者

の判断が基本であるが，判断に迷った場合の相談

部門として， rプロデューサー・ガイドライン』の
作成也担当するアドバイザ一部門，EditorialPolicy 

Unitが設けられており，前例なども参考にしなが

ら，具体的な相談に応じるごとになっている。

また，放送直前には， Policy Management部の

担当者が，問題を含む可能性のある番組について

の最終チェックを行い，事前告知の「警告ナレー

ションJの必要の有無などについて，最終的に番
組担当プロデューサーと話し合いながら決定する

ことになっている。

Policy Management部では，テーマ等から判断

して，内容面での問題が生じる可能性があるもの

については，あらかじめ対応策の検討も行ってい

る。

このようなメカニズムの中で，放送までに， I!懸
念される場面の完全な削除JI懸念場面の提示時間
の短縮J1ことばによる補足説明J1ζとばの不明
瞭化」などの工夫により，プロテーューサーの意思

を最大限生かすことを尊重しながら，視聴者を不

快にする描写を含まない番組を完成するプロセス

を重視している。

BBCでは，プロデューサーの参考となるよう

な，具体的な判断・対応事例を示したビデオも制

作2している。

b)警告の表示

イギリスは，単純化したマーク表示で番組評価
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結果を視聴者に知らせる「番組ランクづけシステ

ム」を採用せず，代わりに，視聴者への直接的な

番組情報の提供を重視している。放送に先だって

テレビ番組ガイド誌やインターネットなども利用

して，番組内容についての情報を提供して，視聴

者に判断を任せることを重視している。

また，情報提供のひとつの方法として. 9時以
降に放送される番組で，懸念対象となる描写を含

むと判断される場合は，番組冒頭.r警告
(warning) Jとよばれる事前告知を行うことに
なっている。 BBCの『プロテ'ューサー・ガイドラ

インJ.ITCの番組コードのそれぞれに，警告表示

の必要性が記されているが，これは「視聴者が心

の準備なく，ショッキングな映像に出くわすこと

を防ぐ」ためのものである。

ナレーションは，放送局のロゴなどの映像を背

景に，短く淡々とした調子のものが多い。実例に

も示したとおり，番組紹介のコメントの中に組み

込んでいる場合も多い。事前警告が頻繁になりす

ぎると効果が弱まる恐れがあるため，シリーズも

のの場合には，視聴者が番組に慣れてきた頃を見

計らって，警告表示をはずす工夫も行われている。

午後9時以前は，事面告表示を必要とする番組の

放送は行わないのが原則だが，必要に応じて同種

のアナウンスコメントが行われる乙ともある。学

校放送番組の中で動物のハンティング場面を含む

場合などが，その例にあてはまる。

〈警告表示の具体例〉

I'Horizon: Elephants or Ivory" 

[BBC2 : 1999. 2. 11 (木)21目30-22:10] 

・象の射殺場面が登場するドキュメンタリ一番組

IBBC 2 rホライゾンjでは，デリケートな状況
を取り上げます。アフリカ象に関するものです

が，ある場面では痛ましさを感じる人もいるとj思

われます」

“The Lakes" 

[BBC1 : 1999.2. 7 (日)21:30 -22:10] 

・激しい性描写と乙とばづかいのドラマ

1)レーシーは狼少年のようなことをやりすぎたで
しょうか。ジミーマクガパンの成人向け番組が，

BBC1で続きます。性JWi写や強いことばづかいが

でてくる『ザ・レイクス』が始まります」

“East Enders" 

[BBC1 : 1999.2. 14 (日)20:∞-20:30] 
・殺入場面を含むドラマ

IBBC1で，今宵はお出掛け気分。『イーストエン

ダーズ』もバレンタイン特別版で，衝撃的な結末

があります」

“Panorama: Porn Wars" 

[BBC1 : 1998. 11. 2 (月)22:00 -22・40]

・ヌードシーンを合むドキュメンタリー

「さ品.BBC1ではジョン・ウェアのリポートで

『ポルノ戦争jを始めます。今晩の『パノラマj

には性的に露骨な映像やことばが登喝します」

“Panorama: When Good Men Do Nothing" 

[BBC1 : 1998. 12. 7 (月)22:ω-22・40]

・殺裁場而を含むドキュメンタリー

「さ品『人権jシリーズの l固として，スティープ・

パラッドショウがルワンダのレポートをします。

犠牲者の殺毅場面など悲惨な映像が含まれます」

“日oyzUnlimited" 

[C4 : 1999.2.12 (金)21:30 -22:00] 

・少年たちの音楽パンドの成長を捌くドラマで;:

とぱづかいがかなりきつい

「 ショービジネスは，信じがたい世界という

乙と，そして言葉づかいも一層信じられないとい

うととを覚えておいてくださLリ

“The Long Weekend" 

[C4 : 1998.10.21 (水)22:55 -0:15] 

・麻薬をとりあげたドキュメンタリー

「麻薬使用の歴史をとりあげる『長い週末Jは，麻
薬ディーラーや常習者，中部省の追跡を調査しま

す。生々しい描写や強いごとばづかいが出てきま

す」

c)番組に対する苦情と対応

放送後，視聴者から寄せられる声については，

正式な書面で寄せられる番組内容についての深刻

な苦情は，番組苦情室 (ProgrammeComplaints 

Unit)で取り扱うことになっている。 PCUは.BBC

に対する説明責任(アカウンタピリティー)を求

める声が高まる中で.1993年に設置され，その存
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在については，インターネットのほか，週刊番組

情報誌RadioTimesのように多くの人々の目に触
れる雑誌でも紹介されている。

会長直属部門で，部門を越えて調査を行う権限

を持ち，受け取った苦情については，問題箇所に

ついての制作過程・判断のプロセスなどを検討し

たうえで，担当現場に勧告したり，視聴者への返

事も準備する。背情審査の結果は， 3か月ごと報
告書にまとめるほか， 1999年l月には，インター
ネットでも公開を始めた。

(2)商業テレビ， ITCのシステム

商業放送の場合は，テレビ局それぞれが，独自

のシステムを設けている。外部への制作委託を基

本とするチャンネル4では，局内に弁諮士資格保
有者を集めたアドバイザ一部門を設置している。

法的問題だけでなく，番組描写に関する判断も，

制作段階から，この部門が助言を行っている。制

度上の拘束力はないが，ここの助言を採用しない

場合には，プロデューサーは制作部門トップに判

断を仰ぐ必要がある。

L¥I¥庁(ロンドンウィークエンドテレビ・チャン
ネJレ3の番組を担当する商業テレピ局)では，番
組制作や購入担当の経験者で構成される Compli-
ance Dept目が，放送直前の段階で，問題を含んで
いる可能性の高い番組を試写して，事前警告措置

などを含めた最終判断を行っている。その際の基

本資料とするため，プロデューサーは，すべての

番組について，暴力，性表現，言語表現に関する

詳細なチェッヲリストに回答する乙とを求められ

ている。

商業テレビの番組については，規制監督機関で

あるlTCが， ITCコードに違反していないかどう
か，番組をモニターしてチェックを行っている。

モニタ一対象番組は，全放送番組の約10%である
が，それらの番組は，番組に関する事前情報など

を総合的に判断して選択される。新番組，番組の

テーマから懸念が感じられるもの，過去に問題と

なったことがある番組などを中心に，放送業界の

ごとを熟知しているITCの担当者が，モニターに
あたっている。これは，放送に先だっての番組事

前チェックではな1>，

「子ど也に及ぼすテレビの影響」をめく'る各国の動向

ITCに寄せられる，商業テレビの番組に対する
視聴者からの苦情についても，番組内容に関する

ものについては，該当放送局に番組テープと状況

を説明する関連資料の提出を求めて，審査を行っ

ている。結果は，月単位で公表されており，番組

ごとの問題の概要，審議の経過と結果については，

ウェブサイトでもアクセスが可能で、ある。

ITCは法的効力を有するため，各放送局に対し
て正式な響告を発して，訂正や謝罪を求めること

ができるほか，罰金，免許期間の短縮，最終的に

は免許取り消しもあり得る。

(3) BSC (放送番組基準委員会)の機能
以上のような放送機関のシステムに加えて，政

府により法定機関と認定された放送の内容に関す

る独立行政機関BSC(放送番組基準委員会)でも，
自ら起草する番組コードや，視聴者を対象に実施

している調査の結果などを基準としながら，視聴

者から寄せられたBBCおよび商業放送の番組(テ
レビおよびラジオ)に対する苦情の審査を行って

いる。 BSCの番組審査会は「基準・品位J(暴力や
性描写，ととばづかいなど)と「公正J(放送の不
公正やプライパシーなど)の2種類に分かれて開
催されている。

BSC審査委員会メンパーは，大臣に任命された
有識者で，放送関係以外の出身者が多い。視聴者

の観点から判断を行うという立場をとっている。

一般に審査結果はITCより厳しいが，法的拘束力
はない。

(4)各機関の判断にみる基準の特徴

番組の描写については，以上のように，さまざ

まな機関が，自らのガイドラインや番組コードに

照らし合わせながら，多様なプロセスにおいて判

断を行っている。その判断基準となるポイントは，

次のようにまとめることができる。

1.基準の文言遵守よりも公共の利益の優先:

暴力や性描写，言語表現などの描写の受け

止め方，判断は，基本的には解釈の問題であ

り，明確な判断が難しいことが多い。その困

難をあえて認めながら，視聴者に不快感を及
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ぼさない，子どもに好ましくない影響を及ぼ

さないようにする目的で，判断が行われる。

ガイドラインや番組コードの文言に当てはめ

た判断ではなく，番組の脈絡の中での判断，

「公共の利益にかなっているかどうか」を中

心に判断することが重要との考え方が浸透し

ている。

2.問題となる場面が「文脈上必要かどうかJf提
示時間の長さは適当かH視聴者の予想から
大きくはずれた内容でないかどうかJ: 
番組の是非を単純化して判断するのではな

く，どのようにしたら好ましい表現に変える

ととができるのか，今後の番組制作にとって

参考となる判断を示すことができるかどうか

が重視されている。

そのため， ITCのような規制監督機関が示

す判断の中にも，けっこう過激な描写を認め

ている例がある。

3.放送時間帯が午後9時以前か以降か:

「午後9時のルーJレ」は，主要な判断基準と

なっている。近年，性的描写を中心に， 9時

直後に刺激的な映像が登場する例が増えてい

ることで，このjレールの解釈をめぐる問題が

議論されている。

4.放送直前の告知ナレーション「警告」実施の

有無:

「午後9時のJレール」同様，判断基準として

大きな意味を持っている。視聴者に対して，

番組に対する十分な情報を提供するととの重

要性が強調される中で， f聖書告」を行っていな
い場合に生じた問題には，厳しい判断がくだ

される傾向がある。

5.番組内容に対する視聴者からの苦情件数の多

少は，判断基準の主要因にはならない:

番組に対する視聴者の受け止め方を知るこ

とは必要だが，描写の適否に関する判断は，

必ずしも反響の大きさとは一致しない。

ITCのように，視聴者からの苦情がl件も

なくても，独自の番組モニター結果をもと

に，問題点の指摘を行う場合もある。

(5)具体的な番組描写にみる視聴者の懸念と

放送機関の対応姿勢

以上のようなメカニズムの中で制作・放送され

る番組の内容やさまざまな描写を，視聴者はどの

ように受け止めているのか。視聴者の懸念につい

て，放送機関はどのように対応しているのか。具

体的な番組事例や調査データを基に，最近の傾向

をまとめてみる。

図2に示したのは， 1990年代のイギリス商業テ

レビの番組に対する人々からの苦情件数と内容の

推移である。苦情の件数は. 1番組でも大きな反

響をl呼ぶ事態が生じることで，大きく変動する。

例えば， 1995年はC4の『最後の晩餐』の放送をめ

ぐって，宗教的な観点の苦情が集中的に1554件も

寄せられたために，全体の苦情数也突出している

(また「放送時間設定」については，視聴しやすい

時間帯に放送されなかったととやスポーツ中継な

どのイベントが最後まで放送されなかったととへ

の不満などが含まれ，必ずしも番組内容に対する

苦情ではなL、)。

全体傾向としては，まず「番組の趣味・品位」に

関する視聴者の苦情が増加している点をあげるこ

とができる。「性描写HことばづかLリ「暴力描写」
「その他の番組の趣味・品位」の 4項目に分けて詳

細をみていくと，とりわけ「その他の番組の趣味・

品位」の件数および増加傾向が顕著である。つま

り，暴力捕写，性描写，ことばづかいなど，個別

特定の表現として人々が受け止める懸念よりも，

それらが複合した也のとしての懸念が大きいこと

を示している(後述具体的事例を参照のこと)。

BSC (放送番組基準委員会)が実施している同

種の調査は， BBCと商業テレビのいずれの番組と

も対象にしているが，ことでも同様の傾向がみら

れる(図略)。また，性描写に対する懸念の高まり

の傾向も顕著である抽出)。

なお.BBCの状況については，表9(p.74)のと

おりである。 BBC番組苦情室に寄せられた番組内

容に関する苦情件数は， 1999/2000の1年間で785

件，前年度も788件でほぼ同程度であった。 1990年

代半ばからの傾向をみると， BBC宛ての苦情件数

が減少し，その分BSC"-の苦情が増加しており，そ

の合計は， ζの4年聞はほぼ岡租度である。
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図2 イギリス商業テレビの番組に対する苦情件数の推移

じコ不正確吉

区iii!I性描写

.人種差別

医!ii!I放送時間

医霊園不公正(不偏不党性) 園圃その他の不公正

.言葉づかい [illilill暴力描写密密その他の趣味と品位の問題

Eコ宗教的差別
園園地域性 Eコその他

注1. [ J内は視聴者から寄せられた苦情のうち， ITCが支持した苦情件数，
( )内はその骸当番組(事例)件数である。

50∞件

4507 
[257J 
(54) 

4463 

i主2.r地域性J1;1:，スコットランド，北アイルランド等の取りあげ方に関する内容を含む。
コマーシャルに対する苦情については町別途集計が行われている。
苦情件数は番組に対するものよりはるかに多<，例えば1999年は6843件であった。

(ITC年次報告書に発表された各年度のデ一世を基に作成〕
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表 9 BBCの番組に関する苦情件数の推移および内容

[1] BBC番組苦情室 (PCU)に寄せられた1'1数 [2] BSC (放送番組基櫛委員会)から受け取った干|数

刊数 支持1'1数 [公正プライパν一] [基!jIj.品位] [合剖]

2000.4-6月 166刊[121項目] 361'1' (21.7%)[22項目]
( 3か月分)

1999/2000 'f- 785 169 (21.5%) 33 1'1 9551'1 1773 1'1 

1998/1999 788 [5叩項目] 102 (12.9%)[65項目] 44 895 1727 

1997/1998 1218 [837項目] 124 (10.2%) 53 697 1968 

1996/1997 1124 200 (17.8弼) 30“ω 655 1809 

注 この年度までは.r公正・プライパシー」に関する昔怖は， BCC (Broadcasting Complaints Commission)， r番組の品位などの基!jIjJにl瑚
する世情は， BSC (Broadcasting Standards Counci!)が担当していた。翌年度には，同機関が合併して新生BSC(Broadcasting Standards 

Commission)となった。

[3] BBC番組背悩室に寄せられた苦情の内訳 (1998/1999年)

昔仙の数 事項の数

回公正さと正確さについての問題
239刊 (30%) 2031'1 

(Matters of fairness and accura叩)

昔前申立人に対する不当者扱い 49 (6) 47 

苦情申立人のプライパシーの侵害 5 (<1) 5 

番組に取り上げられた個人/組織への損害 28 (3.5) 24 

政治政党への偏向 25 (3) 25 

そのほかの偏向 93 (12) 66 

'Jl突の不正確さ 39 (5) 36 

-品位および基地に関する問阻
521 (66) 361 

(Matters of taste and st叩 dards)

品のなさ 179 (22.5) 123 

ことばづかL、の乱れ 61 (8) 44 

性描写 40 (5) 24 

暴力 34 (4.5) 24 

人梱差別 26 (3.5) 17 

性差別 l (<1) 1 

感性と表現 35 (4.5) 25 

押しつけがましさ 28 (3.5) 11 

宗教的感仙を害するもの 40 (5) 28 

悪い見本 28 (3.5) 23 

インタビューとその公開の基耳障 39 (5) 31 

蛍利概念 10 (1.5) 10 

その他 28 (3.5) 26 

合計 788 (100) 590 

[4]番組タイプ別の背情1'1数 (1998/1999年)

エンターテインメント (Entertainment programmes) 260 (33%) 

ニュースおよび時事問題番組 (News and current affairs) 217 (27.5) 

フィクションおよびドラマ (Fiction and dr，訓a) 108 (13.5) 

'Jl突に基づく番組 (Fac加a1programmes) 154 (19.5) 

宗教番組 (Religious programmes) 17 (2) 

スポーツ (Sport) 12 (1.5) 

芸術番組 (釦包) 6 (<1) 

成人教育番組 (Continuing education) 5 (<1) 

その他 9 (1) 

〔各年肢のBBC年次報告およびPCUのウェプサイトのデータをもとに作成〕
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各年度の番組苦情内容をみていくと，全体の約

6-7割が「番組の趣味・基準(品位，ことばづ
かい，性描写，暴力描写など)Jに関する也ので，

3-4剖が「番組の公正，正確さ」に関する内容
である。番組ジャンJレ別では， Iエンターテインメ
ントJと「ニュース・時事問題番組Jがそれぞれ
3割を占め，さらに「フィクション，ドラマH事
実に基づく番組Jが続く。全体では，フィクショ
ン系とノンフィクション系のいずれの番組に対し

ても同程度の比率で苦情が寄せられている。

統いて，最近の具体的な番組事例をみていくと
...... (注目}

a)性描写をめぐる懸念の増加

1990年代後半には，性描写に対する懸念が高

まってきたが，描写の刺激度以外に，放送時間帯

が問題となるケースが増えている。午後日時は，

あくまでも目安の時間帯として設定されているご

とが繰り返し強調されているにもかかわらず， 9 

H寺直後の時間帯に，成人向けの描写が登場する例

が相次ぎ， ITCから正式な警告が発せられる例もみ

られる。

また性描写と暴力描写が結びついた番組や，子

どもの性虐待の描写をめぐる懸念も， 1990年代半

ば以降，高まりを見せている。

①“The Vice" (カーJレトンTV) ポリスドラマであ

るため，これまでにも懸念される描写が指摘され

たことのあるシリーズだが， 1999年)-2月放

送の3回の番組について，午後91時という時間帯

には過激すぎる暴力と性揃写があった点がITC

コード述反とみなされ，正式の都告が出された。

911寺直後に成人向け内容の番組が編成されるとL、

う最近の傾向について， ITCは注意を促l.-，番組

コードにも記しているにもかかわらず，卜分な理

解を得ていないとして，厳しい判断をくだしたと

考えられる。(苦情を寄せた人は3番組でのべ24

とそれほど多くはなL、)

②“Queer as Folk" (C4) :新シリーズとして登場し

たゲイのドラマ番組の中で， 15歳の少年と成人

男性の性描写を含む放送があったfllについては，
1999年2月，一般紙でも大きく取り上げられた。

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の動向

1999年にITCに寄せられた「性姉写」関辿の背

官'1300fllのうち163件がこの番組に関する也ので
あった。 ITCでは，之の番組の質は高い也のとし

て1今回の苦情は却下したが，再放送にあたって

は，子どもに対する配慮として，事前の番組情報

提供を十分行い，放送直前の「密告表示」をより

明般に行うべきとの判断をC4に伝えた。

③“No Child 01 Mine" :子どもに対する性的措待を

品Yit、たインパクトの強いドキュメンタリードラ7

(1997iJ'.)で， r性拙写」に関する苦情が多数ITC
に寄せられたが1重要で難しいテーマを真剣に取

り上げた番組だったとして， ITCは，昔↑19を支持
しないという判断をくだした。

b)放送時間帯“FamilyViewing Hour"の配慮を

めぐって

75ー

①“Jerry Springer"は，すでに内容の過激さ(ごと

ぱ，恭力，性JWi写，品位)がアメリカでも大きな
問題となったアメリカの人気トーク番組である。

20∞年4月， C3の午前9:25という，子どもたち

の干却胞も可能なl時冊肝に1か月間放送された件に

対して， 69刊の背'NIIがITCに寄せられた。番組

では性に関するテーマが話題となり，ディスカッ

ションでは過激なことばも飛び交い，攻般的場而

も多いというものであった。放送局は，とくに問

題になることはないと説明したが， ITCは「家族

向けl時間帯」と「乙とぱづかい」の2点で， ITC

コード池反との判断を行った。

乙の番組のイギリス版“JerrySpringer UK"の

l番組 (1999年9月)について，子どもの祝胤も

多い午後811寺台の放送であった点が問題となっ

た。放送局は，この番組についていえば，この時

間帯でも許される内容であったと主張したが，

ITCは， r家族向け時間相J逃反として，放送局
の言い分を却下した。

②“Goodbye to the Nineties" (BBC) : 1999年の大

l晦日の遅いl時間帯に放送された番組を，2000年
4月，午後日時宜後に再放送した。番組冒頭で

“F"で始まる放送禁止用語が3!1!統したfllについ
てBBC品て苦情が寄せられた。ナレーションに

よる事前警告は行われていたが，好ましくない時

間帯の放送であったと判定し，今後同様のl時間帯

で放送する場合は。こうした過激なごとばは不明

|僚に処理することが決定された。
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③“Millennium: A Thousand Years of History" 

(BBC) : 1999年12月の午後7:30からのドキュ

メンタリーで，処刑現場や犠牲者が山初みにされ

た場而など戦争の残酷さを映し出す場面が登場し

た点について， BBCに苦情が寄せられた。

BBCでは，ナチ収容所での峨牲者の躍1のク

ローズアップは，とのl時間帯の放送にはあまりに

も痛ましすぎたと判断し，再放送に晶たっては1

午後91時以降とするととが決定された。

c)人気番組の影響配慮による厳しい判断

番組を視，Ir.~する人々にとって，身近な設定の多

い人気ドラマについては，番組の与える影響の大

きさを考慮する傾向が強い。

①“Brookside" (C4の長寿人気ソープドラマ): 1993 

年には，キッチンナイフで刺された主人公の死体

の描写や近親相姦の品問:が問題となり，ITCから

も正式な響告を受けているが，その後色性姉写，

Zとばなど，さまざまな観点から苦情が寄せられ

ている。子ども番組の産後という夕方早い時間帯

の放送であることなどから，影響の大きさを考え

ているものといえる。

② BBCの同種のドラマ“EastEnde目"について也，

1995年当時のドラマ部長が p 次のような考え方

を示している。 r乙れは， 91時以前に放送され，
多くの人々の生活の一部になっている人気番組

だ。シェークスピアとは巡って，視]聴者の現実の

暮らしに近い設定のドラマなので，暴力が出てく

るエピソードには卜分な注意が必要J(BBCピデ
オ“AQuestion 01 Judgement" 1996) 

d)子ども向け，ティーン向け番組

ティーン向け番組における出演者のことばづか

いや音楽の歌詞，全体的な品位の問題や， 10代前

半向け番組で子どもをめぐる深刻なテーマを取り

上げる際の表現に関して，大人たちが懸念を示す

傾向がある。

①“FTI Friday" (C 4 ) 夕方6時のティーン向け

スタジオ番組で， 1996年には放送祭止用語の使

用で問題になっため，ナマ放送から録画放送に切

りfまえられた。しかし， 1997年には，過激なトー

クで有名なアメリカのラジオ番組の司会者をゲス

トに招いた番組で，ゲストが限度ぎりぎりの性的

表現在行い，品位の面でコード述反と判定され

た。1999年には，この番組で取り上げられた子ど

もたちが精神的苦痛を味わったことが問題となっ

て， ITCから正式の警告を受けた。

②“Top 01 the Pops" (BBC) :若者向けの人気音楽
番組。 2000年4月の番組で放送された曲の歌詞

に，番組のコンテクストにはなじまない性的比倫

があった乙とについて， BBCに苦情が寄せられ

た。11副作担当者も，この歌詞の問題には気づいて

おり，部分的に音声を不明瞭にする処理を行って

いたが，結果的に:J;}Jを奏したといえなかった。

BBCでは，との演奏を収めたすべてのテープに

「午後日時以前の放送には不適」というラベルを

はり，再放送を計画する場合には，番組担当部門

の責任者と事前の相談を行う乙とを取り決めた。

③“Byker Grove" (BBC) :夕方の子ども向け時間iJ-fi
に放送される人気ドラマで，子どもをめぐる深刻

なテーマをとりあげるごとが多いため，祝JJfID者か
ら懸念が示されることも少なくない。1999年には

「兄床として里親に育てられた男の子と女の子が，

セックスを考えている」というストーリーに対す

る苦情が， BSCに寄せられたが， BBCは，テーマ

にも描写にも問題なかったと判断している。

BBCの子ども番組部門では，伝統的に表現の

いき過ぎには細心の配慮するが，テー7自体を取

り下げるようなととはしないという姿勢を保って

いる。

4. Vチップ，番組ランクづけシステム
に反対するイギリスの立場

(1) 90年代の調査研究から

テレビ初期から映像描写の影響に対する関心が

高かったイギリスでは，放送機関の自主的なガイ

ドラインや，番組コードに結果を反映させる意味

でも，さまざまな調査研究を行ってきた。量的に

は，アメリカには及ばないが，番組内容や描写の分

析，番組の視聴反応，継続的な視聴者の意識態度調

査など，多様な角度から分析が進められてきた。

アメリカのように暴力描写の大量かつ詳細な内

容分析にエネルギーを注がず，かわりに，多様な
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研究手法を開発しながら，視聴者の映像に対する

反応を採るととに力を入れている点が，重要な特

徴といえる惜制。

a) 90年代半ばのテレビの暴力描写実態調査

とはいうものの，ケーブル・衛星チャンネルの

急増による多チャンネル化という新しいメディア

状況下で， 1994/95から2年間にわたって，イギ
リスとしてはかつてない大規模な，テレビの暴力

描写に関する実態分析調査が実施された。議論の

展開のための基礎情報を得る目的で，放送関連機

関が共同で大学に実施を依頼したもので，次のよ

うな点が明らかにされている惜制。

・放送時間全体に占める暴力場面の時間比率は，

2%以下と小さい

・地上波チャンネJレだけでみると，暴力場面の比

率は， 80年代半ばより減少している

・暴力描写は衛星チャンネJレ，とくにアメリカ製

の映画やアニメが多いチャンネルとスポーツ専

門チャンネルに多い

・少数特定の番組に暴力描写が集中している

この極の番組分析が活発なアメリカでは，分析

対象をノンフィクションの番組に限定している。

しかし，イギリスでは， 60年代からノンフィク

ションの暴力描写への懸念が強かったため，

ニュースやスポーツ番組も分析対象に含め，文字

通り，テレビ全体状況の実態把握を試みている。

乙れは，イギリスの研究の重要な特徴である。

b)重視される視聴者の映像の受けとめ方

イギリスでは，専門家による番組摘写分析だけ

でなく，一般視聴者がそうした描写をどのように

受け止めているかに関する分析を重視する傾向が

強い。「視聴者によってテレピ暴力の見方，とらえ

かたがどのように異なるか」に注目した研究が，

グループ・ディスカッションや深層面接などの手

法により行われている。成人に暴力映像を見せ，

ディスカッションの結果として，好ましい映像に

作りかえるようビデオ編集を指示し，そのプロセ

スを観察分析するという研究手法も用いられてい
る(注40)。

「子どもに及ぼすテレビの影響jをめぐる各国の助向

こうした研究姿勢の背景にあるのは，f¥、かに厳

密に“暴力"を定義して詳細に分析しでも，人間

の受けとめ方という極めて主観的な要紫を加味し

ないままでは，真実に迫る乙とはできなL、」とす

る考え方であろう。

c)規制のあり方に関するユニークな研究

その他，テレビの多様な描写の全体状況につい

て，人々がどのように感じており，関連する規則

がどの程度認知され，どのように受け止められて

いるかなどについても， rτ℃やBSCなどの監督機
関が継続調査を実施して，それぞれの番組コード

の改訂にも反映させている。

そうした中， 1997年には，番組の「趣味・品位」
についてITCが定めている規則やITC自身の取り

組みが，視聴者の意見を反映したものになってい

るかどうか，自己検証を試みるユニークな研究も

行われている。一般的なディスカッションではな

く“市民陪審"という特別な手法を用いたもので

ある。陪審員として一般から抽出されたメンバー

たちに， 4日間連続して，専門的な情報を提供し，

専門家との質疑応答も繰り返しながら，fテレビの

内容に関する規則を作成する場合，描写として何

が容認され何が容認されなL、かの判断に，どのよ

うな原則を用いるべきか。その原則はどのように

適用されるべきか」についての審議と，ガイドラ

インの作成を求めるというものである惟州。

このユニークな“陪審"調査は， Vチップをめ
ぐる議論が，イギリスでも活発になっていた時期

に実施されたが，その結果は， rテレビの内容に関
する規制は，子どもたちを保殺し，大人には十分

な情報を提供して，自ら調整して視聴できるよう

にするごとに主眼をおくべきである」というもの

であった。審議過程で具体的な規制方法として話

題にのぼったものの中で， rvチップ」と「番組の
事前試写(放送前に内容をチェックする)Jは否定

され， r新聞や雑誌のテレビ欄への警告表示 (1降念
される内容についての説明)の必要性」では意見

の一致をみた。

さらに，現行の「午後9時のルールJをより浸
透させる方法として，テレビコマーシャルの11副作

が提案されたが，乙のアイデアは， ITCがさっそ
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く実現させている。

また， 1999年から 2000年にかけて BSCが実施

した調査をみると(表10)，人々は，テレビ番組の

内容について，政府による規制は望まず，放送機

関や独立機関が行うべきと考える傾向にあるが，

回答選択肢の中に「視聴者」という項目が含まれ

ると， Iテレピの規制は視聴者自身が行うべき」と
いう回答が急増することがわかる。現在実施され

ている「放送開始前のアナウンスによる警告表示」

の有益性に対する評価は高く，テレビの規制に変

化を求める内容としてはJより多くのガイドライ
ン(基準を示す内容の詳細情報の提供)Jが圧倒的

に多L、
番組の視聴については， I多様な情報を入手し
て，自らが判断をしたLリという人々の意向が強

いことを示す結果となっている{制針。

表10 番組内容に関する視聴者の意見 (BSC嗣査から)

現在テレビを規制している機関の認識

放送機関 32 % 

独立機関 27 

政府 9 

祝]陣者 3 

その他 l 

fl(fi也規制していない l 

わからない 33 

子どものテレビ視聴の責任者

午後日J1守以前

午後日J1寺以降

事前書告wammgの必要性

57 

51% 

35 

。好ましくない あからさまな
言葉 性的描写

39 

口警告が必要 図警告が発せられた

「ウォ一世ーシェツド」以外の役立つ情報

放送開始前のアナウンス 40 % 

映画/ビデオの番組分類 19 

画而へのマーク表高 16 

より多くの印刷情報 10 

番組表での分類カテゴリー 8 

マーク表示 6 

いずれも当てはまらない 2 

鰭がテレビを規制すべきか

く1999年〉 く2000'1'-2-6月〉

[自由回答] [選択肢提示]

独立機関 56 % 39 % 

視聴者 2 35 

放送機関 37 15 

政府 11 12 

テレビ規制に変化を求める内容

(100%=変化を求める人)

より多くのガイドライン 48 % 

より多くの視聴者の参加 22 

ウォータ-;/ェッドの変更 15 

より多くの独立規制機関 10 

その他 5 

BSC. Regulation:凶echanging perspective (Briefing update No，5)， 2000および
BSC. Ma胞団ofoffence (Briefing update No.6). 2000から抜粋
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(2) Iテレビの暴力描写に関するワーキンクク
ループ」の設置と結論

前項までみてきたとおり，放送事業者は，映像

描写をめぐる課題を常に意識しながらJ午後91時
のルール」や番組描写に関する詳細な基準につい

ても自主的に改訂強化しながら，対応してきた。

しかし， 1996年2月にアメリカがVチップ導入

を決定し，欧州会議もVチップ賛成の議決を行っ

たこと，園内ではスコットランドで幼児無差別射

殺事件が起きた乙となどもきっかけとなって，イ

ギリスで也Vチップをめぐる議論が繰り広げられ

るとととなった。

1996年末，国民文化相(当時の放送行政担当大

臣)の呼びかけに応じて， BBC， ITC， BSCの三者
共同による「テレビの暴力描写に関するワーキン

ググループ」が設置された。これまで行われてき

たテレビの影響研究の分析や，イギリスでの対応

策のレビューを行ったうえで，イギリス社会に

とってのVチップ，番組ランクづけシステム，視

聴者への番組情報提供の意義と方法について，具

体的な検討が進められた (1997.4.-1998.4.)。そ

の結果は， 1998年7月，最終報告書『暴力と視聴

者j(Violence and !he Viewers)として発表され

た地叫。

く報告書のポイン卜〉

・アメリカで導入されているVチップのような検

関，その前提としての番組ランクづけシステム

の導入，また画面へのマーク表示は行わない

・これまで実施してきた午後9時のルールの原則

の遵守をはじめ，視聴者との聞に築いてきた信

頼関係を尊重する

・イギリス放送事業者は，テレビの暴力描写に関

する「共通原則の声明」に署名し順守する

・文字放送や今後普及予定のEPF(電子番組ガイ

ド)なども利用して，視聴者の判断に必要な番

組情報の提供を，これまで以上に充実させる

・子どもを対象としたメディア教育に関するポリ

シーを政府主導で設定する

ワーキンググループの座長を務めたチャール

ズ・デントンは， r我々は，テレビ暴力を減らさな

79 

「子どもに及ぽすテレビの影響」をめぐる各国の助向

くてはならないと言っているのではなL、視聴者

にもっと情報を提供し，番組について情報に基づ

く判断ができるようにしたLリと強調した。その

背景には，

・放送機関と視聴者の問で長年にわたって築いて

きた信頼関係の尊重

・メディア教育先進国としての自負

という，映像描写をめぐるイギリスの基・本スタン

スをうかがうごとができる。

5.新時代に向けたメディア教育の展開:
映像文化の発展をめざす取り組み

(1 )実績あるイギリスのメディア教育と今後

の課題

イギリスでのメディア教育は， 1930年代の映画

教育以来の実績をもち，理論研究面で世界をリー

ドしてきた。メディア教育は学校教育にも位置づ

けられているが，己の点については，イギリスの

映画およびテレビ文化の発展を目的に設けられて

いる研究・教育機関， BFI (イギリス映画協会)の

果たしてきた役割が大きL、。 BFIがオープン・ユ
ニパーシティーと共同開発した教材『メディア教

育入門j(Media Educa!ion: An In!roduc!ion 

Pack)は，教材開発が離しいといわれるこの分野

の名作として高く評価され，広く世界各国で活用

されている。

1998年の報告書『暴力と視聴者』は，映像摘写

をめぐる課題の解決策のひとつとして，メディア

教育の重要性を強調しているが，そこでは，今後

の新たなメディア状況を視野に入れた場合，現状

のメディア教育だけでは不十分との見解を示して

Lミる。

.1980年代の教育改革では，メディアに関する学

習が必ずしも卜分強調されていない

・年齢の低い子どもの criticalviewing skillsの育

成に有効な教材開発がまだ十分とはいえない

・学校教育だけでなく家庭でのメディア教育にさ

らにウエイトを置く必要がある他そしてJとく
に幼い子どもたちを対象としたメディア教育を

進めるべく，具体的に固としての政策立案が必



 
 

  

    

  

 

NHK放送文化調査研究年報45

要である」とし，継続議論の必要なことを指摘

した。

(2)新時代の「動画教育」ホへ向けて

そして， 1998年，今後の動画教育の戦略を立て

るためのワーキンググループ， Film Education 

Working Groupが，放送行政担当のクリス・スミ

ス文化・メディア・スポーツ省大臣により設置さ

れた。学校教師，大学の研究者，メディア制作機

関のメンバー， BFIの教育部門責任者などで構成

され，事務局はBFIが担当した。教育省(カリキュ

ラム・評価担当部門)からも 1名オブザーパーが

参加した。

*イギリスでは，しばしば“自1m"“自凶education"と

L、う表現が使われるが 1 ごとでいう“自凶"は映画に

限定したものではない。ごのワーキンググループで

も，映画 1 ピデオ，テレピ(3者まとめてFVTと称

する)を対象とした検討が行われており，“moving

images"という視点と表現が強調されている。

1999年4月にワーキンググループが発表した報

告書"MakingMovies Matter"は， r助函 (moving
image)に関する批判的かつ創造的な能力は，21世

紀の教育において重要である」との認識を明示し

たうえで，イギリスでの動画(映画，ピデオ，テ

レビ)教育の今後のありかたを検討した結果をま

とめている。例えば，公教育において，映画やテ

レビに関する学習(動画学)を必修カリキュラム

に位置づける検討の必要性も提言されている。学

習方法に関する教師，指導者向けのガイドブック

の必要性についても提言されたが，この点につい

ては， 2000年10月， BFIが中心となって開発した

"Moving Images in the Classroom"の発行とL、

う形で，成果の一端が示されている惜叫。

(3)放送機関におけるメディア・リテラシー

教育への取り組み

イギリスでは，メディアを理解し，鑑賞の楽し

さを知り，それによってメディアの文化を育むと

いう視点で，メディア教育の目的をとらえる傾向

が強い。教師たちの聞でも，子どもにメディアを

教える乙とは，自の肥えた視聴者を育てることに

つながるという考えかたが主流で，メディアの悪

影響から子どもを守るという観点からメディア教

育をとらえるのはごくわずかである。

「鑑賞力の高い視聴者，メッセージを読み取り，

判断する力の優れた視聴者が育つととによって，

メディア自身も鍛えられ，育っていく」という基

本的な考えにたって，好ましくない描写の問題に

ついてもとらえ，子どもや社会への影響が懸念さ

れるようなものがメディアに登場しない環境を整

える，というアプローチが重視されている。

乙うした背景がある中， BFI以外に也，さまざ

まなメディア関連機関が，子どもや大人のメディ

ア学習に役立つ教材や機会の提供に力を入れてL、

る。例えば，放送機関の取り組みに目を向けると，

rl.学校放送番組の提供Jr 2.成人向け学習番
組の提供Jr3.視聴者に向けての教育キャンペー

ンH4.番組制作，放送のしくみを知る機会の提
供」など，多様な展開をみることができる{制針。

a)学校教育向けサービスの例

イギリスでは，公共放送BBCだけでなく，商業

テレビC4も，学校向け教育番組の放送を実施して

いるが，“メディアに関する学習"の分野では，と

くにC4が熱心である。「国語・文学Jr歴史Jr人
間関係・社会関係」の番組の一部として，初等教

育・中等教育向けに多様な番組を放送しているが，

ζこでは観点の異なるユニークな2例を紹介する。

@“Talking About Violence" 

C4の学校放送では，生徒のディスカッションを促

すねらいで，薬物，性，暴力，人種などの問題をと

りあげる OFFLIMπ3というシリーズが放送されて

いるが 1との中に，14-19.成向け番組"TalkingAbout 
Violence"が含まれている (25分X2番組)。

①「映像描写の暴力の問題J 放送に品たっては事
前普告メッセージを必要とする，かなり術l限度の

強い暴力場面を合むフイクy ョン(映画)とノン

フィクション(ドキュメンタリ )のI~j暑を，男

kティーンエイジャーのグループに見せて，映像

のインパクトについて議論させるスタジオ番組
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ビデオと教師向けガイドブッヲ
@Channel Four Learning Education 

②「現実社会での暴力J:暴力事件がもとで終身刑
を受付た人物のインタヒeューを過して，一体何が

人聞を暴力的にするのかを考えていくドキュメン

タリ一番組

①では，フィクションとノンフィクションの暴力

描写の意味の迷いや，同じ映像でも男女によって受

け止め方が異なる点など，子どもたち自身の活発な

意見が紹介される。映画審査機関 (1洲市)の代表者

と心理学の研究者が，それぞれの立場からコメント

を加え，イギリス社会が映像描写の問題をどのよう

にとらえているかの実態も紹介される。②では，極

めてデリケートなテー?を，特別に許可されたイン

タビューでみごとに取り上げている。 Pi9<f製Jí~写が

人間に及ぼす影響Jという重要なテーマを，短絡的
な影響論に陥ることなく，現実社会の「暴力」の本

質にせまりながら，とらえようとしている点で1教

育的価値の高い優れた番組といえる。

• "FiIm Focus" 

生徒にも教師にも身近な人気映画を紫材にした，

メディア分析の番組。 14-17歳向け， 25分X5番

組。 f007J最新作の舞台裏にせまりながら，映画の

製作費，ロケーションにまつわる制約，マーケテイ

ング/キャンペーン戦略なども含めて，映画製作の

過程を詳細に紹介していくもので1 “楽しくてため

になる"教育番組となっている。映画のプロモー

ションにもなるごとから，映画会社も番組製作には

協力的であったという。初回番組の放送は，イギリ

スでの映画公開直前のタイミングに行われ(1999年

11月)， C 4学校放送のウェプサイトでも，関辿情

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の助向

報が多数紹介されている。

同種の番組は，これまでに也ロイヤル・シェーク

スピア・カンパニーの協力を得て舞台劇を対象にし

た也のなどが制作されている。

b)新しいメディア環境を視野にいれた対応

本格的なデジタル時代を前に，各国の放送機関

は，さまざまな可能性に向けて取り組みを見せて

いる。「新しいメディア環境を視野に入れたメディ

アに関する学習・教育」についても，放送機関自

身が，重要な情報や機会を人々に提供することを

過して，大きな役割を果たそうとしている。

BBCでは， I新しいメディア環境が登場する時
代に向けて，人々が広い観点からメディアの可能

性と課題を理解し，メテ'ィアとの好ましい関わり

方を考える」ことを目標に，さまざまな企画を設

けているロ模擬番組制作体験なども含めて，放送

のしくみに対する関心を高める機会を提供する場

としてのBBCExperience ( NHKの「スタジオノfー

ク」に近いもの)の存在や，学校向けのワーク

ショップ企画や，ウェブサイトによるメディア学

習に役立つ詳細な情報提供の充実なども，そのー

伊jといえる。

視聴者に対して，番組視聴の判断に必要な詳細

な番組関連情報を提供するととの重要性は，すで

に繰り返し強調されているが，新しい時代のメ

ディアのサービス全体を考えた場合には，ごのよ

うな発想にたつ放送機関の情報提供は，今後さら

に重要になるものと考えられる。
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V.その他のヨーロッパ

イギリスのスタンスは，北米両国と対極にある

が，大陸ヨ一口、ノパ諸国では，やや様相が異なる。

乙とでは，フランスとスウェーデンの例をとりあ

げる{注46)。

1.番組ランクづけを採用したフランス:

その経緯とランクづけ導入による変化

(1 )番組ランクづけ開始のいきさつ

フランスは， Vチップの導入には否定的だが，
番組のランクづけとテレピ画面へのマーク表示に

は，アメリカより先に着手している。この国でも，

1990年代に入り，青少年の暴力事件が社会問題と

して深刻化し，テレビでも， 1995年のシーズンの

新番組に，問題となる描写を含むものが相次いで

登場した。 1995年10月，フィクション番組の暴力

描写実態分析調査 (1994年実施)の結果が発表さ

れたのを機に，番組ランクづけシステム策定へ向

けての動きが進展した。

1995.11 放送機l聞を管制する独立行政機関 (CSA)が.企放

送機関の代査を品めて。暴力描写制限に向けて

の行助を喪剖

1996.7. CSAが，半年の検討期聞を経て全テレピ周に背少

年保路規制の最終案を提示。遵守告製部j

ー・各放送周に番組ランクづけ番国金融!ift/番員会

による番組5段階分類/カテゴリー別のマーク

を決定/カテゴリーに応じた放送時間帯の配噌

1996.9 轟力による商校生死亡'1;刊でI テレピ貴j1論が再

燃。画而へのマーク去示の時期を早めることを

決定

1996.10 蛮示マーク決定。F2.F3， F1. M6の4周で。帯組

カテゴリ 分矧作業開始

1996.11 内容別1年齢別5段附ランクNけ。 3部首Iのマーク

表示。(カナルプラスは，すでに探用していた独

自マークを表示).CSAの淵査実施

1998.9. 番組ランクづけνステムの改正

①マーク岩示の改普

表示追加I 一部{修正

・カナルプラスも共通量示に審加

②スクランプル付邑番組の規定を新説

(2)放送機関で異なるランクづけのしくみ

番組ランクづけは，放送機関が独自に委員会を

設けて実施しているが，その実態はまちまちであ

る。例えば公共放送のF2では，全組織的な委員会

(制作部門，非制作部門のメンパーから構成され

る)が週1固ミーティングを開催しているが，ラ

ンクづけの議論のもとにするために詳細な番組

チェツクシートを準備している。

乙れに対して商業放送F1では，放送前にランク

づ、け最終チェックをする責任者はいるが，基本的

には個々の番組fliU作担当者が自らランクづけを実

施している。新興の商業テレビM6では，“視聴者

を巻き込んだランクづけ"を試みている。乙の放

送局は，子ども向けに相応しくない番組の放送が

最も多いといわれているが，放送局では，チャン

ネルの中心対象者である若者と母親グループを番

組評価を聞くためのミーテイングに招いて，放送

局の担当者による最終番組ランクづけの参考にし

たり，新規番組の開発にも役立てている。

このような各放送局での番組ランヲづけのプロ

セスに参加を希望する市民団体もあるというが，

放送機関側では，そうした団体は，視聴者全体の

意見を代表するグループとはいえないとみなして

いる。

(3) CSAの立場

CSA (放送機関を管轄する独立行政機関)自身

は， iランクづけの目的は，放送局に責任を持たせ
ること」というポリシーを明確に持ち，各局のラ

ンクづけについては，事前チェックを行うことは

ない。ただしCSA職員による番組モニターは実施

しており，週l回報告会が開催され，問題のある

ランクづけがあれば，該当放送局に注意を促した

り，響告を与えることもできる。罰金を課す権限

也持っているが，これまでCSAと放送局との閲に

決定的に対立した例はなかったという。

(4)番組ランクづけシステム導入による変化

このようなシステムの導入によって，シナリオ

段階からのチェックや，映画等での問題箇所の削

除や短縮，放送時間帯?の変更が増えたことなどが，

各放送局から報告されている。
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日本製アニメ番組の放送の減少も，ランクづけ

導入直後の，顕著な変化であった。フランスでは，

日本のアニメ番組の人気は高いが，ランクづけを

行うと，暴力的な描写が要因となって「子ども向

け番組としては放送できなLリカテゴリーに分類

されてしまうものが多かったためで晶る。

システム導入後，CSAが最も問題としたのは，番
組ランクづけに参加しないチャンネルが存在する

ことで， 1998年6月のCSA会長スピーチでは「検
閲を選ぶのか，自主管理を選ぶのかjという厳し

い発言があった。

(5)さかんなメテEィア教育とメディア機関の

役割

ユネスコが，映画教育の時代からメディア教育

について積極的な取り組みをみせてきた乙ともあ

り，本部があるフランスは，国際的な会議開催地

となるととも少なくなL、。アメリカや日本を含め，

多くの国々に改めてメディア リテラシー教育の

重要性を本格的に考えさせるきっかけとなった，

1990年トウールーズでの国際会議は，イギリス
BFIとフランスCLEMI(教育情報機関リエゾンセ
ンター)のリーダーシップで開催されたもので
あった他府}。

CLEMIは，情報メディアの活用を学校に浸透さ
せることを目的に1982年設立された，教育省関連
機関である。生徒のクリテイカルな思考力の育成

を重視し，子ども自身のメディア制作の支援にも

力を注いでいる。フランスでは，メディア・リテ

ラシーは，学校教育のカリキュラムには導入され

ていないが， CLEMIの他にも，テレビ教育番組
や各種教材の制作を行う CNDP(国立教育資料セ

ンター)などの例も含めて，教育関連機関が，乙

の分野にかかわりを持っている。

CNDPは公共放送 La5と協力して，メディア・

リテラシーに関する番組を放送すると同時に，ビ

デオ教材として販売もしている。La5では，交通
事故の被害者の残酷な映像のもたらす意味，人の

私生活を終日追L功Bける番組の意図，政治家の娯

楽番組出演など，多様なテー?を設定して，テレ

ビ番組の内容や構成に関するフォーラムも開催し

ている。

「子どもに及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の助向

2. スウェーデン教育放送のメディア
教育用の番組

北西ヨーロッパ諸国は，ヨーロッパの中でも，

メディアの影響に対する関心や研究，またメディ

ア・リテラシー教育において，活発な取り組みを

見せている世相。

スウェーデンでは， 1980年以来，メディア教育
は必修となっており，初等教育，中等教育のいず

れでもメディアに関する教育が行われている。国

語，芸術，公民，歴史などの教師が，授業を担当

している。教育の内容は，モラル志向(メディア

の好ましくない影響から子どもを守るというアプ

ローチ)から，探求的で生徒を中心としたアプ

ローチに変化している。

(1 )スウェーデン教育放送 (UR)の役割
メディア教育用の教材を提供するうえで大きな

役割jを果たしているのは，スウェーデン教育放送

(UR: UTBILDNINGSRADION)である。URは，ス
ウェーデンの公共放送を構成する 3機関(受信料
運営)のひとつで，教育番組を専門に担当してい

る。子どもから成人までを対象に，教育機関向け，

家庭学習向けに，多様なジャンJレの教育番組を制

作し，全国向けに放送すると共に，番組を補完す

る印刷教材，オーディオ，ビデオ教材， CD-ROM， 
そしてインターネットを通じた情報の提供も行っ
ている惜49)。

メディア教育に関連した番組も， 1980年代から
制作されている。 NHK主催『日本質J教育番組国
際コンクールで“メディア教育"向け番組が最初

に注目されたのは， 1980年代前半であったが，そ
の中には，次の番組が含まれていた。

.rアニメ映画をつくるJ:スウェーデン教育放送
制作の小学生向けの学校放送番組。 9歳の少年

が，高校生や先生の助けを得ながら，自分で

作ったストーリーをアニメ化する様子を過して，

アニメーションの成り立ちを学ぶ国語番組。

1985年『日本賞』コンクール初等教育部門の最
優秀賞を受賞。
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(2) URの最近の主なメディア教育番組
1990年代に入ってからのメディア リテラシー

教育に関連する番組としては，次のような例が含

まれている。小学校教育段階で，メディア学習の

基礎をひととおり取り上げるための教育番組が制

作されていることがわかる。

①“MedieMix & Trix" : 15分X25番組。 4-6年生
向け。1993年秋以降随時放送。すべてビデオ教材

化され，子ども向けガイドブックも発行されてい

る。

[内容]

“MedieMix & Trix"は，メディアの世界をさ
まざま立視点から，楽しく分かり易く紹介し，子

どもの創造的な活動を刺激するねらいを持つ番組

である。テレビ局の建物の管理人で?自分の番組

を作っては槌密の場所からこっそり放送している

というステファンと，その手伝いをする女の子ク

ララが，愉快なドラマを繰り広げながら，メディ

アの世界のいろいろなしかけを紹介し，メディア

を過してさまざま立制他がどのように伝迷されて

いるのかを紹介していく。

『むずむずするよJ(“For itchy五ngers")とp
う番組では，次のようなことを取り上げている。

静止画で、ある写真や絵は見る人に何を伝えている

か， 1枚の絵からいかに多くのことを感じるとと

ができるか，同じ画でもズームアップしたり，目

線を変えるごとで，どのような印象の逃いが生じ

るか，ステファンとクララは，いろいろな所に出

かけて，実際に試していく。子どもたちに，映像

を理解していくうえでの基本を，身近な例で具体

的に見せている。

このシリーズでは，映像作品におけるストー

リーや音の役削，搬E日技術?映像t澗集の意l凡など
をとりあげる番組のほか，演劇やオペラ，パレー

などの舞台装置，仮面・衣装や，マリオネット，

アニメーションをテーマとする番組も含まれてい

る。全体としてはテレビや映画にかかわる内容が

多いが，新聞やラジオなどのメディアをとりあげ

る番組も含まれている。

ステファンとクララの楽しいドラマが子どもを

引き付けることに成功している番組だが，彼等

は，メディアや芸術に関連する多岐にわたる分野

のプロたちを訪ねて，本物をじっくり紹介する役

割也果たしている。
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②“円Imifilm":30分X4本。 4-9年生向け。 1998/

99年の秋・冬シーズン放送。

[内容]

毎回， 9-12歳の子どもたちが登場して，自ら

の映像制作体験も含めて，映像を創るという己と

に関して考えているさまざま立ごとを 1淡々と述

べていく。(日本では一般的ではないが，ス

ウェーデンの教育番組では，他のジャンJレの番組

でも比際的よく用いられる手法)

③“Animationsfabriken" (Animation Factory) : 60 

分。 4-9年生向け。 1997年11月27日，生放送。

[内容]

400人の子どもたちを放送局URのスタジオに
招き 1テレビ番組やアニメ作品がどのように作ら

れていくのかを子どもたち自身が体験するワーク

ショップの様子を，番組化したもの。スタジオに

集まった子どもたちは，グループに分かれて，そ

れぞれアニメ作品を制作していく。放送局のさま

ざまな分野のプロたちへのインタビュー，子どた

ちへのインタビューなども抑入されている。

その他にも，URの教育番組・ビデオリストには，
一般成人向けも含めて，メディアについて学ぶ際に

参考となる番組が各積紹介されている。「ニュース

はどのように作られるのかHマスメディアは男性
の仕事，女性の仕事をどのように描いているか」

「職業としてのメディアのいろいろ」をテーマとす

る番組などが含まれている。毎年新規に番組を制作

しているわけで、はないが，国が早い時期からこの分

野の教育に力を注いできた乙ともあって，教育専門

の放送機関が多岐にわたる番組を制作し，ピデオ教

材としてストックする結果となっている。



VI.オーストラリア

1. r子ども向け番組育成」の観点にたつ
番組分類

(1 )積極策としての子ども番組基準

「テレビ番組のランクづけJといえば，一般的に
はJ子どもに好ましくない内容や描写が含まれて
いることを警告する」意味合いが強いが，乙の点

に関して，オーストラリアは，ユニークな発展を

みせてきた。

テレビ初期から，アメリカやイギリスからの輸

入番組が多く，公共放送と商業放送が並存する中

で，自国の子ども文化にふさわしい番組を十分確

保し，質を高めていくことは容易ではないと判断

し， r子ども向けテレビ番組基準」を設けて，積極
的な形で「子どもにふさわしい番組」を評価・認

定し，図面にマークを表示するシステムを発展さ

せてきた惜刷。

1970年代を通して囲内でさまざまな議論を行っ

た結果， 1979年商業放送監督機関ABT(現ABA)

が，子ども番組の質と量を確保するために，商業

テレビ各局に対して，

・楽しめると同時に知的・社会的ニーズを満たす

良質の子ども向け番組(6-13歳向け)として

事前認定を受けた番組 (C番組)を最低週3時

間放送する乙と

・CMで中断されない30分以上の就学前児童向け

番組 (p番組)を平日に毎日放送すること

という放送義務づけを開始した。番組の認定を行

うのは， ABT(ABA)内に設置された 「子ども番

組委員会jである。

以降， C番組， P番組それぞれの規定時間畳の増

加や放送時間帯の詳細な規定， P番組の事前認定

化，オーストラリア製番組(とくにドラマ)に関

する放送規定と時間量の増加などが追加され，今

日に至っている。

放送時間帯については， 1979年時点のJレールで

は， C番組は平日の 16:00-17:00という限定され
た時間枠内での放送を義務づけられていた。しか

し，子どもにとって必ずしも好適視聴時間ではな

いことや，複数ある商業テレビ局が類似の子ども

「子ど也に及ぼすテレビの影響」をめぐる各国の助向

向け番組を放送する傾向が顕著になり，子どもが

たちがrc番組」から離れていく結果となった。そ
こで，全体の放送義務づけ時間量を増やす過程で，

放送時間帯も実態に合わせて，幅をもたせるよう

になっていった。

子ども向け番組の3宅訂正放送時間量の設定だけで

なく，

・オーストラリア製番組(とくにドラ7やアニメ)

を一定量確保して，テレビを通して独自の文化

を子どもたちにアピールしようとしている点

・安易に輸入番組で規定放送量を埋めつくすよう

な乙とがないよう配慮している点

・小学生向け番組と幼児向け番組を異なる種類の

番組として扱いを別にしている点

などが注目される。

なお，最低義務づけ放送時間量は， 1979年の1

週間あたり5回日時間 (C番組3.0時間+P番組0.5時

間X4日)から，現在の7.5時間(年間390時間)

にまで増加した。

1996年1月発行の
「子ども向けテレビ番組基準」抜粋

-各商業放送局は1年間最低39011寺岡子ど也向け番
組(14歳未満対象)を放送しなくてはならない

.この中には，少くとも

rc番組J(r小学生に適した番組基準」
に該当する番組) 260時間
rp番組J(r就学前児童に過した番組基準」
に該当する番組) 13011守間
を含まなくてはならない

.c番組放送時間帯
平日 7:00-8:00と16:00-20・30
週末と学校の休日 7:00-20・30

• p番組放送時間滞

平日 7:00-16・30
-放送局は， C番組， P番組の放送スケジュールを

ABAに文書で提出しなくてはならない
・オーストラリア製新作ドラマは，最低年32時聞を
CI時間帯で放送しなくてはならない

'C番組の年間放的時間量の最低50%は，オースト
ラリア独自の内容をもっ初放送の番組でなくては

ならない

ほか
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公共放送ABCでは，この議論が始まった時点
で，すでに一定量の子ども向け・幼児向け番組を

放送しており，内容面で問題となるようなことも

なかった。そこで，商業テレビ局の場合のような

番組事前認定や年開放送時間量の義務づけの対象

となっていない。

(2)番組基準を支える番組育成システム

このような番組基準を設けるだけでなく，質量

ともに基準を満たすための番組制作を実質的に支

援するための機関として， 1982年に，連邦政府の

財政負担により，オーストラリア子どもテレビ財

団 (ACTF)が設立された点も見逃せない。 A口F

は，子ども向け番組の制作にかかわる人材の発掘

や育成に寄与しながら，自らも番組の開発，制作

を行い，その番組は世界各国で放送され，高い評

価を得ている。BBCはじめ主要放送機関との共同
制作にも積極的である。

A口F創設以来代表を務める P.エドガ一博士

は，高等学校，大学教師を経て，放送規制監督機

関で子ども番組に関するルーJレづくりにも関わっ

た後， AI訂 Fを率いることになった人物である。

(3)システムの評価と海外への影響

このユニークな番組基準の設定からすでに20年

が経ったが， ABAでは，A!口F等と共同で，この
間の子ども向け番組の放送実態の変化の分析研究

を行っている。

・子ども向けドラマを中心に，オーストラリア製

番組の充実に力を入れた結果として，子ども番

組全体におけるオーストラリア製番組の比率が

上昇した

(1970 -83年 67%， 1996 -99年 88%) 

・複数ある商業チャンネJレが，それぞれに，子ど

も向け番組の得意ジャンルを持つようになった

・視聴率の面では， 90年代後半になると， C番組

の判定を得ていない子ども向け番組，およびド

ラ7以外のC番組では，低下傾向が見られるの

に対して，オーストラリア製ドラ7のC番組は

同レベルを保っている

・番組の質的評価については，乙の調査では直接

データ分析をしていないが， 20年間で，国際コ

ンクール等での受賞経歴などから，評価が高

まっている

などの結果を報告している惜判。

このようなオーストラリアのシステムは，海外

から也広く注目されてきた。アメリカでもそのア

イデアを取り入れて， 1996年には，商業テレビ局

に「最低週3時間は子ども向け教育・情報番組放

送の義務づける」ことが決定された (p.51)。そし

て1999年10月には，日本の民放テレビ局でも「週

3時間Jレール」をスタートさせた。しかし，何を

もって子ども番組として認めるのか，その認定を

各放送局の判断に任せるのでなく， ABAのような
規制監督機関が実施している点は，オーストラリ

ア独特のシステムといえる。

2.一般向け番組に対する番組ランクづけ

(1 )放送時間帯と連動するランクづけ

オーストラリアでは，番組一般を対象としたラ

ンクづけも設定され，放送時間帯と連動して実施

されている(図 3)。商業テレビの番組について

は，商業テレビ述盟の番組コードで詳細が規定さ

れている。公共放送ABCについては， ABCCode 

of Practice (最新1998年)で規定があるほか， Edi-

torial Policies (1998年4月)でも，暴力描写や性

描写など，子どもへの影響に関連する事項につい

ての考え方が示されている。

公共放送，商業放送いずれの場合も，番組ラン

クづけは，法務省所管のOFLC(映画・ビデオなど

のランクづけ実施機関)が，映画やビデオのラン

クづけに用いているガイドラインを参考に行って

いる。

(2)閥査に見る人々の関心

オーストラリアでも，イギリスの場合と同様，

商業放送の規制監管機関ABAが，視聴者の意識調
査を含む各種調査を実施したり，番組に対する苦

情に関する分析を行っている。

表11(p.88)は，この 1年間に，正式な手続き

を経て商業テレピに寄せられた番組に対する苦情

の内容の結果を示したものである。番組ジャンル
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図3 オース卜ラリア商業テレビの番組ランウづげと般送可能時間帯

オーストラリア商業テレビの番組ランウづけと放送可能時間帯

i!l11111I，HIVI初出説II I I I 

]白日計州H

[商業テレビ]

ニュース，時事問題番組，スポーツ中継を除〈全ての番

組が対説。

G :全ての年齢にふさわしい
(子ど也だけで視聴して也問題なL寸

PG : 15歳未満では親の指導が望ましい
M : 15歳以上の成熟した視聴者向け
MA:成熟した成人視聴向け
AV:成熟した成人祝I聴向け

-各ランクの具体的内容については，暴力，性描写1言諜，

薬物，自殺，真似しやすい危険な行動，成人向けの話題，

なEの項目ごとに，詳細川示されている。
• M， MA， AVは，いずれも f15歳以上が対象」だが，と
り品げる内容や表現が， Mより也MAが強いごと， AV 
は， MやMAに比べて，テーマそのものの暴力性や暴力
描写の強度の面で，とくに留意を要する也のとして，

1999年新設されたランクで品る。

・全てのランクづけは，番組の最初，コマーシャル直後，

番組プロモーション中，最低3秒以上提示しなくてはい
けない。

M， MA，AVについては，表示の意味を文字でも示す
ほか，懸念の理由について，以下に示す要領で，アル

ファベットで表記することになっている。

A 成人向けテーマ，医学的手統き

D:諜物の使用/言及
H ・恐怖

L :乱暴な言語表現
N: ヌード
s 性についての言及/性描写
V:暴力

番組ランクづけ対象外の番組でも，G番組時間;/jfに放送す
る場合は，子ど也の主脚色にふさわしい留意が求められる。

また，事前警告として放送前にアナウンスや文字による

情報提供を行うことが求められている。

FAC1百 CommercialTeJevision lndus句，Code of Practice 
(ApriJ，199の

〈グラフの読み方〉

fG時間;IIfJには， G番組かC番組， P帯組しか放送でき
ない。 fPG時間~IFJにはPG番組のほかG番組が放送さ
れて也かまわないという意味である。

fc番組JfP番組」時間帯は，各番組としてABAから認
定を畳けた一定時間鼠の番組は，~の時間41F内で放送し

なくてはならないという意味を持つもので品る。

[公共放送]

G すべての年齢にふさわしLミ(学齢児誼，就学前児童
向け番組も含む)

放送時聞の巾IJ~.目立し

PG : 15歳未満では親の指却が望ましい
平日 8・30-16・00 19・30-6・00
休日 19・30-6:∞ 

M : 15歳以上向け

平日 12・00-15・0020:30-5・∞
休日 20:30-5:00 

MA: 15歳以上の成熟した成人向け
平日/休日 21: 30 -5・00

PG， M， MAの番組(ニュース， I時事番組，一般情報，
スポーツ中継は除く)についてはl番組の最初および番組

プロモーション中に，マーク表示が必要で，さらにMと

MAでは，視聴者にその理由を情報提供(音戸と映像で)す
ることが求められている。
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表11 番組ジャン)~，内容別にみたオーストラリア商業テレビの番組に対する苦情件数

(19ゆ9年4月-20凹年3円)

おコ処!性fl'，i写 l'rr]応 J語力 自殺 都物 得制l 偏見 プライ コマーシャJレ クロ目ズド i'!'r't'Jの 全体

ヌド づかい 姉写 挽写 使JJJ 分知 不正雌 バシー )，1別 内容抑入刷所全般 学高E 械い
合計
比市(%)

子ど志向け
1 4 3 2 1 l 12 1.3 

(Child陀 n'5)

コメディー

(Con児dy)
71 2ゆ 25 3 34 42 3 l 1 209 22.8 

カレントアフェア

(CurrentAffai悶)
8 2 3 4 23 50 10 11 2 2 115 12.5 

ドキュメンタリー

但ocumentary)
1 8 9 2 20 2.2 

ドラマ

(Drnma Series) 
18 10 11 25 3 10 6 1 B4 9.2 

ゲーム

(Game) 
。。

インフォメーション

。nfonntruon) 12 6 30 9 2 28 1 3 91 9.9 

映画

刷ovies)
6 17 11 8 1 6 5 1 55 6.0 

ミュージ7クビデオ

刷聞記V;d四)
2 2 2 6 0.7 

エユース

別e岨)
3 3 13 18 10 2 1 2 52 5.7 

スポーツ

(Sport) 
1 1 1 1 6 2 12 1.3 

"ラエティー

(Variety) 
17 10 8 5 15 1 56 10.5 

番組ジャンルの特定立L

(Unspecified) 
1 2 " 1 2 111 3 6 149 16.2 

番組プロモーション

(promos) 
20 3 8 20 3 1 1 56 6.1 

合 ftI' 160 88 111 。 10 166 71 20 109 32 132 5 9 4 917 1凹価|

全体比滞(%) 17.4 9.6 12.l 。 1.1 18.1 7.7 2.2 11.9 3.5 14.4 0.5 1.0 0.4 100.0% 
出。四半111ごとに括去される F'"口'SCommercial Te!evisios lndustry Code Qf斤'actice:Complaints Summ可ryをもとに作成

および苦情内容別の詳細な分類が提示されており，

人々の意向をどのような観点で分析しようとして

いるかがわかる点で興味深い。

苦情項目として「番組分類J(番組の実態とラン

クづけのずれの指摘)が設けられており，しかも

それが回答の第一位となっている点が注目される。

番組ジャンル別にみると， iコメディー」が最も多
く，ここでも「番組分類」は， i性描写Ji差別」に

ついで多い理由となっている。「子ども向け番組」

に対する苦情が極めて少ないのは，オーストラリ

ア独自の「子ども向け番組事前認定制度」に負う

ところが大きい。

19明年に実施された視聴者の意識調査は，人々

が寄せる番組の内容についての苦情件数は少ない

と分析しており，その理由として，苦情を寄せる

ことで実際にテレビを変化させることができると

思っている人が少ない点と，苦情の表明の方法を

知らない点をあげている{注目}。
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3.学校放送にみるメディア・リテラシー
番組の充実

(1 )実績あるオーストラリアのメディア教育

オーストラリアは，カナダ同様，子どもにとっ

ての自国文化を重視する立場から，独特の方法で，

子ども向け番組の開発・育成に力を注いだり，子

ど也の視聴が多い時間帯に放送される番組の内容

に対する規則を設けてきた。

その一方で，メディア教育の重要性も早くから

認識しており，学校教育への導入も進めてきた。

イギリスやカナダと並ぶメディア教育先進国であ

る。とくに活発なのは，中等教育で，芸術，国語，

テクノロジー科などの教師が担当してきた。 1990
年代には，初等教育にもメディア教育の導入が進

んだ。現在では，すべての州で，国語の一部とし

て，あるいは独立教科として，メディアについて

学習することになっている。

(2)学年層別向けの充実した学校放送番組

乙うした背景もあるためであろう。公共放送

ABCでは，メディアに関する学習に活用できる番

組を，学校放送の一環として，初等・中等教育向

けに，複数シリーズ放送している。いずれも「国

語」に位置づけられ， 15分X10番組構成。該当3
シリーズについては，以下に概要を紹介するとお

りだが，学校放送サービスとしては，との分野で

は，世界で最も充実した番組を提供している固と

いえる。ABCの学校放送は，イギリスのBBCやC4，

カナダTVOの学校放送番組を購入して放送してい
るものが多いが，メディア学習に関する分野の番

組は，すべてオーストラリアで独自に企画，制作

されている。

①“MORE THAN WORDS" ([乙とばの魅力J)
小学校低学年向け国語番組。15分X10番組。少
女とぬいぐるみのキャラクター(超能力をもっ宇

宙の蹴f仰とL、う設定)が，ユーモラスなかけあい

を過して，言葉の世界をさぐる番組。オーストラ

リアの児童文学や予ともに馴染みのテレビ番組が

登場する。
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く各国のテーマ〉

Iライター

2海図

3情報を探す

4.テレビ(1)

5.テレビ (2)

6.音寺

7.広告

8.話す=とと|瑚くこと

9. 1"くごと
10おとぎ稲のステレオタイプ

2回にわたる「テレビJの番組は，女の子とキャ
ラクターが， ABCの人気子ども番組の制作スタ
ジオを訪ねるとごろから始まる。2人は番組づく

りに関心を持ち，ピデオを借りて番組作りを試み

るが，うまくいかず，プロのメンパーたちに，テ

レビというメディアの基本的文法を教えてもら

い，改めて番組制作に挑戦する様子が楽しく拙か

れる。

[1.ライターJという番組は1 主人公が，児童
文学の作家やテレビの台本作家に，さまざまな質

問をしながら，物語を創作する際のひらめきや苦

労を知り，自分でもお話づくりの雌しさを体験す

るという内容。 1995年の『日本質』教育番組国際
コンクールで初等教育部門優秀作品に選ばれた。

②“The Text Files"小学校高学年中学生向け国語
番組。 15分X10番組。
多様な形態のメディ 7・テクストを取り品げ，

言語構造を調べながら 1メディアの特徴とその本

質をさぐる番組。2人のティーンエイジャーがス

キットを繰り広げながら番組を進行する。番組

は1子どもたちが，メディ 7・テクストに関する

知識を生かして，クリテイカJレな利用者になるば

かりでなく，目的と対象者に応じたさまざまなテ

クストの創造者(制作者)になるよう勇気づけて

いる。

く各国のテーマ〉

Lホラー小説 10代の子どもたちの悶で人気が出
たホラー小説の特性分析

2.ビルボード(広告)

3新聞記事記事の構成，見出しの工夫，言葉の

極類，紙面レイアウト

4.映画・カメラと照明

5映画:編集と音声

日コミックス(漫画)

7演劇:[マクベス」の地方公演を取りあげて，演

瑚lの様々な要素を分析
8.テレピコマーシャJレ
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@Australian Broadcasting Corporation 

9 メロドラマ:とのジャンルのフィクション番組

制作の舛台裏の紹介を過して，批判的に見るこ

との意味を学ぶ。

10コンビューター 冒険ゲーム:映像，活字，音

声という多様な要紫を組み合わせて進行する

ゲームのストーリーを，プレーヤーを過して分

析。映像と音声の効果を探る。

③“Inside Out" ([舞台裏からみた言葉の世界J)
中・高校生向けの国語番組。 15分X10番組。

アップテンポなドキュメンタリー形式の番組。言

語の機能に対する理解や批判的認識を育てるだけ

でなく，自らも創造者となるよう動機づけること

をねらいとしている。番組には，10代の若者たち

によく知られている著名人とのインタビューや生

徒とのインタピューが登場する。

く各国のテーマ〉

1作詞

2ビデオヲリップ:3分，4分の短いl映像には，たく

さんのイメージがつまっているが，非常にわか

り易い場合也晶る反面，象徴・比散が含まれてお

り，解釈が多岐にわたることも多い。人気歌手の

ビデオクリップなどをとりあげて，分析する。

3.シンボリズム(象徴化)

4テレピコマーシャル

5.ユーモ7

6.1吹商の分析

7.テレビニュ-A

8.ディレクターによる解釈の逃い:同一テキスト

であっても，俳優，舞台装置やロケ地，衣装な

どを決定するディレクターの述いによって，ど

のように異なった解釈になるかを示す。 !~'I境対

照となるのは4租類の「マクベス」

9グループディスカッション

10公式スピーチ(人前で話をする)

(3)メディア教育も支援するACTF

子ども向け番組の制作を実質的に支援する機関

として重要な役割jを担う ACTF(オーストラリア

子どもテレビ財団)は，自らが制作したテレビ番

組やビデオ(主に家庭視聴向け)を索材に，教師

向け授業案を開発して，ウェプサイトで提供する

ととにも力を注いでいる。乙の中には，メディア

教育の観点から活用できる例が，多数含まれてい

る (www.ac百'.com.au)。

「テレビや映画がどのような過程を経て制作され

ているのかJiテレピを見ることと本を読むことの
類似点と相違点」といった観点で授業を進める際

の参考教材も，子どもが好きなアニメを含む

A口F制作の番組を活用して作成している。
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今後に向けて

~新たな時代の議論と研究の展開のために~

本稿では，子どもに及ぼすテレビの影響，とり

わけ近年注目されている，映像摘写をめぐる課題

に焦点在当てて，各国がどのようなスタンスで対

応を進めてきたか，新たな展開をみせようとして

いるのか，特徴的な例を取り上げて紹介した。

当然のごとながら，放送制度， i子どもとテレ
ビ」をとりまく環境，社会特性などの速いによっ

て，さまざまな速いがみられる。いずれかの国の

例を，そのまま日本に当てはめることは適当でな

いものの，各国それぞれから，学ぶことのできる

具体例や考え方があるように思われる。

商業放送主導で発展してきたアメリカは，長年

にわたって，映像描写をめぐる懸念の原因を，自

国だけでなく他の国々へも与えてきた立場にある

が，ついに i1996年電気通信法」という法律で，世

界に先駆けてiVチップ制度」の導入を決定した。
“規制強化"対応策を強く打ち出し，そのととが，

制度や環境の異なる世界の多くの国々に，改めて

映像描写の影響をめぐる大きな議論のきっかけを

提供することになったのである。

諸外国では， Vチップ制度の導入に共感する国

は少ないが，社会全体が「子どもに及ぼすテレビ

の影響」に対する問題意識を持ち続け，常に何ら

かの解決策を講じようとするアメリカのダイナ

ミックな動きや社会のエネルギーには，学ぶとこ

ろが大きLミ。遅まきながらスタートした本格的な

メディア・リテラシーの取り組みは，全国的に広

げることの難かしさはあるようだが， 1990年代ア

メリカのもうひとつのパワーとしてとらえる意味

があろう。

オース卜ラリアは，そのアメリカに， Vチップ
とは異なる観点から.i子ども向け番組の放送義務

づけ」というアイデアを提供した固である。この

義務づけは，避けるごとの難しいアメリカ製テレ

ビ番組の影響に対する対処策として， 20年前に生

み出されたものだが，同時に「自国の子ども文化」

「子ど也に及ぽすテレビの影響」をめぐる各国の動向

にふさわしい番組を積極的に育成するシステムを

作り上げ，一定の成果をあげている点で注目され

る。

また，)1ディア教育の歴史が長いことから，学

校放送でもこの分野の番組が充実しており，現在

放送されている番組のカリキュラムや内容は，日

本でも，今後の教材開発を考える際，大変参考に

なる。

カナダ也，オーストラリア同様，あるいはそれ

以上に，子どもに対するアメリカ製番組の影響を，

文化と描写内容の岡面から懸念してきた国である。

映像描写の影響に関して「市民の意識とメディ

ア・リテラシーなどの教育」を重要と考える姿勢

が強く，放送機関が，経験あるメディア教師たち

と共同で，乙の分野の教育・学習に役立つ番組や

教材を多数制作してきた。その実績は，現在，日

本を含めた多くの国々が，関心を寄せている。

2∞1年，カナダでは，アメリカとは異なる意味
合いで，つまりメディア・リテラシー教育をさら

に補足するものとして， Vチップ制度が導入され

る。その効果がどのような形で表れるのかが，注

目されている。

日本では， iメディアに関する教育・学習」の重
要性に対する関心がようやく高まり始めたところ

だが， iメディアを用いた教育」としての放送教育
や視聴覚教育の歴史は長1'0 NHKが，長年培っ

てきたこの分野での全国の学校，教師とのネット

ワークを生かすことで，この新たなテーマにも取

り組むことができるのではないだろうか。 I章で

紹介したとおり，日本の学校放送がスタート時の

基本理念の中に， iメディァ・ 1)テラシー教育の重
要性」を含めていたことを考えると，自然な流れ

のようにも思われる。

ヨーロッパは，公共放送主導で発展してきたた

め，後発の商業放送に対しても，免許付与条件の

中に，青少年保護を含めた一定の番組基準の順守

が義務づけられてきた歴史的背景がある。フラン

スのように「番組ランクづけと画面へのマーク表

示」を行っている例はあるにしても， Vチップの
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導入については，北米のように積極的ではな¥>，

とくに，イギリスでは.rvチップ制度も，その
前段階としての番組ランクづけも，問題の根本的

な解決策にならないjと明確な立場を示しているロ

映像描写をめぐる問題の深刻化は，イギリスに

とっても重要なテーマだが，これまでの積み重ね，

経験を生かした独自のアプローチを見せている。

「午後9時のJレーJレ」に代表される，長年にわた

る放送機関と視聴者の信頼関係を尊重したうえで，

放送機関は視聴者の判断に必要な番組情報提供の

さらなる充実に努め，またすでに実績あるメディ

ア教育についても，新たな時代に適応する形の展

開を考え，イギリスの映像文化，映像産業の発展

に結びつけていくことをめざして，さまざまな具

体策の検討が進められている。

根底には，外から加わる力によって設けられる

規則の実効性に対する疑問が感じられる。とれま

での経験を十分生かして，社会的に納得できる

ルールを設定し，根本的な解決につながる具体的

な対応を進めることにこそ意味があるというのが，

イギリスの考え方である。 90年代のnj<像描写をめ
ぐる議論でも，乙のスタンスは随所に表れている。

第田章で紹介した1993年の 11 C (世界放送通

信機購)年次大会のパネルセッション“Global

Television and TV Violence"に登壇したコリン・

ショー氏(当時BSC事務局長。 BBC出身)の，

静かな中にも毅然とした発言が思い出される。

ショー氏は，当時アメリカやカナダで検討が進め

られていた番組の暴力度評価のような考え方(番

組ランクづけ)は，問題の有効な解決策にはなり

得ないのではなL功、と指摘したうえで，あくまで

個人的見解としながら，彼自身が今後重視したい

とととして次の3点を挙げた。

1.意図して番組分類を行うのではなく，健全な

番組編成を行う乙とによって，おのずとふさ

わしい番組が，ふさわしい時間帯に提供され

るようにする

2.視聴者と放送局の意思疎通をはかるために，

放送局ができるだけ広範な情報を視聴者に届

けることを (BS Cとして)奨励する

3. メディア教育に力を入れることによって，視

聴者，そして番組提供者自身が，最終的に，よ

り高い番組の基準を求めるようになる乙とを

めざす

これは，現在イギリスが示しているスタンスそ

のものである。アメリカでのVチップ導入決定よ

り2年以上前，日本ではまだほとんどVチップと

いうととばが知られていなかった時期のごとであ

る。筆者自身.r子どもとテレピ」に関する研究の
中で，乙の分野のテーマを意識するきっかけと

なったのは，乙のノTネJレセッションてa品り，とく

に隣の席で直接聴く機会に恵まれた，ショー氏の

この発言であった。

映像描写をめぐる課題の解決に向けて，各国さ

まざまな対応策が展開される中で.1メディア・リ

テラシーの育成，向上/そのための教育・学習Jに
対する関心の高まりは，いずれの固にも共通した

特徴といえる。

そとには， rメディアの困った問題に対処する」
という発想が強いアプローチ(アメリカ)，文字の

読み書き「リテラシー」の発展型としての「映像

リテラシー」の発想が可能なメディア教育先進国

(イギリス，カナダ，オーストラリア)のアプロー

チ，という述いが存在する。しかし，新しい時代

へ向けての取り組みとしてJプロとしてのメディ
アの制作者と子どもとが相互にかかわり合いを持

つ機会」が増えている点は，いずれにも共通した

特徴である。

その背景には，テレビを含むメディアの環境そ

のものが，“送り手"と“受け手"を二項対立とし

てとらえるこれまでのコミュニケーション論の枠

を超える状7兄になっているという現実が存在する。
そのような状況下でも，映像描写をめぐる問題

が無くなるわけではないが，そこでは，むしろ

“メデイアの新しい可能性を最大限に引き出す"と

いうアプローチが重視されるチャンスが大きい。

本格的なデジタル時代に向けて，テレピ/メディ

アは，子どもたちにどのような新しい環境とソフ

トを提供できるのか。子ども自身が，さまざまな

段情で番組の制作過程に深くかかわるととが，す
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でにあちこちで進行している。

こうした時期にこそ，ショー氏も述べていると

おり， rメディア教育に力を入れることによって，
視聴者，そして番組提供者自身が，最終的に，よ

り高い番組の基準を求めるようになる乙とをめざ

す」ととが重要な意味をもつであろう。そうした

ととをめざすためのよいチャンスととらえること

ができょう。研究面でも，r子どもにとっての新し
いメディアの可能性を引き出す」というアプロー

チが，乙れまで以上に重要になってくるものと考

えられる。

( ，こだいら さちこ)

「子どもに及ぼすテレピの影響」をめぐる各国の助向

注/参考文献

はじめに

1.本テーマに関連する各国の動向については，

以下の論文，報告書でも発表してきた。各国

の情報に関連する文献の紹介を含むものも多

いので，基本参考文献として列記する。

〈基本参考文献〉

(1)小平さち子rw子どもとメディア』研究の動向
一新たな研究の方向をさぐるために-J W'Y' 
ス・コミュニケーション研究J54号， 1999.1. 
pp.ι20. 

(2) 一一一一一一「映像描写をめぐる海外の調査研

究最新政I向~“子どもとテレピ"を中心に-J
WNHK放送研究と調査J1998.8. pp.2-21. 

(3)一一一一一一「欧米にみる“子どもに及ぼす映

{象摘写の影響"研究JfNHK放送研究と調査』

1996.9. pp.2-21. 
(4)一一一一一一「テレビにおける暴力描写をめぐ
る各国の動向JWNHK放送研究と調査』

1994目1.pp.22-31. 
(5)一一一一一一「新しい時代を迎えた世界の子ど

も番組JfNHK放送文化調査研究年報J37集，
1992. pp.73-105 
(6) r子ども文化にとってのテレビー
海外の“子どもとテレビ"をめぐる動向から

ーJW NHK放送文化調査研究年報J32集，
1987. pp.127-155. 
(7)一一一一一一「映像描写をめぐる規制動向と調

査研究ー欧米諸国を中心に-J[公共性プロ
ジェクト報告書11999.6. pp.14. 

(8)一一一一一rwメディア・リテラシー』をめぐ
る放送機関の取り組みJ[公共性プロジェク
ト報告書12000.3. pp.28. 
*デジタル時代の新たな子ども向けサービスの

展望については，別稿で発表予定である。

(9)小平さち子「子ども向けサービスの展望~欧

米メディアの最新動向から-JWNHK放送研

究と調査J2000.1. pp.5ι87. 
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I 日本での議論の展開

2. W青少年と放送に関する調査研究会報告書』
1998.12. pp.46. 

3. W青少年と放送に関する専門家会合取りまと

めj1999.6. pp.29. 

4. r放送分野における青少年とメディア・リテ
ラシーに関する調査研究会報告書j2000.6.21. 

pp.206. 

5. 2000年には，雑誌記事，報告書や研究論文に

加えて， [メディ 7・リテラシー」に関する単

行本の発行も続いた。

・日本放送労働組合編『送り手たちの森ーメ

ディアリテラシーが育む循環性-j 2000. 

・菅谷明子『メディア・リテラシ一一世界の

現場から-j岩波書庖， 2000目

・鈴木みどり編WStudyGuideメディア・リテ

ラシー[入門編Jjリベルタ出版， 2000. 

-水越敏行編『メディア・リテラシーを育て

る』明治図書， 2000. 

6 具体的な事例の詳細については，基本参考文

献 (8)のpp.3.4を参照。

7. 日本放送協会発行資料『日本に於ける教育放
送j1937. pp.105-111. 

E アメリカ

8 この点については，基本参考文献 (6)の

pp.144-148を参照。

9.小平さち子「アメリカにみるデジタル時代の

子ども向けサービス-PBS Kids Channelの開

始をめぐってーJr NHK放送研究と調査J
1999.9. pp.2-27. 

10.この点については， FrC報告書 Marketing 

Violent Ent，目指inmentto Children (Sept2000) 

の“AppendixA : A Review of Research on the 

Impact ofViolence in Entertainment Media"が

わかりやすく取りまとめている。基本参考文

献では， (1) (2) (3)が参考となる。

11.詳細は，基本参考文献 (3)pp.9-10で紹介し

ている。原著は，注16のNa白ionalTelevision 

Violence si加dy.Vol.1 (1996)である。

12.基本参考文献 (3)pp.2-5 

13. この間の経緯については，以下が参考となる。

-基本参考文献 (4)pp.22-25. 

-向後英紀「米 11996年テレコミュニケー

ションズ法』と放送産業~メディア所有問

題と“暴力"番組規制を中心にJWNHK放
送研究と調査j1996.5. pp.20-29 . 

---[アメリカにおける番組ランク

づづ、けシステムと

放送研究と調査J199貯7.5.pp.2-29. 
14. アメリカの子ども向けテレビの改善のため

に，イギリスや日本の公共放送制度，オース

トラリアの子ども向け番組義務づけシステム

の研究を行った E.Palmer (1セサミストリー

ト』の番組開発研究者)の著書は， [1990年子

どもテレビ法」制定を支援する結果となっ

た。

. Palmer， E. L. (1988) . Television and 

America's Children: A Crisis of Neglect. 

Oxford Univ. Press. (小平による文献紹介

WNHK放送研究と調査j1989.11.) 

15 この間の経緯の詳細については，注9の論文

を参照。

16. U C L A調査については， UCLA Center for 
Communicaion Policy編 UCLATelevision 

Violence Monitoring Report 1995 (1995) /同

1996 (1996) ，最終年度は The UCLA Tele吋-

sion Violence Report 1997 (1998). 

NTVS研究については， The Center for 

Communica世onand Social Policy， U CSB. 

National Television Violence Study. Vo]，目1.2.3.

Sage Publications， Inc. (発行年は，それぞれ

1996， 1997， 1998). 

・基本参考文献 (3)のpp.4-16，(2)のpp.3-

6では，それぞれの調査の特徴と主な結果

を紹介している。

17. Kunkel， D. (1998). One Year Out: Rating the 

TV Ratings. Kaiser Family Foundation. 

18. Kaiser Family Foundation. (1998). Parents. 

Children and Te!evision Ra白ngsSystem.およ

び KFF.(1999). Parents and the ，λchip: A 
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19. KFF. (2000). Paren白andV-chip 2000. 

20. APP Cが2000年に発表した関連調査報告書

は以下のとおりである。

-η1e Annenberg Public Policy Center of the 

UniversiザofPennsylvania. (2000). 

Pub!ic Po!icy， Family Rules and Children's 
Media Use in the Home. / Is the Three -

Hour Rule Living up to iおPotential?:An 

Analysis of Educa白ionalTelevision for Chil. 

drenin血 1999/2000Broadcast Season. / 

Media in the Home 2000: The F:低hAnnual

Survey of Parents and Children. / The 

1n陪metand的eFi血刀ily21α00:The View from 
Parents， The VIew止omKids.

. 1999年以前の調査についても， APPCの

ウェブサイトでアクセスが可能である

(www.appcpenn.org) 

21. Federal Trade Commission. (2000) 

Marketing VIolent Entertainment to Children: 

A Review of Self-Regulation and Indus古yPrac-

ticesin的eMo白叩日'cture，Music Recording 

& Electronic Game 1ndus仕"Ies. (FTCのウェ

ブサイトでアクセスが可能)

22. 7;1リカのメディア・リテラシーの取り組み

は， CMLのような市民団体をベースにした

活動が中心だが， CMLのウェブサイトは，

内外の基本情報，参考資料へのアクセスの面

でも充実している (www.medialit.org)。

23 本稿で紹介するのは，全国向けに放送されて

いる番組やサービスの一例であるが，アメリ

カでは，乙の{由に，サンフランシスコの公共

テレビ局はじめ，地域の放送機関でも，さま

ざまなプロジェクトを展開している。基本参

考文献 (8)pp.19.24参照。

E カナダ

24. 乙の聞の経綿については，以下が参考となる。

・基本参考文献 (4)pp目2品29.

-古城ゆかり「テレビの暴力描写はどこまで

「子どもに及ぼすテレビの影響Jをめぐる各国の助向

許されるのか~カナダの先駆的試みーJ
WNHK放送研究と調査j1998目12.pp目22.29.

CABのウェプサイト (www.cab-acr.ca/

english/joint/societallviolence/h凶1)に紹

介されている年表

25. CRTC Public Notice 200Q.l09. CRTCの決定

については， www.crtc.gc.caで詳細を見るこ

とができる。

26. 基本参考文献 (4)でも紹介のとおり，乙の

セッションには，カナダ，イギリス，チリ，日

本のメンバーが登壇した。

27. カナダにおけるメディア・リテラシーの取り

組みについては，本テキストの日本語訳也実

施したFC T (発足当時は「子どものテレビ

の会J，翻訳時は「市民のテレビの会J，現在
は「市民のメディ 7・フォーラムJ)が，ニュー
ズレターなどを通して，早くから日本に紹介

を行ってきた。

28. AML創設時からリーダーシップをとってき

た主要メンバーは，その経験を多くの教師た

ちに共有してもらう目的から，さまざまな執

鐸活動も行ってきた。

. Duncan， B. et.al. (1996). Mass Media and 

Popular Culture. Hartcourt Brace. 

. The Metropolitan Toronto School Board目

(1998). Responding加 MediaViolence. 

Pembroke Publishers. 

. Andersen， N.， Duncan， B.， & Pungente，].]. 

(1999). MediaEducation in Canada: the Sec-

ond Spring， Children and Media. UNESCO. 

pp.139-162 

29. 2000年5月13-17日，トロントで開催され

た国際会議，Summit 2000: Children， Youth and 

the Media: Beyond the Millenniumで， rメ
ディ 7・1)テラシーJはテーマの主要部分を
占めた。

30.各放送機関による取り組みの具体例の詳細に

ついては，基本参考文献(8)pp.I5-18を参照。
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1:1 イギリス

31. この点に関する1980年代までの捻移と各ガイ

ドラインの内容については，基本参考文献

(6)のpp.137-142を参照。

32.基本参考文献 (4)のpp.2f>.27を参照。

33. BBC Producers' Guidelines (2000年版)は，

6ポンドで市販されている他，ウェブサイト

(、開w.bbc目cO.uk/info/editorial/prodgl )でも

全文にアクセスが可能である。

34. ITC Programme Code につpても，ウェブサ

イト(明開.itιorg.uk)でアクセスが可能で、あ

る。 2000年のコード改訂にあたっては，改訂

のプロセスを明示するため，旧版との対照比

較が可能な情報の提供も行われている。

35.第3節については，各種資料の他， 1999年2

月の現地取材内容も参考にしてまとめた。主

な訪問先は， BBC，ITC， C4， LTW， BSC， BFI 

である。

36. B S Cの年次報告書のデータによる(最近の

アウトプットはインターネットでもアクセス

が可能。www.bsc.org.uk)。性描写に関する調

査報告としては，以下の例がある。

・Hargrave，A.M. ed. (1997). Sex and Sensi-

bility. BSC. 

37. a) -d)の事例は， BBC， ITC， BSCそれぞ

れの年次報告書や，定期的に発表されるウェ

ブサイトの情報から抜粋で紹介したものであ

る。ウェプサイト公表の情報については，商

業テレビの番組に関する視聴者の苦情内容/

放送局の説明/ITCの最終判断が個々のケー

スについて詳細に紹介されているITCの例が

充実している (ITCProgramme Complaints 

and Interven世onsReport: Complete listing-

www.itc.org.uk/divisions/prog-div/prog 

comp/complaint index. asp? section= ) 

38. イギリスにおける研究の特徴については，基

本参考文献 (1)および (2)のpp.9-14，(3) 

のpp.17-21が参考となる。

39. 2回の調査基本結果については，

. Gunter， B. & Harrison， J. (1995). Violence 

on Television in的eUnited Kingdom: A con-

96 

tent analysis (summary report to the BBC 

and血eITC) .および

.目 (1996).Violence on Televisionin 

Brii曲'n:A content analysis 199.ι9丘 (asum-

mary of findings from research undertaken 

for BBC， BSkyB， BSC， C4， ITV，汀C)

40. Hargrave， A.M. ed. (1993). Violence in Fac-

tual Television. John Libbey /BSC. 

41. Hanley， P. (1998)目 Television on Trial:Ci・白ー

zens'ju.口reson臼steand decency. ITC. 

42. BSC. (20日0).Regulation: the changing 

perspective. およびBSC.(2000). Matter 

ofo.飴'nce，

43. BBC， BSC， & ITC. (1998). Violence and the 

Viewers: Report of the joint working party on 

violence on tele町田on

44. BFIのウェプサイト (www.bfi.org.uk)では，
本資料のほか，メディア教育関連の情報が各

種提供されている。

45.放送機関における取り組みの詳細について
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